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L田名部 智之

一般社団法人日本ライオンズ理事長
332-A地区常任名誉顧問
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今
期
最
後
の
独
り
言
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、一
年
を
通
し
ま
し
て
、本
誌
発
行
日
・
記
事

の
報
告
遅
延
に
つ
き
ま
し
て
、当
方
の
原
稿
入
稿
遅
れ

に
よ
り
、会
員
の
皆
様
に
遅
い
お
届
け
に
な
り
ま
し
た

事
、申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
コ
ー
ナ
ー

を
お
借
り
し
て
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
誌
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

の
目
標
達
成
の
為
、本
誌
を
Ｉ
Ｔ
・
機
関
誌
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
共
に
一
新
致
し
ま
し
た
。表
紙
は
、ク
ラ
ブ
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
イ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
似

顔
絵
が
表
紙
を
飾
り
、頁
を
め
く
り
ま
す
と
毎
月
寄
せ

て
頂
き
ま
し
た
青
森
中
央
Ｌ
Ｃ 

Ｌ
長
尾
幸
治
よ
り

〝
洋
蘭
に
魅
せ
ら
れ
て
〞の
コ
ー
ナ
ー
が
本
誌
に
花
を

添
え
て
頂
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
・
想
い
を
不

定
期
に
掲
載
し
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
部
メ
ン
バ
ー
の

ご
挨
拶
、地
区
行
事
・
会
議
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ク
ラ
ブ
合
同
例
会
・
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
、〝
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ 

ｕ
ｐ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
〞・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｙ〝
と

会
員
の
皆
様
の
活
動
や
取
材
に
ご
協
力
を
頂
き
、多
種

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
掲
載
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
ク
ラ
ブ
・
リ
ジ
ョ
ン
内
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
リ
ジ
ョ
ン
別
会
員
名
簿
も
、２
Ｒ
〜
５
Ｒ
の
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、作
成
・
提
供
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、私
は
来
期
よ
り
、ク
ラ
ブ
役
員
の
一
人
と

な
り
ま
す
。一
年
間
本
誌
に
て
、お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
様
々
な
ク
ラ
ブ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
が
強
く
推
し
て
ま
い
り
ま
し
た
ク
ラ
ブ
活
性
化

の
為
の
合
同
例
会
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
参
考
・

活
用
し
、ク
ラ
ブ
運
営
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。会

員
の
皆
様
、Ｉ
Ｔ
・
機
関
誌
委
員
会
・
機
関
誌
特
派
員
の

皆
様
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、一
年
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
長
の
独
り
言

I
T
・
機
関
誌
委
員
長L

菊
池

　剛
志

ライオンみちのく誌の広告を募集しております。
ご協力お願いします。

※掲載希望の方はキャビネット事務局へお申し込みください。

46㎜（タテ）×57㎜（ヨコ）広告サイズA

46㎜（タテ）×175㎜（ヨコ）広告サイズC

料金

46㎜（タテ）×86.5㎜（ヨコ）広告サイズB
3,000円

料金

料金

5,000円

10,000円

〒030-0801 青森県青森市新町2-8-26 県火災あおもりビル4F
TEL.017-718-8121・FAX.017-718-8122     E-mail cab-332a@abeam.ocn.ne.jp

ライオンズクラブ国際協会332-A地区　キャビネット事務局

ライオンみちのく編集局

広 告 募 集

「第2回 サステナフェス2024」「第2回 サステナフェス2024」

　5月5日、八戸駅西口にて開催された東北最大トランポリンパーク誕生記念イ
ベントにおいて、八戸きれい海ライオンズクラブとして「第2回 サステナフェス
2024」を開催いたしました。サステナフェスは、普段廃棄されてしまう身近な
物を再利用して、新たな形で楽しむサステナビリティを、子供たちに遊びや食
を通して楽しく経験して学んでもらおうというイベント。会場では「ダンボール
アートコーナー」や、畳の端材からつくる「いぐさオーナメントづくり」、紙を断
裁した際にでる廃棄される部分を利用した「紙相撲」や「筆圧王決定戦」に「レト
ロゲーム」などが並び、新鮮な体験に目を輝かせる子供から、懐かしさに目を細
める大人まで幅広く楽しんでもらえるイベントとなりました。

（八戸きれい海LC）（八戸きれい海LC）

地区ホームページで
機関誌を
ご覧になれます！

URL https://lions332a.jp/

編
集
後
記

IT・機関誌委員（青森みらいLC）

株式会社  東 電
電 材 卸

代表取締役
IT・機関誌委員長

（青森まほろばLC）
 L 菊 池　剛 志

〒030-0112  青森市八ッ役字芦谷273-13
TEL 017-739-8153㈹　FAX 017-739-8269

代表取締役

GET副コーディネーター

L　八重樫　勝
（青森LC）

※「第70回年次大会・大会誌」訂正のお願い
・青森市野木和公園内野木和湖へニシキゴイ約270匹の放流お手伝い。
・青森市立油川小学校へお米550㎏フードドライブ寄贈（18万円相当）。

1R2Z青森外ヶ浜LC CN40周年記念事業追
加〈大会誌33頁（332-A地区 周年行事・記念アクティビティ）〉

右記の記載漏れがありました。深くお詫び申し上げます。
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26

国際理事も
 がんばります！！

総合建設業 一級建築士事務所

TEL（741）8451㈹　FAX（742）5218

株式
会社黄金工務店

代表取締役 （青森LC）L 黄金﨑　勉

専務取締役
1R2Z ゾーンチェアパーソン

（青森みらいLC）L 黄金﨑　亨
〒030-0911　青森市造道二丁目10番17号

L 出 町  時 彦
（青森LC会長）

青森出張所
所　　　長

〒030-0802 青森市本町４丁目2番16号
（ヤマイシ本町マンション1F）

TEL.017（762）7495  FAX:017（762）7496

携帯.090-6220-0394
E-mail  t.demachi@nisshin-kenko.co.jp

総合防水工事

日新建工株式会社
東北支店
NISSHIN KENKO CO., LTD
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■ パティ・ヒル国際会長メッセージ
Changing the World

青銀共創

地球規模で考え　足元から行動しよう

若者とシニアが、互いに理解しあい、共に学び、
共同でイノベーションを起こそう！

チンギン コンズァン

■ 332-A地区ガバナーテーマ
Think Globally Act Locally

■ 332複合地区アクティビティスローガン
東北はひとつ‼
共に進もう友愛と相互理解の精神で‼

■ 332-A地区アクティビティスローガン

CONTENTS

D-3

今月は、先月号に掲載したマスデバリア属の原産種４種を紹介します。
洋蘭に魅せられて

L 長　尾 　幸　治 （青森中央LC）〈提供〉

－12－

種名：decumana
　　 デクマナ
原産地はエクアドル南端からペ
ルー北部の標高1500ｍ～2000ｍ
に自生する着生種。花径は横5㎝
×縦6㎝。クールタイプで夏期は
エアコンで冷蔵栽培（20℃位）し
ています。（不定期咲き）

種名：caudata
　　 カウダタ
原産地はコロンビア中央～東側
山脈からベネズエラ西端までの
標高1800ｍ～2600ｍの雲霧林
に自生する着生種。花径は横3㎝
×縦5㎝程で可愛い花です。空
中湿度の高い環境を好み、エア
コンの他 加湿器を24時間稼働
しています。クール用温室は、常
時湿度80％位にしています。
（不定期咲き）

種名：tovarensis
　　 トバレンシス
原産地はベネズエラ北部で標高
800ｍ～1000ｍとマスデバリア属
では比較的低地に自生する着生
種。マスデバリアの種は、一茎に
一花が通常であるがこの種は一
茎に10～12輪の花をつける珍し
い種であります。比較的低地に
自生しているため、栽培は冷房
しなくても良い。一花の花径は
横2㎝×縦3㎝。（不定期咲き）

種名：heteroptera
　　 ヘテロプテラ
原産地はコロンビア北部、アン
ティオキーア中央山脈の標高
2000ｍ～2500ｍの雲霧林に自
生する着生種。花径は横8～9㎝
×縦9～10㎝。マスデバリアの花
型は他の洋蘭に比べて、特異で
ありますが、特にこの種は葉姿
に対して花が大きく綺麗です。
クールタイプで、エアコンで冷房
栽培しています。（不定期咲き）

台湾市300-A2區友好交流訪問 14 編集後記 26

FWTの活動 08
ライオンズクラブ国際協会332-A地区  第70回年次大会 10 会員動向 25

22
青森はまなすライオンズクラブ CN45周年記念アクティビティ 08

2Ｒ1Z・2Z 第4回ガバナー諮問委員会

03

青森はまなすライオンズクラブCN45周年記念式典
弘前ライオンズクラブ認証65周年記念式典

地区ガバナーを終えるにあたって ー L大矢　進 ー
第4回キャビネット会議
3Ｒ1Z 第4回ガバナー諮問委員会

04
05
05
06
07 ライオンズクラブ用語講座

24
新入会員紹介 24

15
クラブアクティビティ
クローズアップ・アクティビティ

一般社団法人日本ライオンズ 「理事長就任祝賀会」報告
16
19
20
21
22第70回年次大会記念事業 フードドライブ寄贈・SDG’s寄付金贈呈式

物故会員 / メルビン・ジョーンズ・フェロー献金 / その他の献金
LINEの使い方 23

Mission 20,000 レポ
表敬訪問報告

害
者
等
の
支
援
の
在
り
方
、向
き
合
い
方
を

L
C
I
F
よ
り
ご
教
授
も
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
今
期
は
ラ
イ
オ
ン
同
士

の
コ
ン
タ
ク
ト
の
在
り
方
、合
同
で
の
事
業

の
必
要
性
が
、年
代
を
超
え
て
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
事
も
、ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
に
て

実
感
い
た
し
ま
し
た
。ア
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
の

多
様
性
は
勿
論
、各
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
越
え

て
行
う
事
の
必
要
性
、ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
ク
ラ
プ
と
の
コ
ラ
ボ
、他
地
区
と
の
ア

ラ
ー
ト
を
通
じ
て
の
支
援
、ラ
イ
オ
ン
誌
に

参
加
な
ど
、世
界
1
4
0
万
人
の
支
援
団
体

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
期
、如
何
に
各
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
発
信
し
て
い
く
か
、み
ち
の
く
誌
の

構
成
も
変
え
て
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
外
部
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、こ
の
こ

と
は
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
時
に
て
、ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
2
0
2
3
〜
2
0
2
4

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
度
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
地
区
ガ
バ

ナ
ー
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
名
誉
顧
問
会
の
先
輩
ラ
イ

オ
ン
を
始
め
、会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
折
し
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
国
際
協
会
よ

り
、会
員
拡
大「
1
・
5
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、が
発

動
さ
れ
ま
し
た
。今
世
界
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
自
然
災
害
や
、各
地
で
の
紛
争
、ま
た
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
貧
困
層
の
拡
大
、地

球
環
境
の
悪
化
等
、我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
更

な
る
奉
仕
の
手
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
は
メ
ン
バ
ー
の
拡
充
が
必
須
で
あ

り
、今
こ
そ
会
員
の
減
少
を
抑
え
、会
員
拡
大

と
L
C
I
F
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。今
期
L
C
I
F
に
対
し
て
の
奉
仕
金
額

が
15
万
ド
ル
を
超
え
ま
し
た
。こ
れ
は
能
登

半
島
沖
地
震
を
始
め
、台
湾
東
部
地
震
ま

た
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
国
外
に
逃
れ
た
子
供

教
育
の
た
め
の
指
定
支
援
金
な
ど
、メ
ン

バ
ー
皆
様
の
思
い
の
深
さ
で
す
。ま
た
今
期

は
L
C
I
F
に
関
し
て
、こ
ち
ら
か
ら
の
献

金
だ
け
で
は
な
く
、人
道
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ

交
付
金
か
ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
事
業
費
の
50
%
を
頂
い
た
こ
と
は

基
よ
り
、ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
重
度
心
身
障

三
役
の
提
案
で
も
あ
り
ま
し
た「
年
次
大
会

が
決
ま
り
き
っ
た
式
典
と
、飲
み
会
だ
け
で

は
な
い
か
」、と
い
う
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、前
夜
祭
の
一
日
を
、ラ
イ

オ
ン
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、次

の
事
を
行
い
ま
し
た
。平
和
へ
の
祈
り
と
題

し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
い
手
、ナ
タ
ー
シ
ャ
・

グ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
か
せ
て
も
ら
い
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
基
よ
り
、先
ほ
ど
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
子
供
の
為
の
指
定
支
援
金
の
確

保
、ま
た
地
球
の
貢
献
と
題
し
て
、L
田
名
部

理
事
長
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
代
表
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、こ
れ
か
ら

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
る
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。そ
の
会
場
に
国
際

平
和
ポ
ス
タ
ー
を
始
め
、ア
ラ
ー
ト
活
動
の

現
場
写
真
、先
ほ
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
交
付
金

に
よ
る
事
業
の
経
過
を
展
示
さ
せ
て
も
ら

い
、約
6
0
0
名
ほ
ど
の
一
般
の
方
々
、当
日

出
席
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。多
く
の
方
々
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
始
め
、平
和
の
尊
さ
を
考
え
た
と
思
い
ま

す
。一
般
の
方
々
よ
り
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
と
て
も
好
評
で
し
た
。ラ
イ
オ
ン
ズ
の

理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た

多
く
の
企
業
か
ら
協
賛
賜
り
、奔
走
な
さ
れ

た
メ
ン
パ
ー
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
今
期
の
事
業
に
於
い
て
は
中
古
メ
ガ

ネ
、特
に
学
生
の
中
古
メ
ガ
ネ
が
世
界
的
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、回
収
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。献
眼
、臓
器
提

供
、小
児
が
ん
、糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て

は
、各
専
門
分
野
に
長
け
た
講
師
を
一
同
に

招
き
、参
加
者
は
メ
ン
バ
ー
と
、一
般
の
方
々

合
わ
せ
て
1
6
0
人
と
い
う
出
席
を
い
た
だ

き
、出
席
の
多
さ
は
も
と
よ
り
、命
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
弘

前
大
学
に
ア
イ
バ
ン
ク
協
力
金
か
ら
H
P
製

作
の
寄
贈
が
叶
い
ま
し
た
。ま
た
皆
さ
ん
に

何
度
も
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
ア
ッ
プ
ル

ス
タ
ン
ド
の
協
力
金
は
、小
児
が
ん
親
と
子

の
会「
と
も
し
び
+
」、血
液
疾
患
と
歩
む
患

者
・
家
族
の
会「
ま
ろ
ま
ろ
」へ
の
支
援
金
、さ

ら
に
4
リ
ジ
ョ
ン
に
於
い
て
は
、こ
の
支
援

金
に
よ
り
行
政
の
ト
ッ
プ
が
、小
児
が
ん
対

策
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
国

際
会
長
が
言
う
協
働
で
す
。各
ク
ラ
ブ
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。少
子
高
齢
化
時
代
に
於
い
て
、団
体
戦

が
叶
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
於
い
て
、2
校
で
1
チ
ー
ム
作
る
な
ど
、ラ

イ
オ
ン
ズ
ら
し
い
解
決
方
法
だ
と
思
い
ま
す

し
、私
た
ち
は
行
政
と
協
働
の
考
え
方
で
歩

ん
で
い
る
現
れ
で
す
。会
員
拡
大
は
各
ク
ラ

ブ
と
も
素
晴
ら
し
い
数
字
で
、初
め
て
女
性

会
員
入
会
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た

2
ク
ラ
ブ
、1
支
部
が
立
ち
上
が
り
、こ
の
1

支
部
は
女
性
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。新
た

な
社
会
の
変
化
の
兆
し
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
捉

え
、実
践
の
中
に
表
し
て
い
ま
す
。素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
す
べ
て
の
事
を
文
面
に
載
せ
る
こ

と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、全
て
の
メ
ン
バ
ー
に
、

ま
た
支
え
て
く
れ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、一
年
の
締
め
く

く
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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■ パティ・ヒル国際会長メッセージ
Changing the World

青銀共創

地球規模で考え　足元から行動しよう

若者とシニアが、互いに理解しあい、共に学び、
共同でイノベーションを起こそう！

チンギン コンズァン

■ 332-A地区ガバナーテーマ
Think Globally Act Locally

■ 332複合地区アクティビティスローガン
東北はひとつ‼
共に進もう友愛と相互理解の精神で‼

■ 332-A地区アクティビティスローガン

CONTENTS

D-3

今月は、先月号に掲載したマスデバリア属の原産種４種を紹介します。
洋蘭に魅せられて

L 長　尾 　幸　治 （青森中央LC）〈提供〉

－12－

種名：decumana
　　 デクマナ
原産地はエクアドル南端からペ
ルー北部の標高1500ｍ～2000ｍ
に自生する着生種。花径は横5㎝
×縦6㎝。クールタイプで夏期は
エアコンで冷蔵栽培（20℃位）し
ています。（不定期咲き）

種名：caudata
　　 カウダタ
原産地はコロンビア中央～東側
山脈からベネズエラ西端までの
標高1800ｍ～2600ｍの雲霧林
に自生する着生種。花径は横3㎝
×縦5㎝程で可愛い花です。空
中湿度の高い環境を好み、エア
コンの他 加湿器を24時間稼働
しています。クール用温室は、常
時湿度80％位にしています。
（不定期咲き）

種名：tovarensis
　　 トバレンシス
原産地はベネズエラ北部で標高
800ｍ～1000ｍとマスデバリア属
では比較的低地に自生する着生
種。マスデバリアの種は、一茎に
一花が通常であるがこの種は一
茎に10～12輪の花をつける珍し
い種であります。比較的低地に
自生しているため、栽培は冷房
しなくても良い。一花の花径は
横2㎝×縦3㎝。（不定期咲き）

種名：heteroptera
　　 ヘテロプテラ
原産地はコロンビア北部、アン
ティオキーア中央山脈の標高
2000ｍ～2500ｍの雲霧林に自
生する着生種。花径は横8～9㎝
×縦9～10㎝。マスデバリアの花
型は他の洋蘭に比べて、特異で
ありますが、特にこの種は葉姿
に対して花が大きく綺麗です。
クールタイプで、エアコンで冷房
栽培しています。（不定期咲き）
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害
者
等
の
支
援
の
在
り
方
、向
き
合
い
方
を

L
C
I
F
よ
り
ご
教
授
も
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
今
期
は
ラ
イ
オ
ン
同
士

の
コ
ン
タ
ク
ト
の
在
り
方
、合
同
で
の
事
業

の
必
要
性
が
、年
代
を
超
え
て
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
事
も
、ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
に
て

実
感
い
た
し
ま
し
た
。ア
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
の

多
様
性
は
勿
論
、各
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
越
え

て
行
う
事
の
必
要
性
、ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
ク
ラ
プ
と
の
コ
ラ
ボ
、他
地
区
と
の
ア

ラ
ー
ト
を
通
じ
て
の
支
援
、ラ
イ
オ
ン
誌
に

参
加
な
ど
、世
界
1
4
0
万
人
の
支
援
団
体

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
期
、如
何
に
各
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
発
信
し
て
い
く
か
、み
ち
の
く
誌
の

構
成
も
変
え
て
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
外
部
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、こ
の
こ

と
は
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
時
に
て
、ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
2
0
2
3
〜
2
0
2
4

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
度
2
0
2
3
〜
2
0
2
4
地
区
ガ
バ

ナ
ー
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
名
誉
顧
問
会
の
先
輩
ラ
イ

オ
ン
を
始
め
、会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
折
し
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
国
際
協
会
よ

り
、会
員
拡
大「
1
・
5
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、が
発

動
さ
れ
ま
し
た
。今
世
界
は
い
た
る
と
こ
ろ

で
自
然
災
害
や
、各
地
で
の
紛
争
、ま
た
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
貧
困
層
の
拡
大
、地

球
環
境
の
悪
化
等
、我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
更

な
る
奉
仕
の
手
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
は
メ
ン
バ
ー
の
拡
充
が
必
須
で
あ

り
、今
こ
そ
会
員
の
減
少
を
抑
え
、会
員
拡
大

と
L
C
I
F
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。今
期
L
C
I
F
に
対
し
て
の
奉
仕
金
額

が
15
万
ド
ル
を
超
え
ま
し
た
。こ
れ
は
能
登

半
島
沖
地
震
を
始
め
、台
湾
東
部
地
震
ま

た
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
国
外
に
逃
れ
た
子
供

教
育
の
た
め
の
指
定
支
援
金
な
ど
、メ
ン

バ
ー
皆
様
の
思
い
の
深
さ
で
す
。ま
た
今
期

は
L
C
I
F
に
関
し
て
、こ
ち
ら
か
ら
の
献

金
だ
け
で
は
な
く
、人
道
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ

交
付
金
か
ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
事
業
費
の
50
%
を
頂
い
た
こ
と
は

基
よ
り
、ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
重
度
心
身
障

三
役
の
提
案
で
も
あ
り
ま
し
た「
年
次
大
会

が
決
ま
り
き
っ
た
式
典
と
、飲
み
会
だ
け
で

は
な
い
か
」、と
い
う
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、前
夜
祭
の
一
日
を
、ラ
イ

オ
ン
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、次

の
事
を
行
い
ま
し
た
。平
和
へ
の
祈
り
と
題

し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
い
手
、ナ
タ
ー
シ
ャ
・

グ
ジ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
か
せ
て
も
ら
い
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
は
基
よ
り
、先
ほ
ど
の
ウ

ク
ラ
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子
供
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為
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指
定
支
援
金
の
確

保
、ま
た
地
球
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貢
献
と
題
し
て
、L
田
名
部

理
事
長
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
代
表
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、こ
れ
か
ら

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
る
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。そ
の
会
場
に
国
際

平
和
ポ
ス
タ
ー
を
始
め
、ア
ラ
ー
ト
活
動
の

現
場
写
真
、先
ほ
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
交
付
金

に
よ
る
事
業
の
経
過
を
展
示
さ
せ
て
も
ら

い
、約
6
0
0
名
ほ
ど
の
一
般
の
方
々
、当
日

出
席
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。多
く
の
方
々
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
始
め
、平
和
の
尊
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を
考
え
た
と
思
い
ま

す
。一
般
の
方
々
よ
り
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
と
て
も
好
評
で
し
た
。ラ
イ
オ
ン
ズ
の

理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た

多
く
の
企
業
か
ら
協
賛
賜
り
、奔
走
な
さ
れ

た
メ
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パ
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皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
今
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の
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に
於
い
て
は
中
古
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、特
に
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の
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古
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世
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的
に
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と
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る
現
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み
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に
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ま
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提
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児
が
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尿
病
セ
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に
お
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て

は
、各
専
門
分
野
に
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た
講
師
を
一
同
に

招
き
、参
加
者
は
メ
ン
バ
ー
と
、一
般
の
方
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合
わ
せ
て
1
6
0
人
と
い
う
出
席
を
い
た
だ

き
、出
席
の
多
さ
は
も
と
よ
り
、命
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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ら
に
弘

前
大
学
に
ア
イ
バ
ン
ク
協
力
金
か
ら
H
P
製

作
の
寄
贈
が
叶
い
ま
し
た
。ま
た
皆
さ
ん
に

何
度
も
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
ア
ッ
プ
ル

ス
タ
ン
ド
の
協
力
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は
、小
児
が
ん
親
と
子

の
会「
と
も
し
び
+
」、血
液
疾
患
と
歩
む
患

者
・
家
族
の
会「
ま
ろ
ま
ろ
」へ
の
支
援
金
、さ

ら
に
4
リ
ジ
ョ
ン
に
於
い
て
は
、こ
の
支
援

金
に
よ
り
行
政
の
ト
ッ
プ
が
、小
児
が
ん
対

策
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
国

際
会
長
が
言
う
協
働
で
す
。各
ク
ラ
ブ
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。少
子
高
齢
化
時
代
に
於
い
て
、団
体
戦

が
叶
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
ス
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ツ
大
会

に
於
い
て
、2
校
で
1
チ
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ム
作
る
な
ど
、ラ
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ズ
ら
し
い
解
決
方
法
だ
と
思
い
ま
す

し
、私
た
ち
は
行
政
と
協
働
の
考
え
方
で
歩

ん
で
い
る
現
れ
で
す
。会
員
拡
大
は
各
ク
ラ

ブ
と
も
素
晴
ら
し
い
数
字
で
、初
め
て
女
性

会
員
入
会
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た

2
ク
ラ
ブ
、1
支
部
が
立
ち
上
が
り
、こ
の
1

支
部
は
女
性
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。新
た

な
社
会
の
変
化
の
兆
し
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
捉

え
、実
践
の
中
に
表
し
て
い
ま
す
。素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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び
に
す
べ
て
の
事
を
文
面
に
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る
こ
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は
叶
い
ま
せ
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が
、全
て
の
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バ
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に
、

ま
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に
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し
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、一
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。
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第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
４
月

22
日
㈪
18
時
半
よ
り
、呑
み
喰
い
蔵
座
敷 

川
丁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
１
Ｚ
、

２
Ｚ
合
同
で
ひ
と
つ
の
会
場
で
諮
問
委
員

会
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｚ
Ｃ
の
L
椛
澤
睦
子
が
開
会
宣
言
し
、

Ｒ
Ｃ
の
L
福
士
秀
文
、第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
L
吉
澤
俊
寿
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、

諮
問
委
員
会
の
総
括
を
１
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ 

L
木

村
和
生
、２
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ 

L
椛
澤
睦
子
に
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。続
い
て
２
Ｒ
幹
事

長 

弘
前
チ
ェ
リ
ー
Ｌ
Ｃ
幹
事 

L
太
田
伸

夫
よ
り
２
Ｒ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ「
能

登
半
島
地
震
支
援
募
金
」の
使
い
道
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。使
い
道
は
先

月
の
幹
事
会
で
各
ク
ラ
ブ
に
持
ち
帰
っ
て

検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
た
も
の
で
、集

ま
っ
た
募
金
を
直
接
金
沢
に
届
け
る
の

と
、弘
前
ア
ラ
ー
ト
L
C
の
炊
き
出
し
に

食
材
が
足
り
な
い
と
い
う
事
で
、そ
れ
に

充
て
る
の
と
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。懇
談
会
を
挟
ん
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、片
道
で
12
時
間
、何
回
も
行
く
と
ガ
ソ

リ
ン
代
だ
け
で
も
何
十
万
円
と
掛
か
る
、

炊
き
出
し
で
温
か
い
食
べ
物
を
出
す
と
大

変
喜
ば
れ
る
と
の
事
で
、募
金
を
半
分
に

分
け
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
各
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
自
由

な
話
題
で
一
言
ず
つ
頂
い
て
盛
況
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

２
Ｒ
２
Ｚ
機
関
誌
特
派
員 

L
石
戸
谷
　
妙
一

11
月
17
日
㈮

2
R
1
Z
・
2
Z 

第
4
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
4
月
22
日
㈪

　
３
R
１
Z
の
第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委

員
会
が
、４
月
16
日
㈫
平
川
市
の
津
軽
お

の
え
温
泉
・
福
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Z
C 

Ｌ
福
士
誠
造
と
R
C 

Ｌ
加
藤
正

彦
の
あ
い
さ
つ
後
、Z
C 

Ｌ
福
士
誠
造
が

議
長
と
な
り
、５
項
目
の
諮
問
事
項
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
動
向
で
は
、３
月
末
現
在
で
、黒
石

烏
城
・
田
舎
館
L
C
か
ら
会
員
増
が
報
告

さ
れ
、今
後
の
目
標
と
し
て
は
、平
賀
・
黒

石
烏
城
・
田
舎
館
L
C
か
ら
増
員
見
込
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ク
ラ
ブ
運
営
で
は
、例
会
に
卓
話

や
ク
イ
ズ
な
ど
取
り
入
れ
た
工
夫
や
、会

員
が
少
な
い
の
で
全
員
を
理
事
に
し
て
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
る
例（
田
舎
館

L
C
）が
注
目
さ
れ
、R
C 

L
加
藤
か
ら

も
マ
ン
ネ
リ
化
打
破
の
た
め
に
も
、他
ク

ラ
ブ
の
例
会
に
参
加
し
て
み
る
な
ど
新
し

い
活
動
の
工
夫
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
・
構
成

員
と
し
て
、黒
石
烏
城
L
C
か
ら
、Z
C
に

L
村
元
幸
仁
、機
関
誌
特
派
員
に
L
工
藤 

勝
を
推
挙
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、会
議
を

閉
会
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、田
舎
館
L
C
会
長
L
浅
利 

守
の
あ
い
さ
つ
と
黒
石
L
C
会
長
L
八
木

橋
旬
一
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、和
気

あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
、平
賀
L
C
会
長

L
森
内
貴
彦
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

３
Ｒ
１
Ｚ
機
関
誌
特
派
員 

L
中
畑
　
忠
弘

3
R
1
Z 

第
4
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
4
月
16
日
㈫

て
、第
３
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
の
回
答
の

中
に
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
実
績
、会
員
動
向
の

増
減
は
２
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
発

足
に
よ
り
増
加
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
合
同
例
会
に
よ
る
実
施
と
更
な
る
ク
ラ

ブ
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
計
画
、

地
区
年
次
大
会
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

参
加
予
定
と
お
願
い
に
つ
い
て
説
明
・
報

告
頂
き
ま
し
た
。続
い
て
、複
合
地
区
年
次

大
会
へ
の
参
加
の
お
願
い
、４
件
の
議
案

審
議
で
は
、４
件
の
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
加
賀
谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
よ
り
、

閉
会
宣
言
に
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
日
、同
会
場
に
於
い
て
、第
５
回
Ｇ
Ｍ
Ａ

会
議
、第
４
回
Ｒ
Ｃ
・Ｚ
Ｃ
会
議
、第
４
回
委

員
長
会
議
、第
４
回
名
誉
顧
問
連
絡
協
議
会
、

ア
ラ
ー
ト
特
別
委
員
会
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
・Ｇ
Ｌ
Ｔ
・

Ｇ
Ｅ
Ｔ
合
同
会
議
、Ｉ
Ｔ
・機
関
誌
委
員
会
、

第
４
回
常
任
名
誉
顧
問
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
会
議
終
了
後
、多
く
の
参
加
に
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
期
活
動
の

終
着
点
の
共
有
と
感
謝
。最
終
活
動
目
標

に
つ
い
て
、意
見
交
換
を
行
え
ま
し
た
。

　
今
回
も
、朝
の
８
時
30
分
か
ら
夜
の
20
時

頃
迄
設
営
か
ら
終
了
迄
、各
会
議
の
進
行
を

お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
方
々
、ま
た
全
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
１
年
間
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
、４
月

６
日
㈯
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ

に
於
い
て
、72
名
の
参
加
を
頂
き
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
司
会
は
、Ｌ
太
田
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹

事
。開
会
宣
言
は
、Ｌ
庄
司
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

幹
事
。Ｌ
奈
良
岡
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
会
計

よ
り
出
席
者
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、４
月
３
日
発

生
の
台
湾
地
震
に
つ
き
ま
し
て
被
災
さ
れ

ま
し
た
方
々
へ
お
見
舞
い
・
お
悔
や
み
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。先
月
の
３
０
０

－

Ａ
２
區
友
好
交
流
訪
問
を
終
え
た
ば

か
り
と
今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
中
、今
回
４

回
目
の
災
害
の
発
生
に
な
り
、益
々
私
た

ち
の
災
害
支
援
が
必
要
に
な
る
為
、今
回

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
指
定
奉
仕
基
金
と
し
て
会
員

２
千
円
の
お
願
い
と
金
額
は
、東
日
本
大

震
災
時
に
お
受
け
し
た
金
額
を
参
考
に

し
て
い
る
事
。来
月
に
迫
り
ま
し
た
年
次

大
会
へ
の
協
力
依
頼
、前
夜
祭
の

「
L
I
O
N
S 

D
A
Y
」平
和
へ
の
祈
り

に
つ
い
て
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
無
料
来
場
の
声
が
け

と
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
田
名
部
理
事
長
と

〝
地
球
へ
の
貢
献
〞を
テ
ー
マ
に
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
会
長
と
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、会
員
へ

Ｓ
Ｃ
Ｐ
よ
り
学
び
、次
に
繋
げ
て
欲
し
い

事
、説
明
・
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
報
告
事
項
と
し

第
4
回 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２

‒

A
地
区

2
0
2
3-

2
0
2
4

4
月
6
日
㈯

エコ解体と廃棄物処理のプロフェッショナル
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第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
が
４
月

22
日
㈪
18
時
半
よ
り
、呑
み
喰
い
蔵
座
敷 

川
丁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
１
Ｚ
、

２
Ｚ
合
同
で
ひ
と
つ
の
会
場
で
諮
問
委
員

会
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｚ
Ｃ
の
L
椛
澤
睦
子
が
開
会
宣
言
し
、

Ｒ
Ｃ
の
L
福
士
秀
文
、第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
L
吉
澤
俊
寿
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、

諮
問
委
員
会
の
総
括
を
１
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ 

L
木

村
和
生
、２
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ 

L
椛
澤
睦
子
に
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。続
い
て
２
Ｒ
幹
事

長 

弘
前
チ
ェ
リ
ー
Ｌ
Ｃ
幹
事 

L
太
田
伸

夫
よ
り
２
Ｒ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ「
能

登
半
島
地
震
支
援
募
金
」の
使
い
道
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。使
い
道
は
先

月
の
幹
事
会
で
各
ク
ラ
ブ
に
持
ち
帰
っ
て

検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
た
も
の
で
、集

ま
っ
た
募
金
を
直
接
金
沢
に
届
け
る
の

と
、弘
前
ア
ラ
ー
ト
L
C
の
炊
き
出
し
に

食
材
が
足
り
な
い
と
い
う
事
で
、そ
れ
に

充
て
る
の
と
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。懇
談
会
を
挟
ん
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、片
道
で
12
時
間
、何
回
も
行
く
と
ガ
ソ

リ
ン
代
だ
け
で
も
何
十
万
円
と
掛
か
る
、

炊
き
出
し
で
温
か
い
食
べ
物
を
出
す
と
大

変
喜
ば
れ
る
と
の
事
で
、募
金
を
半
分
に

分
け
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
各
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
自
由

な
話
題
で
一
言
ず
つ
頂
い
て
盛
況
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

２
Ｒ
２
Ｚ
機
関
誌
特
派
員 

L
石
戸
谷
　
妙
一

11
月
17
日
㈮

2
R
1
Z
・
2
Z 

第
4
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
4
月
22
日
㈪

　
３
R
１
Z
の
第
４
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委

員
会
が
、４
月
16
日
㈫
平
川
市
の
津
軽
お

の
え
温
泉
・
福
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Z
C 

Ｌ
福
士
誠
造
と
R
C 

Ｌ
加
藤
正

彦
の
あ
い
さ
つ
後
、Z
C 
Ｌ
福
士
誠
造
が

議
長
と
な
り
、５
項
目
の
諮
問
事
項
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
動
向
で
は
、３
月
末
現
在
で
、黒
石

烏
城
・
田
舎
館
L
C
か
ら
会
員
増
が
報
告

さ
れ
、今
後
の
目
標
と
し
て
は
、平
賀
・
黒

石
烏
城
・
田
舎
館
L
C
か
ら
増
員
見
込
み

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ク
ラ
ブ
運
営
で
は
、例
会
に
卓
話

や
ク
イ
ズ
な
ど
取
り
入
れ
た
工
夫
や
、会

員
が
少
な
い
の
で
全
員
を
理
事
に
し
て
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
る
例（
田
舎
館

L
C
）が
注
目
さ
れ
、R
C 

L
加
藤
か
ら

も
マ
ン
ネ
リ
化
打
破
の
た
め
に
も
、他
ク

ラ
ブ
の
例
会
に
参
加
し
て
み
る
な
ど
新
し

い
活
動
の
工
夫
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
・
構
成

員
と
し
て
、黒
石
烏
城
L
C
か
ら
、Z
C
に

L
村
元
幸
仁
、機
関
誌
特
派
員
に
L
工
藤 

勝
を
推
挙
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、会
議
を

閉
会
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、田
舎
館
L
C
会
長
L
浅
利 

守
の
あ
い
さ
つ
と
黒
石
L
C
会
長
L
八
木

橋
旬
一
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、和
気

あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
、平
賀
L
C
会
長

L
森
内
貴
彦
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

３
Ｒ
１
Ｚ
機
関
誌
特
派
員 

L
中
畑
　
忠
弘

3
R
1
Z 

第
4
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
4
月
16
日
㈫

て
、第
３
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
の
回
答
の

中
に
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
実
績
、会
員
動
向
の

増
減
は
２
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
発

足
に
よ
り
増
加
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
合
同
例
会
に
よ
る
実
施
と
更
な
る
ク
ラ

ブ
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
計
画
、

地
区
年
次
大
会
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

参
加
予
定
と
お
願
い
に
つ
い
て
説
明
・
報

告
頂
き
ま
し
た
。続
い
て
、複
合
地
区
年
次

大
会
へ
の
参
加
の
お
願
い
、４
件
の
議
案

審
議
で
は
、４
件
の
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
加
賀
谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
よ
り
、

閉
会
宣
言
に
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
日
、同
会
場
に
於
い
て
、第
５
回
Ｇ
Ｍ
Ａ

会
議
、第
４
回
Ｒ
Ｃ
・Ｚ
Ｃ
会
議
、第
４
回
委

員
長
会
議
、第
４
回
名
誉
顧
問
連
絡
協
議
会
、

ア
ラ
ー
ト
特
別
委
員
会
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
・Ｇ
Ｌ
Ｔ
・

Ｇ
Ｅ
Ｔ
合
同
会
議
、Ｉ
Ｔ
・機
関
誌
委
員
会
、

第
４
回
常
任
名
誉
顧
問
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
会
議
終
了
後
、多
く
の
参
加
に
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
期
活
動
の

終
着
点
の
共
有
と
感
謝
。最
終
活
動
目
標

に
つ
い
て
、意
見
交
換
を
行
え
ま
し
た
。

　
今
回
も
、朝
の
８
時
30
分
か
ら
夜
の
20
時

頃
迄
設
営
か
ら
終
了
迄
、各
会
議
の
進
行
を

お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
方
々
、ま
た
全
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
１
年
間
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
、４
月

６
日
㈯
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ

に
於
い
て
、72
名
の
参
加
を
頂
き
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
司
会
は
、Ｌ
太
田
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹

事
。開
会
宣
言
は
、Ｌ
庄
司
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

幹
事
。Ｌ
奈
良
岡
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
会
計

よ
り
出
席
者
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、４
月
３
日
発

生
の
台
湾
地
震
に
つ
き
ま
し
て
被
災
さ
れ

ま
し
た
方
々
へ
お
見
舞
い
・
お
悔
や
み
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。先
月
の
３
０
０

－

Ａ
２
區
友
好
交
流
訪
問
を
終
え
た
ば

か
り
と
今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
中
、今
回
４

回
目
の
災
害
の
発
生
に
な
り
、益
々
私
た

ち
の
災
害
支
援
が
必
要
に
な
る
為
、今
回

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
指
定
奉
仕
基
金
と
し
て
会
員

２
千
円
の
お
願
い
と
金
額
は
、東
日
本
大

震
災
時
に
お
受
け
し
た
金
額
を
参
考
に

し
て
い
る
事
。来
月
に
迫
り
ま
し
た
年
次

大
会
へ
の
協
力
依
頼
、前
夜
祭
の

「
L
I
O
N
S 

D
A
Y
」平
和
へ
の
祈
り

に
つ
い
て
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
無
料
来
場
の
声
が
け

と
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
田
名
部
理
事
長
と

〝
地
球
へ
の
貢
献
〞を
テ
ー
マ
に
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
会
長
と
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、会
員
へ

Ｓ
Ｃ
Ｐ
よ
り
学
び
、次
に
繋
げ
て
欲
し
い

事
、説
明
・
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
報
告
事
項
と
し

第
4
回 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２

‒

A
地
区

2
0
2
3-

2
0
2
4

4
月
6
日
㈯
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青
森
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
C
N
45
周
年
記
念
式
典

　
4
月
13
日
㈯
、16
時
か
ら
青
森
市
の
ホ

テ
ル
青
森
に
於
い
て
1
R
1
Z
青
森
は
ま

な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
記

念
式
典
が
、ご
来
賓・地
区
役
員・3
3
2

-

A

地
区
を
中
心
と
し
た
総
勢
1
7
0
名
の
ご
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、大
会
副
委
員
長
L
堀
越
敏
雄

の「
開
会
の
言
葉
」に
続
き
、青
森
は
ま
な

す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
L
松
野
ミ
ツ

の
開
会
ゴ
ン
グ
で
始
ま
り
、大
会
委
員
長

Ｌ
大
坂
健
蔵
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
記
念

品
贈
呈
後
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
委
員
長
L

大
角
地 

仁
か
ら
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
発
表
さ
れ
、

•〝
生
理
の
貧
困
〞対
策
と
し
て
青
森
市
内
各

高
等
学
校
へ「
生
理
用
品（
1
，
0
0
0

パ
ッ
ク
50
万
円
相
当
）を
寄
付
」

•
合
浦
公
園
内
は
ま
な
す
群
生
周
辺
整
備

事
業「
金
額
3
0
0
，
0
0
0
円
」

松
野
会
長
か
ら
各
団
体
の
代
表
者
に
、目

録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祝
辞
は
青
森
県
副
知
事
・
小
谷 

知
也

様
、青
森
市
長
・
西 

秀
記
様
、一
般
社
団
法

人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ 

理
事
長
L
田
名
部 

智
之
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
2

-

A
地
区
ガ
バ
ナ
ー
L
大
矢 

進

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、姉
妹
提
携
ク
ラ

ブ
の
札
幌
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
L
松
村
芳
明
様
か
ら
、過
去
の
貴
重

な
お
話
し
を
お
聞
き
す
る
事
も
で
き
ま
し

た
。

4
月
13
日
㈯

　
祝
宴
は
、乾
杯
を
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
L
吉
澤
俊
彦
よ
り
ご
発
声
を
頂
き
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ニ
ュ
ー
ビ
ー
ト
と
青

森
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
女
性
陣
に

よ
る
素
晴
ら
し
い
ダ
ン
ス
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、特
別
テ
ー

ル
・
ツ
イ
ス
タ
ー
登
場
で
は
1
R
・
R
C 

L
木
立
靖
一
、1
R
1
Z
・
Z
C 

L
木
村

真
也
、1
R
2
Z
・
Z
C 

L
黄
金
﨑 

亨
に

よ
り
、3
3
2
，7
0
7
円
の
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
集
ま
り
、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
L

藤
田
鉄
哉
に
よ
る「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー

ア
」、「
ま
た
会
う
日
ま
で
」を
全
員
で
大
き

な
輪
と
な
り
合
唱
し
、御
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

弘
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証
65
周
年
記
念
式
典

　
４
月
29
日
㈪
、弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

於
い
て
、弘
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証

65
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
弘
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
青
森
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
36

名
の
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
で
、東
北
で

は
青
森
、仙
台
に
次
い
で
３
番
目
、日
本
で

は
1
0
7
番
目
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

し
て
１
９
５
８
年
12
月
に
結
成
さ
れ
た
歴

史
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
当
日
は
御
来
賓
、弘
前
市
長 

櫻
田 

宏 

様
、一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事

長 

Ｌ
田
名
部
智
之
、3
3
2

-

A
地
区
ガ

バ
ナ
ー 

Ｌ
大
矢 

進
を
始
め
、3
3
2

-

A

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
・
構
成
員
、姉
妹

ク
ラ
ブ
、ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
大
勢

の
方
が
参
加
さ
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。　
　

　
式
典
で
は
、実
行
委
員
長
Ｌ
三
橋
一
晃

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、会
長
Ｌ
佐
藤 

一
の
開

会
ゴ
ン
グ
で
始
ま
り
、国
旗
に
敬
礼
、国
家

斉
唱
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
斉
唱
、能

登
半
島
地
震
・
台
湾
東
部
沖
地
震
で
の
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
・
物
故
ラ
イ
オ
ン
へ

黙
祷
、来
賓
並
び
に
地
区
役
員
の
紹
介
、参

加
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞

で
は
会
長
Ｌ
佐
藤 

一
が
、弘
前
Ｌ
Ｃ
が
結

成
さ
れ
た
翌
年
、65
年
前
の
今
日
こ
の
日
、

認
証
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
た
と
話
し
、

こ
れ
ま
で
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の

も
、皆
様
と
の
友
愛
と
相
互
理
解
の
絆
が

あ
っ
た
か
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

4
月
29
日
㈪

　
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
メ
モ
リ
ア
ル

委
員
長
Ｌ
齋
藤
貴
之
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。弘
前
市
へ 

災
害
対
策
の
た
め
の
テ
ン

ト
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
を
２
セ
ッ
ト
、弘
前

地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
・
弘
前
地
区

安
全
運
転
管
理
事
業
主
会
へ
交
通
安
全
啓

発
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
一
式
を
、L
佐
藤 

一
会

長
か
ら
各
団
体
に
目
録
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、弘
前
市
長
か
ら
は
感
謝
状
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
祝
辞
で
は
弘
前
の
櫻
田 

宏
市
長
、日
本

ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
Ｌ
田
名
部
智
之
、地

区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
の
順
に
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。そ
し
て
祝
電

披
露
、青
森
Ｌ
Ｃ
へ
記
念
品
贈
呈
の
後
、青

森
Ｌ
Ｃ
よ
り
弘
前
Ｌ
Ｃ
へ
御
祝
金
が
贈
ら

れ
、会
員
表
彰
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ヒ
ム
斉
唱
、

閉
会
ゴ
ン
グ
、閉
会
の
挨
拶
で
式
典
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
開
宴
の
言
葉
の
後
、お
祝
い

の
言
葉
を
青
森
Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
出
町
時
彦
、

姉
妹
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶
で
は
、台
湾
台
北

市
大
稻
珵
Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
藍
英
楠
、鹿
児
島

Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
内
田
芳
樹
、東
京
晴
海
Ｌ
Ｃ

会
長
Ｌ
西
崎
修
治
の
各
会
長
か
ら
お
言
葉

を
頂
き
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
吉
澤

俊
寿
の
乾
杯
で
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
余
興
は
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
バ
ン
ド
で
、弘

前
Ｌ
Ｃ
の
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
さ
く
ら
さ
ん

の
歌
の
も
と
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ
し
て
、ま
た
会
う
日
ま
で
、ラ
イ
オ

ン
ズ
ロ
ー
ア
、閉
会
の
言
葉
で
、大
盛
況
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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3
2

-

A
地
区
ガ

バ
ナ
ー 

Ｌ
大
矢 

進
を
始
め
、3
3
2

-

A

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
・
構
成
員
、姉
妹

ク
ラ
ブ
、ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
大
勢

の
方
が
参
加
さ
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。　
　

　
式
典
で
は
、実
行
委
員
長
Ｌ
三
橋
一
晃

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、会
長
Ｌ
佐
藤 

一
の
開

会
ゴ
ン
グ
で
始
ま
り
、国
旗
に
敬
礼
、国
家

斉
唱
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
斉
唱
、能

登
半
島
地
震
・
台
湾
東
部
沖
地
震
で
の
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
・
物
故
ラ
イ
オ
ン
へ

黙
祷
、来
賓
並
び
に
地
区
役
員
の
紹
介
、参

加
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞

で
は
会
長
Ｌ
佐
藤 

一
が
、弘
前
Ｌ
Ｃ
が
結

成
さ
れ
た
翌
年
、65
年
前
の
今
日
こ
の
日
、

認
証
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
た
と
話
し
、

こ
れ
ま
で
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
の

も
、皆
様
と
の
友
愛
と
相
互
理
解
の
絆
が

あ
っ
た
か
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

4
月
29
日
㈪

　
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
メ
モ
リ
ア
ル

委
員
長
Ｌ
齋
藤
貴
之
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。弘
前
市
へ 

災
害
対
策
の
た
め
の
テ
ン

ト
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
を
２
セ
ッ
ト
、弘
前

地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
・
弘
前
地
区

安
全
運
転
管
理
事
業
主
会
へ
交
通
安
全
啓

発
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
一
式
を
、L
佐
藤 

一
会

長
か
ら
各
団
体
に
目
録
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、弘
前
市
長
か
ら
は
感
謝
状
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
祝
辞
で
は
弘
前
の
櫻
田 

宏
市
長
、日
本

ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
Ｌ
田
名
部
智
之
、地

区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
の
順
に
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。そ
し
て
祝
電

披
露
、青
森
Ｌ
Ｃ
へ
記
念
品
贈
呈
の
後
、青

森
Ｌ
Ｃ
よ
り
弘
前
Ｌ
Ｃ
へ
御
祝
金
が
贈
ら

れ
、会
員
表
彰
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ヒ
ム
斉
唱
、

閉
会
ゴ
ン
グ
、閉
会
の
挨
拶
で
式
典
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
開
宴
の
言
葉
の
後
、お
祝
い

の
言
葉
を
青
森
Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
出
町
時
彦
、

姉
妹
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶
で
は
、台
湾
台
北

市
大
稻
珵
Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
藍
英
楠
、鹿
児
島

Ｌ
Ｃ
会
長
Ｌ
内
田
芳
樹
、東
京
晴
海
Ｌ
Ｃ

会
長
Ｌ
西
崎
修
治
の
各
会
長
か
ら
お
言
葉

を
頂
き
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
吉
澤

俊
寿
の
乾
杯
で
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
余
興
は
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
バ
ン
ド
で
、弘

前
Ｌ
Ｃ
の
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
さ
く
ら
さ
ん

の
歌
の
も
と
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ
し
て
、ま
た
会
う
日
ま
で
、ラ
イ
オ

ン
ズ
ロ
ー
ア
、閉
会
の
言
葉
で
、大
盛
況
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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6
月
14
日
㈮
、青
森
県
立
青
森
北
高
等
学

校
に
於
い
て
、青
森
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ「
生
理
の
貧
困
対
策
で
の
各
市
内
高
校

学
校
へ
の
生
理
用
品
寄
贈
」に
あ
た
り
、青

森
北
高
等
学
校
で
の
取
組
を
、青
森
は
ま
な

す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
幹
事
L
小
川
乃
里

子
が
、直
接
生
徒
の
方
々
か
ら
お
聞
き
す
る

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、7
人
の
生
徒
の
方
々
と
、保
健

指
導
を
さ
れ
て
い
る
山
口
厚
子
教
諭
か
ら
、

取
組
内
容
と
そ
こ
か
ら
感
じ
た
感
想
や
思

い
を
、こ
の
日
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
ま
と

め
て
い
た
だ
い
き
、皆
さ
ん
に
非
常
に
活
発

に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、ま
ず
は
こ
の
取

組
に
よ
り
生
理
の
貧
困
と
い
う
事
に
お
い

て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
な
く
て
良
く

な
っ
た
事
、そ
し
て
こ
の
事
に
よ
り
助

か
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
事
、生
徒
の

方
々
の
よ
う
な
若
い
方
が
こ
の
よ
う
な
取

組
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
の
機
会

に
な
っ
た
事
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
お
話
し

を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
L
小
川
か
ら
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
、記
念
撮
影
後
、生
徒
の
方
々
は
放

課
後
の
部
活
動
な
ど
へ
向
か
わ
れ
ま
し

た
。改
め
て
私
た
ち
大
人
も
、若
い
方
々
を

支
え
ら
れ
る
社
会
作
り
に
貢
献
し
た
い
と

思
う
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

1
R
1
Z
機
関
紙
特
派
員

Ｌ
三
上
　
大
岳

　「
よ
し
の
こ
ど
も
園
」で
は
、無
料
で
月

曜
日
〜
金
曜
日
・
17
時
〜
19
時
の
間
、小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
供
の
居
場
所

（
軽
食
付
き
）の
提
供
と
、土
曜
日
の
午
後

に（
近
隣
の
小
学
生
全
学
年
）子
ど
も
食
堂

を
開
催
し
て
み
ん
な
で
食
事
を
し
、園
の

ス
タ
ッ
フ
そ
し
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、皆
さ
ん
の
お

世
話
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、近
隣
の
中
学

生
を
対
象
に
月
１
回
か
ら
２
回
開
催
し

て
、弘
前
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、分
か
ら
な
い
所
は
学
習

支
援
の
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
地
域
密
着

型
の
素
晴
ら
し
い
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　「
ま
る
め
ろ
食
堂
」で
は
、社
会
福
祉
法

人
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
し

た
い
と
の
思
い
で
、（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、金
谷
み
ち
の
く
荘
内
に
て
）月
に
1

回
高
校
生
以
下
無
料
、付
添
の
保
護
者

か
ら
は
３
０
０
円
を
頂
き
、み
ん
な
揃
っ

て
ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

カ
ル
タ
大
会
な
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。今

後
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
る
場
所
に
し
、地
域
の
伝
統
的
な
あ

そ
び
な
ど
取
り
入
れ
、今
の
子
ど
も
が
体

験
出
来
な
い
事
を
提
供
す
る
事
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

青
森
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
C
N
45
周
年
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

生
理
の
貧
困
対
策
で
の
各
市
内
高
校
学
校
へ
の
生
理
用
品
寄
贈
に
あ
た
り

青
森
県
立
青
森
北
高
等
学
校
で
の
取
組
に
つ
い
て

Family and Women Team

FWTの活動
FWTの活動として皆様からご支援頂いた
アップルスタンドとレモネードスタンドの募金の一部を
6月13日㈭15時半～むつ市にあるよしのこども園と
16時～まるめろ食堂に各5万円、
そして、17時～むつ市役所子供みらい部子育て支援課に
20万円の寄付金贈呈式を行いました。

むつ市役所にて

6
月
14
日
㈮

　
む
つ
市
子
供
未
来
部
子
育
て
支
援
課
で

は
、「
む
つ
市
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
」に

お
い
て
、こ
ど
も
に
関
す
る
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

小
児
が
ん
の
啓
発
活
動
を
目
標
に
し
て
い

て
い
ま
す
。活
動
と
し
て
、今
年
９
月
か
令

和
７
年
２
月
に
小
児
科
医
を
講
師
に
招
い

て
、こ
ど
も
の
難
病
・
慢
性
疾
患（
小
児
が

ん
を
含
む
）講
演
会
を
予
定
し
、ま
た
９
月

の
小
児
が
ん
啓
発
月
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
何
ヶ
所
か
で
実
施
予
定
で
す
。

　
山
本
知
也
市
長
か
ら
、今
回
頂
い
た
お

気
持
ち
を
活
用
し
、小
児
が
ん
の
正
し
い

知
識
の
普
及
・
支
援
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ

て
行
こ
う
と
い
う
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
引
用
）

　
今
期
、皆
様
か
ら
ご
支
援
頂
い
た
募
金

は
全
部
で
５
ヶ
所
、合
計
で
１
０
０
万
円

寄
付
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
活
動
を
理
解
し
て
頂

き
、暖
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

S
C
P・F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L
鳴
海
　ひ
と
み

　
５
月
22
日
㈬
ホ
テ
ル
青
森
に
於
い
て
、

血
液
疾
患
と
歩
む
家
族
の
会
ま
ろ
ま
ろ
の

代
表
山
本
俊
二
様
へ
レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン

ド
活
動
収
益
金
よ
り
金
50
万
円
を
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
、G
S
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
太
田
美
紀
、S
C
P
・

F
W
T
委
員
長
Ｌ
一
戸
成
子
の
３
名
同
席

し
、進
行
と
現
在
の
活
動
状
況
と
今
後
の

支
援
の
提
案
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
上
、継
続
支
援
を
お
約
束
致
し
ま
し

た
。

　
同
会
は
、県
病
移
植
チ
ー
ム
の
方
々
が
、

患
者
・
家
族
の
会
を
計
画
・
提
案
し
、血
液

疾
患
の
患
者
・
家
族
が
交
流
し
、情
報
の
交

換
や
医
療
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、療
養

生
活
の
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、2
0
0
6
年
７
月
１
日
設

立
。骨
髄
移
植
へ
の
理
解
と
骨
髄
ド
ナ
ー

登
録
支
援
を
活
動
と
し
、患
者
か
ら
の
相

談
に
対
す
る
電
話
ア
ド
バ
イ
ス
、「
リ
レ
ー

フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
青
森
」に
ブ
ー
ス
出
展
に

よ
る
骨
髄
ド
ナ
ー
募
集
、県
民
公
開
講
座
・

骨
髄
移
植
を
知
ろ
う（
年
２
回
）を
企
画
・

後
援
、今
後
の
茶
話
会
・
学
習
会（
勉
強
会

年
４
回
）・
バ
ス
遠
足
・
新
年
会
・
ク
リ
ス
マ

ス
会
・
会
報
の
発
行（
年
４
回
）の
再
開
へ

３
３
２

‒

Ａ
地
区
の
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
支

援
活
動
と
し
て
活
用
を
提
案
い
た
し
ま
し

た
。

　
山
本
代
表
よ
り
、ご
自
分
の
病
を
骨
髄

移
植
に
て
救
わ
れ
て
、感
謝
・
お
返
し
の
気

持
ち
よ
り
、同
会
を
活
動
。今
回
の
寄
付
金

を
様
々
な
活
動
へ
活
用
し
て
い
き
た
い

旨
、お
礼
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
次
期
の
F
W
T
の
活
動
と
し

て
、県
民
公
開
講
座
や
学
習
会
へ
の
後
援

や
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同
開
催
を
提
案
・
応
援

を
し
て
い
く
旨
を
伝
え
、報
道
２
社
よ
り

取
材
頂
き
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

血
液
疾
患
と
歩
む
患
者
家
族
の
会
ま
ろ
ま
ろ
・
寄
付
金
贈
呈
式
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6
月
14
日
㈮
、青
森
県
立
青
森
北
高
等
学

校
に
於
い
て
、青
森
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ「
生
理
の
貧
困
対
策
で
の
各
市
内
高
校

学
校
へ
の
生
理
用
品
寄
贈
」に
あ
た
り
、青

森
北
高
等
学
校
で
の
取
組
を
、青
森
は
ま
な

す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
幹
事
L
小
川
乃
里

子
が
、直
接
生
徒
の
方
々
か
ら
お
聞
き
す
る

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、7
人
の
生
徒
の
方
々
と
、保
健

指
導
を
さ
れ
て
い
る
山
口
厚
子
教
諭
か
ら
、

取
組
内
容
と
そ
こ
か
ら
感
じ
た
感
想
や
思

い
を
、こ
の
日
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
ま
と

め
て
い
た
だ
い
き
、皆
さ
ん
に
非
常
に
活
発

に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、ま
ず
は
こ
の
取

組
に
よ
り
生
理
の
貧
困
と
い
う
事
に
お
い

て
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
な
く
て
良
く

な
っ
た
事
、そ
し
て
こ
の
事
に
よ
り
助

か
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
事
、生
徒
の

方
々
の
よ
う
な
若
い
方
が
こ
の
よ
う
な
取

組
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
の
機
会

に
な
っ
た
事
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
お
話
し

を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
L
小
川
か
ら
皆
様
に
お
礼
を
申

し
上
げ
、記
念
撮
影
後
、生
徒
の
方
々
は
放

課
後
の
部
活
動
な
ど
へ
向
か
わ
れ
ま
し

た
。改
め
て
私
た
ち
大
人
も
、若
い
方
々
を

支
え
ら
れ
る
社
会
作
り
に
貢
献
し
た
い
と

思
う
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

1
R
1
Z
機
関
紙
特
派
員

Ｌ
三
上
　
大
岳

　「
よ
し
の
こ
ど
も
園
」で
は
、無
料
で
月

曜
日
〜
金
曜
日
・
17
時
〜
19
時
の
間
、小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
供
の
居
場
所

（
軽
食
付
き
）の
提
供
と
、土
曜
日
の
午
後

に（
近
隣
の
小
学
生
全
学
年
）子
ど
も
食
堂

を
開
催
し
て
み
ん
な
で
食
事
を
し
、園
の

ス
タ
ッ
フ
そ
し
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、皆
さ
ん
の
お

世
話
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、近
隣
の
中
学

生
を
対
象
に
月
１
回
か
ら
２
回
開
催
し

て
、弘
前
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、分
か
ら
な
い
所
は
学
習

支
援
の
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
地
域
密
着

型
の
素
晴
ら
し
い
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　「
ま
る
め
ろ
食
堂
」で
は
、社
会
福
祉
法

人
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
し

た
い
と
の
思
い
で
、（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、金
谷
み
ち
の
く
荘
内
に
て
）月
に
1

回
高
校
生
以
下
無
料
、付
添
の
保
護
者

か
ら
は
３
０
０
円
を
頂
き
、み
ん
な
揃
っ

て
ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

カ
ル
タ
大
会
な
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。今

後
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
が

集
ま
る
場
所
に
し
、地
域
の
伝
統
的
な
あ

そ
び
な
ど
取
り
入
れ
、今
の
子
ど
も
が
体

験
出
来
な
い
事
を
提
供
す
る
事
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

青
森
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
C
N
45
周
年
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

生
理
の
貧
困
対
策
で
の
各
市
内
高
校
学
校
へ
の
生
理
用
品
寄
贈
に
あ
た
り

青
森
県
立
青
森
北
高
等
学
校
で
の
取
組
に
つ
い
て

Family and Women Team

FWTの活動
FWTの活動として皆様からご支援頂いた
アップルスタンドとレモネードスタンドの募金の一部を
6月13日㈭15時半～むつ市にあるよしのこども園と
16時～まるめろ食堂に各5万円、
そして、17時～むつ市役所子供みらい部子育て支援課に
20万円の寄付金贈呈式を行いました。

むつ市役所にて

6
月
14
日
㈮

　
む
つ
市
子
供
未
来
部
子
育
て
支
援
課
で

は
、「
む
つ
市
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言
」に

お
い
て
、こ
ど
も
に
関
す
る
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

小
児
が
ん
の
啓
発
活
動
を
目
標
に
し
て
い

て
い
ま
す
。活
動
と
し
て
、今
年
９
月
か
令

和
７
年
２
月
に
小
児
科
医
を
講
師
に
招
い

て
、こ
ど
も
の
難
病
・
慢
性
疾
患（
小
児
が

ん
を
含
む
）講
演
会
を
予
定
し
、ま
た
９
月

の
小
児
が
ん
啓
発
月
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
何
ヶ
所
か
で
実
施
予
定
で
す
。

　
山
本
知
也
市
長
か
ら
、今
回
頂
い
た
お

気
持
ち
を
活
用
し
、小
児
が
ん
の
正
し
い

知
識
の
普
及
・
支
援
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ

て
行
こ
う
と
い
う
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
引
用
）

　
今
期
、皆
様
か
ら
ご
支
援
頂
い
た
募
金

は
全
部
で
５
ヶ
所
、合
計
で
１
０
０
万
円

寄
付
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
活
動
を
理
解
し
て
頂

き
、暖
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

S
C
P・F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

L
鳴
海
　ひ
と
み

　
５
月
22
日
㈬
ホ
テ
ル
青
森
に
於
い
て
、

血
液
疾
患
と
歩
む
家
族
の
会
ま
ろ
ま
ろ
の

代
表
山
本
俊
二
様
へ
レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン

ド
活
動
収
益
金
よ
り
金
50
万
円
を
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
、G
S
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
Ｌ
太
田
美
紀
、S
C
P
・

F
W
T
委
員
長
Ｌ
一
戸
成
子
の
３
名
同
席

し
、進
行
と
現
在
の
活
動
状
況
と
今
後
の

支
援
の
提
案
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
上
、継
続
支
援
を
お
約
束
致
し
ま
し

た
。

　
同
会
は
、県
病
移
植
チ
ー
ム
の
方
々
が
、

患
者
・
家
族
の
会
を
計
画
・
提
案
し
、血
液

疾
患
の
患
者
・
家
族
が
交
流
し
、情
報
の
交

換
や
医
療
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、療
養

生
活
の
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、2
0
0
6
年
７
月
１
日
設

立
。骨
髄
移
植
へ
の
理
解
と
骨
髄
ド
ナ
ー

登
録
支
援
を
活
動
と
し
、患
者
か
ら
の
相

談
に
対
す
る
電
話
ア
ド
バ
イ
ス
、「
リ
レ
ー

フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
青
森
」に
ブ
ー
ス
出
展
に

よ
る
骨
髄
ド
ナ
ー
募
集
、県
民
公
開
講
座
・

骨
髄
移
植
を
知
ろ
う（
年
２
回
）を
企
画
・

後
援
、今
後
の
茶
話
会
・
学
習
会（
勉
強
会

年
４
回
）・
バ
ス
遠
足
・
新
年
会
・
ク
リ
ス
マ

ス
会
・
会
報
の
発
行（
年
４
回
）の
再
開
へ

３
３
２

‒

Ａ
地
区
の
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
支

援
活
動
と
し
て
活
用
を
提
案
い
た
し
ま
し

た
。

　
山
本
代
表
よ
り
、ご
自
分
の
病
を
骨
髄

移
植
に
て
救
わ
れ
て
、感
謝
・
お
返
し
の
気

持
ち
よ
り
、同
会
を
活
動
。今
回
の
寄
付
金

を
様
々
な
活
動
へ
活
用
し
て
い
き
た
い

旨
、お
礼
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
次
期
の
F
W
T
の
活
動
と
し

て
、県
民
公
開
講
座
や
学
習
会
へ
の
後
援

や
セ
ミ
ナ
ー
の
合
同
開
催
を
提
案
・
応
援

を
し
て
い
く
旨
を
伝
え
、報
道
２
社
よ
り

取
材
頂
き
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

血
液
疾
患
と
歩
む
患
者
家
族
の
会
ま
ろ
ま
ろ
・
寄
付
金
贈
呈
式
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第
70
回
年
次
大
会 
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
‐
A
地
区 

場
所
：
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

場
所
：
ホ
テ
ル
青
森

場
所
：
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
5
月
18
日
㈯ 

大
会
前
夜
祭

■
5
月
18
日
㈯ 

L
I
O
N
S 

D
A
Y「
平
和
へ
の
祈
り
」

場
所
：
ホ
テ
ル
青
森

■
5
月
19
日
㈰ 

ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会

場
所
：
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

■
5
月
19
日
㈰ 

代
議
員
会
・
大
会
式
典

■
5
月
11
日
㈯ 

年
次
大
会
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

〈
大
会
式
典・ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
〉

　
５
月
19
日
㈰
大
会
式
典
が
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
森
に
於
い
て
、大
会
登
録
約

5
6
8
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
前
・

式
典
中
の
演
奏
を
青
森
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
様
に
力
強
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

頂
き
、式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　 

午
後
１
時
半
、両
司
会
よ
り
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
入
場
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
頂
き
、大
会

長
・
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
よ
り
開
会
宣

言
並
び
に
開
会
ゴ
ン
グ
を
行
い
、開
会
さ
れ

ま
し
た
。国
旗
に
敬
礼
並
び
に
国
歌
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
を
斉
唱
、物
故
会
員
へ
の

追
悼
・
黙
祷
、ご
来
賓
・
地
区
役
員
・
及
び
参
加

ク
ラ
ブ
の
紹
介
。大
会
委
員
長
Ｌ
平
川 

五
十

吉
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
大
会
長
挨
拶
並
び
に
年
次
報
告（
大
会
記
念

誌
Ｐ
28
〜
41
参
照
）を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り

頂
き
、活
動
テ
ー
マ
、今
期
の
重
点
目
標
と
成

果
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、周
年
行
事
・
記
念

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
状
況
を
説
明
・
報
告
致
し
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
祝
辞
を
青
森
県
知
事 

宮
下
宗
一

郎
様（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）、青
森
市
長 

西 

秀

記
様
、（
一
社
）日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
・
地

区
常
任
名
誉
顧
問 

Ｌ
田
名
部
智
之
よ
り
頂

き
ま
し
た
。

　
名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
岡
田 

殉
よ
り
、午
前

中
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
名
選
挙
委
員
会
の
結

果
報
告
を
頂
き
、ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
Ｌ
吉

澤
俊
寿
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄

哉
、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
、国

際
理
事
立
候
補
者
推
薦
と
し
て
Ｌ
田
名
部
智

之
理
事
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
幹
事
Ｌ
庄
司 

肇
よ
り
、代
議
員
会
決

議
報
告
の
決
議
委
員
会
・
第
一
か
ら
第
五
分

科
会
の
全
26
議
案
が
原
案
通
り
承
認
致
し
ま

し
た
事
の
報
告
と
次
期
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ

（
い
つ
く
し
み
の
心
で
）」・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
L
e
t
's 

Ｅｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

Ａｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
記
念
事
業
発
表
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・

災
害
支
援
委
員
長
Ｌ
花
部 

訓
よ
り
頂
き
、地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ａ
ｉ
Ｗ
ａ
ｉ
は
う

す
コ
ス
モ
ス
施
設
改
修
工
事
を
報
告（
大
会

記
念
誌
Ｐ
22
〜
23
参
照
）、重
度
心
身
障
害
者

へ
の
活
動
拠
点
の
改
修
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支

援
交
付
金
・
各
支
援
金
に
て
実
施
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
目
録
贈
呈
、代
表 

谷
川
幸
子
様

よ
り
感
謝
状
贈
呈
・
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
想
い
と
歩
み
に
、涙
を
誘
い
ま
し

た
。

　
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
を

国
際
協
調
・
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
委
員
長
Ｌ

太
田
浩
幸
よ
り
、ガ
バ
ナ
ー
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
優

秀
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
最
優
秀
賞
の
３
名
の
受
賞

者
の
紹
介
と
ご
家
族
が
登
壇
さ
れ
、Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
、花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
総
決
算
と

し
て
、国
際
会
長
ア
ワ
ー
ド
・
ガ
バ
ナ
ー
ア

ワ
ー
ド
発
表
並
び
に
表
彰（
大
会
記
念
誌
Ｐ

９
７
〜
１
０
３
）を
引
き
続
き
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
、受
賞
を
代
表
し
て
青
森
中
央
Ｌ

Ｃ 

Ｌ
来
海
伸
博
へ
表
彰
状
・
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、ま
た
各
賞
受
賞
さ
れ
ま
し
た
各
ク
ラ

ブ
へ
の
記
念
品
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、栄
え
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
大
賞
は
、弘
前
東
奥

Ｌ
Ｃ
が
受
賞
さ
れ
、記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
地
区
三
役
に
記
念
品
贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
よ

り
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
岡
田 

殉
・
前
地
区

幹
事
Ｌ
工
藤
守
久
・
前
地
区
会
計
Ｌ
木
村
文

俊
へ
、感
謝
と
共
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
Ｌ
吉
澤
俊
寿
夫
妻
・
次
期
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄
哉
・
次
期
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
が
入
場
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
３
名
を
ウ
イ
ッ
ト
に
ま
た
力
強

く
紹
介
さ
れ
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

へ
ガ
バ
ナ
ー
ズ
キ
ー
を
引
き
継
ぎ
致
し
ま
し

た
。続
い
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
挨
拶
、

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
会
計
を
紹

介
。次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
太
田

浩
幸
・
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
奈

良
岡
隆
人
よ
り
一
言
頂
き
ま
し
た
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
加
賀
谷
栄
徳
よ
り
、来
年
の

年
次
大
会
開
催
地
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
弘
前

市
・
２
Ｒ
９
ク
ラ
ブ
１
支
部
と
発
表
さ
れ
、次

期
大
会
Ｐ
Ｒ
へ
と
移
り
ま
し
た
。次
に
、花
束

〈
L
I
O
N
S 

D
A
Y・前
夜
祭
〉

　
L
I
O
N
S 

D
A
Y
は
、二
部
構
成
に
な

り
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支
援「
平
和
へ

の
祈
り
」と
題
し
て
、メ
ン
バ
ー
・
一
般
含
め

約
６
０
０
名
の
来
場
を
頂
き
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
歌
姫
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
様
に
、水
晶

の
歌
声
と
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
可
憐
な
響
き
あ

る
演
奏
を
頂
き
ま
し
た
。

　
開
演
後
、２
曲
を
終
え
て
の
Ｍ
Ｃ
の
際
に
、

ご
自
分
が
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ（
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
）原
発
事
故
の
近
く
に
生
ま
れ
離
れ
る

事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、事
故
後
30
年
以
上

経
過
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
事
。現
在
も

ロ
シ
ア
と
の
紛
争
が
終
わ
れ
て
い
な
い
事
を

お
話
し
さ
れ
た
際
に
、強
く
故
郷
の
姿
を
思

い
出
さ
れ
、言
葉
を
失
い
、涙
ぐ
ま
れ
ま
し

た
。続
い
て
、２
曲
を
終
え
て
の
２
度
目
の
Ｍ

Ｃ
で
は
来
日
24
年
に
な
り
、今
日
本
は
も
う

一
つ
の
故
郷
と
日
本
の
歌
が
好
き
な
事
。中

で
も
、こ
れ
か
ら
の
２
曲
の「
防
人
の
歌
」は

大
切
な
歌
。「
秋
桜
」は
母
を
思
い
出
す
大
切

な
歌
。こ
れ
か
ら
も
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

文
化
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
事
。〝
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

長
期
支
援
と
し
て
全
国
47
都
道
府
県
で
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
。ナ
ッ

チ
ャ
ン
ボ
ル
シ
チ
の
レ
ト
ル
ト
食
品
を
食
べ

て
応
援
。民
族
衣
装「
ヴ
ィ
シ
ヴ
ァ
ン
カ
」の

買
い
取
り
と
持
ち
主
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
カ
ー

ド
を
添
え
て
の
支
援
グ
ッ
ズ
と
し
て
販
売
等

〝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
栄
光
あ
れ
〞と
応
援

購
入
の
お
願
い
を
さ
れ
、本
日
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
後
の
サ
イ
ン
会
有
り
の
販
売
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。続
い
て
、先
程
の「
防
人
の
歌
」

「
秋
桜
」の
２
曲
中
に
観
客
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、紛
争
状
況
の
悲
劇
や
郷
愁
と
自
国
の
母

を
想
う
気
持
ち
を
胸
に
表
現
さ
れ
た
歌
に
す

す
り
泣
き
が
会
場
を
包
み
、感
動
と
共
感
を

感
じ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
・
環
境
保
全
委

員
長
よ
り
、花
束
と
一
昨
年
の
津
軽
地
区
豪

雨
災
害
の
影
響
を
受
け
た
リ
ン
ゴ
の
樹
木
を

使
用
・
加
工
し
た
リ
ン
ゴ
の
モ
ッ
ク
を
、感
謝

を
込
め
て
贈
呈
致
し
ま
し
た
。ま
た
、沢
山
の

方
々
に
ナ
ッ
チ
ャ
ン
ボ
ル
シ
チ
・
Ｃ
Ｄ
集
・
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
ヴ
ィ
シ
ヴ
ァ
ン
カ
を
購
入
頂
き
、積

極
的
な
サ
イ
ン
会
を
実
施
頂
き
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
募
金
含
め
、と
て
も
盛
況
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
球
へ
の
貢
献
」を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
L

田
名
部
理
事
長
と
パ
ネ
ラ
ー
地
区
９
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
会
長
と
環
境
保
全
・
災

害
援
助
・
青
少
年
支
援
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

行
い
ま
し
た
。真
剣
な
面
持
ち
と
考
え
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、視
聴
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
質
問
・
提
案
も
含
め
、こ
れ
か
ら

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
間
の
運
営
に
と

て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。皆
様
、

お
疲
れ
様
で
す
。

贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
来
期
へ
の
期

待
を
込
め
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
・
Ｌ
藤
田
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

Ｌ
田
頭
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。皆
様
来
期
よ
り
、宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。続
い
て
、Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問

会
議
長
よ
り
今
期
活
躍
さ
れ
ま
し
た
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
期
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
三
唱
を
Ｌ
岡
田
名

誉
顧
問
会
議
長
よ
り
頂
き
、閉
会
宣
言
並
び

に
閉
会
ゴ
ン
グ
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
、予
定
よ
り
15
分
程
延
長
の
上
盛
り
上
が

り
ま
し
た
大
会
式
典
も
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　
年
次
大
会
期
間
中
、同
会
場
２
Ｆ
大
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
に
て
、国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
48

作
品
・
年
次
大
会
記
念
事
業
・
ア
ラ
ー
ト
委
員

会
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
、前
日
の

L
I
O
N
S
　
D
A
Y
・
S
C
P
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
、沢
山
の
メ
ン

バ
ー
や
一
般
の
皆
様
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
・
中
古
メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
提
供

の
受
付
を
併
設
、ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
は
、同
日
午
後
四
時
半

よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
青
森
へ
移
し
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。世
直
し
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
水

戸
黄
門
一
家（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
・
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）の
サ
プ

ラ
イ
ズ
入
場
。大
会
参
加
委
員
長
Ｌ
天
内
清

一
よ
り
開
会
の
挨
拶
。大
会
式
典
よ
り
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
紹
介
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
平
川

大
会
委
員
長
よ
り
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
吉
澤
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
挨
拶
・
乾
杯
を
頂
き

〈
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
〉

　
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
は
、５
月
11
日
㈯
青
森

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、大
会
登
録

1
4
5
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

参
加
受
付
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
の
協

力
。参
加
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
し
ま
し

た
。Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
・
ス
タ
ー
ト

組
・
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
記
念
撮
影

の
後
、始
球
式
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
ま
し
た
。ま
た
、初
の
試
み
と
し
て
全
参
加

者
の
第
１
打
を
各
３
コ
ー
ス
に
動
画
撮
影
い

た
し
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
の
表
彰
前
に
動
画
上
映
を
す
る
事

に
な
り
、楽
し
く
様
々
な
フ
ォ
ー
ム
を
記
録

出
来
ま
し
た
。

　
同
日
前
夜
祭
が
、ホ
テ
ル
青
森
に
会
場
を

移
し
、午
後
6
時
よ
り
大
会
登
録
約
2
1
7

名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
の
入
場
。前
夜
祭
委
員
長
Ｌ
田
中

啓
作
よ
り
、開
演
の
挨
拶
。Ｌ
平
川
大
会
委
員

長
よ
り
、歓
迎
の
こ
と
ば
。Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

の
歓
迎
・
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問
会

議
長
よ
り
乾
杯
を
頂
き
、開
宴
さ
れ
ま
し
た
。

会
食
歓
談
中
は
、先
日
の
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

の
全
登
録
者
の
第
１
打
の
フ
ォ
ー
ム
の
動
画

と
ゴ
ル
フ
に
纏
わ
る
楽
し
い
歌
の
動
画
が
上

映
さ
れ
て
、笑
い
を
誘
い
楽
し
み
ま
し
た
。続

い
て
、ゴ
ル
フ
委
員
長
Ｌ
田
中
春
輝
よ
り
挨

拶
並
び
に
ゴ
ル
フ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、レ

デ
ィ
ー
ス
賞
第
１
位
は
弘
前
東
奥
Ｌ
Ｃ 

Ｌ

一
戸
成
子
。個
人
優
勝
は
青
森
Ｌ
Ｃ 

Ｌ
出
町

時
彦
。そ
し
て
栄
え
あ
る
優
勝
リ
ジ
ョ
ン
は
、

2
Ｒ
が
発
表
さ
れ
、2
Ｒ
・
Ｒ
Ｃ 

Ｌ
福
士
秀

ま
し
た
。宴
は
、会
食
が
落
ち
着
き
ま
し
た
頃

に「
と
も
リ
ン
ズ
」に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
と
大

矢
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
の

披
露
に
よ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。続
い
て
、

次
年
度
６
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の

Ｐ
Ｒ
。同
会
場
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発

表
を
Ｓ
Ｃ
Ｐ
・
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
よ
り
、沢
山
の
善
意
の
合
計

を
報
告
頂
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
の
発
声
は
Ｌ
藤
田

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
き
、ま

た
会
う
日
ま
で
の
歌
を
常
任
名
誉
顧
問
Ｌ
土

田 

謙
よ
り
頂
き
、閉
会
を
Ｌ
田
頭
次
期
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
挨
拶
を
頂
き
、３
日
間

に
及
ぶ
第
70
回
年
次
大
会
の
全
日
程
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
年
次
大
会
組
織
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
約
４
か
月
半
に
わ
た
る
準
備

と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

文
よ
り
挨
拶
。入
賞
者
皆
様
か
ら
登
壇
は
じ

め
に
能
登
半
島
災
害
支
援
募
金
を
頂
き
、景

品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
、先
日
の
記

念
ゴ
ル
フ
大
会
よ
り
募
金
に
て
始
ま
り
、前

夜
祭
の
募
金
で
終
わ
る
事
、と
て
も
温
か
い

思
い
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、し
ん
ご
と
六

弦
の
仲
間
た
ち（
元
青
森
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）の

軽
快
な
バ
ン
ド
演
奏
を
楽
し
み
。ラ
イ
オ
ン

ズ
・
ロ
ー
ア
を
Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
力
強
く
頂
き
、Ｌ
吉
澤
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、前

夜
祭
副
委
員
長
Ｌ
野
澤
正
樹
よ
り
閉
宴
の
挨

拶
を
頂
き
、盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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第
70
回
年
次
大
会 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
‐
A
地
区 

場
所
：
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

場
所
：
ホ
テ
ル
青
森

場
所
：
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
5
月
18
日
㈯ 

大
会
前
夜
祭

■
5
月
18
日
㈯ 

L
I
O
N
S 

D
A
Y「
平
和
へ
の
祈
り
」

場
所
：
ホ
テ
ル
青
森

■
5
月
19
日
㈰ 

ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会

場
所
：
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

■
5
月
19
日
㈰ 

代
議
員
会
・
大
会
式
典

■
5
月
11
日
㈯ 

年
次
大
会
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

〈
大
会
式
典・ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
〉

　
５
月
19
日
㈰
大
会
式
典
が
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
森
に
於
い
て
、大
会
登
録
約

5
6
8
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
前
・

式
典
中
の
演
奏
を
青
森
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
様
に
力
強
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

頂
き
、式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　 

午
後
１
時
半
、両
司
会
よ
り
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
入
場
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
頂
き
、大
会

長
・
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
よ
り
開
会
宣

言
並
び
に
開
会
ゴ
ン
グ
を
行
い
、開
会
さ
れ

ま
し
た
。国
旗
に
敬
礼
並
び
に
国
歌
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
を
斉
唱
、物
故
会
員
へ
の

追
悼
・
黙
祷
、ご
来
賓
・
地
区
役
員
・
及
び
参
加

ク
ラ
ブ
の
紹
介
。大
会
委
員
長
Ｌ
平
川 

五
十

吉
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
大
会
長
挨
拶
並
び
に
年
次
報
告（
大
会
記
念

誌
Ｐ
28
〜
41
参
照
）を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り

頂
き
、活
動
テ
ー
マ
、今
期
の
重
点
目
標
と
成

果
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、周
年
行
事
・
記
念

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
状
況
を
説
明
・
報
告
致
し
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
祝
辞
を
青
森
県
知
事 

宮
下
宗
一

郎
様（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）、青
森
市
長 

西 

秀

記
様
、（
一
社
）日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
・
地

区
常
任
名
誉
顧
問 

Ｌ
田
名
部
智
之
よ
り
頂

き
ま
し
た
。

　
名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
岡
田 

殉
よ
り
、午
前

中
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
名
選
挙
委
員
会
の
結

果
報
告
を
頂
き
、ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
Ｌ
吉

澤
俊
寿
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄

哉
、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
、国

際
理
事
立
候
補
者
推
薦
と
し
て
Ｌ
田
名
部
智

之
理
事
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
幹
事
Ｌ
庄
司 

肇
よ
り
、代
議
員
会
決

議
報
告
の
決
議
委
員
会
・
第
一
か
ら
第
五
分

科
会
の
全
26
議
案
が
原
案
通
り
承
認
致
し
ま

し
た
事
の
報
告
と
次
期
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ

（
い
つ
く
し
み
の
心
で
）」・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
L
e
t
's 

Ｅｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

Ａｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
記
念
事
業
発
表
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・

災
害
支
援
委
員
長
Ｌ
花
部 

訓
よ
り
頂
き
、地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ａ
ｉ
Ｗ
ａ
ｉ
は
う

す
コ
ス
モ
ス
施
設
改
修
工
事
を
報
告（
大
会

記
念
誌
Ｐ
22
〜
23
参
照
）、重
度
心
身
障
害
者

へ
の
活
動
拠
点
の
改
修
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支

援
交
付
金
・
各
支
援
金
に
て
実
施
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
目
録
贈
呈
、代
表 

谷
川
幸
子
様

よ
り
感
謝
状
贈
呈
・
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
想
い
と
歩
み
に
、涙
を
誘
い
ま
し

た
。

　
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
を

国
際
協
調
・
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
委
員
長
Ｌ

太
田
浩
幸
よ
り
、ガ
バ
ナ
ー
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
優

秀
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
最
優
秀
賞
の
３
名
の
受
賞

者
の
紹
介
と
ご
家
族
が
登
壇
さ
れ
、Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
、花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
総
決
算
と

し
て
、国
際
会
長
ア
ワ
ー
ド
・
ガ
バ
ナ
ー
ア

ワ
ー
ド
発
表
並
び
に
表
彰（
大
会
記
念
誌
Ｐ

９
７
〜
１
０
３
）を
引
き
続
き
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
、受
賞
を
代
表
し
て
青
森
中
央
Ｌ

Ｃ 

Ｌ
来
海
伸
博
へ
表
彰
状
・
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、ま
た
各
賞
受
賞
さ
れ
ま
し
た
各
ク
ラ

ブ
へ
の
記
念
品
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、栄
え
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
大
賞
は
、弘
前
東
奥

Ｌ
Ｃ
が
受
賞
さ
れ
、記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
地
区
三
役
に
記
念
品
贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
よ

り
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
岡
田 

殉
・
前
地
区

幹
事
Ｌ
工
藤
守
久
・
前
地
区
会
計
Ｌ
木
村
文

俊
へ
、感
謝
と
共
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
Ｌ
吉
澤
俊
寿
夫
妻
・
次
期
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄
哉
・
次
期
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
が
入
場
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
３
名
を
ウ
イ
ッ
ト
に
ま
た
力
強

く
紹
介
さ
れ
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

へ
ガ
バ
ナ
ー
ズ
キ
ー
を
引
き
継
ぎ
致
し
ま
し

た
。続
い
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
挨
拶
、

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
会
計
を
紹

介
。次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
太
田

浩
幸
・
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
奈

良
岡
隆
人
よ
り
一
言
頂
き
ま
し
た
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
加
賀
谷
栄
徳
よ
り
、来
年
の

年
次
大
会
開
催
地
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
弘
前

市
・
２
Ｒ
９
ク
ラ
ブ
１
支
部
と
発
表
さ
れ
、次

期
大
会
Ｐ
Ｒ
へ
と
移
り
ま
し
た
。次
に
、花
束

〈
L
I
O
N
S 

D
A
Y・前
夜
祭
〉

　
L
I
O
N
S 

D
A
Y
は
、二
部
構
成
に
な

り
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支
援「
平
和
へ

の
祈
り
」と
題
し
て
、メ
ン
バ
ー
・
一
般
含
め

約
６
０
０
名
の
来
場
を
頂
き
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
歌
姫
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
様
に
、水
晶

の
歌
声
と
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
可
憐
な
響
き
あ

る
演
奏
を
頂
き
ま
し
た
。

　
開
演
後
、２
曲
を
終
え
て
の
Ｍ
Ｃ
の
際
に
、

ご
自
分
が
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ（
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
）原
発
事
故
の
近
く
に
生
ま
れ
離
れ
る

事
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、事
故
後
30
年
以
上

経
過
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
事
。現
在
も

ロ
シ
ア
と
の
紛
争
が
終
わ
れ
て
い
な
い
事
を

お
話
し
さ
れ
た
際
に
、強
く
故
郷
の
姿
を
思

い
出
さ
れ
、言
葉
を
失
い
、涙
ぐ
ま
れ
ま
し

た
。続
い
て
、２
曲
を
終
え
て
の
２
度
目
の
Ｍ

Ｃ
で
は
来
日
24
年
に
な
り
、今
日
本
は
も
う

一
つ
の
故
郷
と
日
本
の
歌
が
好
き
な
事
。中

で
も
、こ
れ
か
ら
の
２
曲
の「
防
人
の
歌
」は

大
切
な
歌
。「
秋
桜
」は
母
を
思
い
出
す
大
切

な
歌
。こ
れ
か
ら
も
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

文
化
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
事
。〝
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

長
期
支
援
と
し
て
全
国
47
都
道
府
県
で
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
。ナ
ッ

チ
ャ
ン
ボ
ル
シ
チ
の
レ
ト
ル
ト
食
品
を
食
べ

て
応
援
。民
族
衣
装「
ヴ
ィ
シ
ヴ
ァ
ン
カ
」の

買
い
取
り
と
持
ち
主
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
カ
ー

ド
を
添
え
て
の
支
援
グ
ッ
ズ
と
し
て
販
売
等

〝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
栄
光
あ
れ
〞と
応
援

購
入
の
お
願
い
を
さ
れ
、本
日
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
後
の
サ
イ
ン
会
有
り
の
販
売
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。続
い
て
、先
程
の「
防
人
の
歌
」

「
秋
桜
」の
２
曲
中
に
観
客
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
、紛
争
状
況
の
悲
劇
や
郷
愁
と
自
国
の
母

を
想
う
気
持
ち
を
胸
に
表
現
さ
れ
た
歌
に
す

す
り
泣
き
が
会
場
を
包
み
、感
動
と
共
感
を

感
じ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
・
環
境
保
全
委

員
長
よ
り
、花
束
と
一
昨
年
の
津
軽
地
区
豪

雨
災
害
の
影
響
を
受
け
た
リ
ン
ゴ
の
樹
木
を

使
用
・
加
工
し
た
リ
ン
ゴ
の
モ
ッ
ク
を
、感
謝

を
込
め
て
贈
呈
致
し
ま
し
た
。ま
た
、沢
山
の

方
々
に
ナ
ッ
チ
ャ
ン
ボ
ル
シ
チ
・
Ｃ
Ｄ
集
・
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
ヴ
ィ
シ
ヴ
ァ
ン
カ
を
購
入
頂
き
、積

極
的
な
サ
イ
ン
会
を
実
施
頂
き
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
募
金
含
め
、と
て
も
盛
況
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
球
へ
の
貢
献
」を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
L

田
名
部
理
事
長
と
パ
ネ
ラ
ー
地
区
９
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
会
長
と
環
境
保
全
・
災

害
援
助
・
青
少
年
支
援
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

行
い
ま
し
た
。真
剣
な
面
持
ち
と
考
え
を

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、視
聴
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
質
問
・
提
案
も
含
め
、こ
れ
か
ら

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
間
の
運
営
に
と

て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。皆
様
、

お
疲
れ
様
で
す
。

贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
来
期
へ
の
期

待
を
込
め
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
・
Ｌ
藤
田
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

Ｌ
田
頭
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。皆
様
来
期
よ
り
、宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。続
い
て
、Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問

会
議
長
よ
り
今
期
活
躍
さ
れ
ま
し
た
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
期
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
三
唱
を
Ｌ
岡
田
名

誉
顧
問
会
議
長
よ
り
頂
き
、閉
会
宣
言
並
び

に
閉
会
ゴ
ン
グ
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
、予
定
よ
り
15
分
程
延
長
の
上
盛
り
上
が

り
ま
し
た
大
会
式
典
も
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　
年
次
大
会
期
間
中
、同
会
場
２
Ｆ
大
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
に
て
、国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
48

作
品
・
年
次
大
会
記
念
事
業
・
ア
ラ
ー
ト
委
員

会
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
、前
日
の

L
I
O
N
S
　
D
A
Y
・
S
C
P
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
、沢
山
の
メ
ン

バ
ー
や
一
般
の
皆
様
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
・
中
古
メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
提
供

の
受
付
を
併
設
、ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
は
、同
日
午
後
四
時
半

よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
青
森
へ
移
し
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。世
直
し
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
水

戸
黄
門
一
家（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
・
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）の
サ
プ

ラ
イ
ズ
入
場
。大
会
参
加
委
員
長
Ｌ
天
内
清

一
よ
り
開
会
の
挨
拶
。大
会
式
典
よ
り
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
紹
介
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
平
川

大
会
委
員
長
よ
り
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
吉
澤
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
挨
拶
・
乾
杯
を
頂
き

〈
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
〉

　
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
は
、５
月
11
日
㈯
青
森

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、大
会
登
録

1
4
5
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

参
加
受
付
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
の
協

力
。参
加
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
し
ま
し

た
。Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
・
ス
タ
ー
ト

組
・
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
記
念
撮
影

の
後
、始
球
式
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
ま
し
た
。ま
た
、初
の
試
み
と
し
て
全
参
加

者
の
第
１
打
を
各
３
コ
ー
ス
に
動
画
撮
影
い

た
し
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
の
表
彰
前
に
動
画
上
映
を
す
る
事

に
な
り
、楽
し
く
様
々
な
フ
ォ
ー
ム
を
記
録

出
来
ま
し
た
。

　
同
日
前
夜
祭
が
、ホ
テ
ル
青
森
に
会
場
を

移
し
、午
後
6
時
よ
り
大
会
登
録
約
2
1
7

名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
の
入
場
。前
夜
祭
委
員
長
Ｌ
田
中

啓
作
よ
り
、開
演
の
挨
拶
。Ｌ
平
川
大
会
委
員

長
よ
り
、歓
迎
の
こ
と
ば
。Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

の
歓
迎
・
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問
会

議
長
よ
り
乾
杯
を
頂
き
、開
宴
さ
れ
ま
し
た
。

会
食
歓
談
中
は
、先
日
の
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

の
全
登
録
者
の
第
１
打
の
フ
ォ
ー
ム
の
動
画

と
ゴ
ル
フ
に
纏
わ
る
楽
し
い
歌
の
動
画
が
上

映
さ
れ
て
、笑
い
を
誘
い
楽
し
み
ま
し
た
。続

い
て
、ゴ
ル
フ
委
員
長
Ｌ
田
中
春
輝
よ
り
挨

拶
並
び
に
ゴ
ル
フ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、レ

デ
ィ
ー
ス
賞
第
１
位
は
弘
前
東
奥
Ｌ
Ｃ 

Ｌ

一
戸
成
子
。個
人
優
勝
は
青
森
Ｌ
Ｃ 

Ｌ
出
町

時
彦
。そ
し
て
栄
え
あ
る
優
勝
リ
ジ
ョ
ン
は
、

2
Ｒ
が
発
表
さ
れ
、2
Ｒ
・
Ｒ
Ｃ 

Ｌ
福
士
秀

ま
し
た
。宴
は
、会
食
が
落
ち
着
き
ま
し
た
頃

に「
と
も
リ
ン
ズ
」に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
と
大

矢
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
の

披
露
に
よ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。続
い
て
、

次
年
度
６
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の

Ｐ
Ｒ
。同
会
場
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発

表
を
Ｓ
Ｃ
Ｐ
・
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
よ
り
、沢
山
の
善
意
の
合
計

を
報
告
頂
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
の
発
声
は
Ｌ
藤
田

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
き
、ま

た
会
う
日
ま
で
の
歌
を
常
任
名
誉
顧
問
Ｌ
土

田 

謙
よ
り
頂
き
、閉
会
を
Ｌ
田
頭
次
期
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
挨
拶
を
頂
き
、３
日
間

に
及
ぶ
第
70
回
年
次
大
会
の
全
日
程
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
年
次
大
会
組
織
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
約
４
か
月
半
に
わ
た
る
準
備

と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

文
よ
り
挨
拶
。入
賞
者
皆
様
か
ら
登
壇
は
じ

め
に
能
登
半
島
災
害
支
援
募
金
を
頂
き
、景

品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
、先
日
の
記

念
ゴ
ル
フ
大
会
よ
り
募
金
に
て
始
ま
り
、前

夜
祭
の
募
金
で
終
わ
る
事
、と
て
も
温
か
い

思
い
を
感
じ
と
り
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、し
ん
ご
と
六

弦
の
仲
間
た
ち（
元
青
森
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）の

軽
快
な
バ
ン
ド
演
奏
を
楽
し
み
。ラ
イ
オ
ン

ズ
・
ロ
ー
ア
を
Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
力
強
く
頂
き
、Ｌ
吉
澤
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
、前

夜
祭
副
委
員
長
Ｌ
野
澤
正
樹
よ
り
閉
宴
の
挨

拶
を
頂
き
、盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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建設リサイクル対応企業・特定建設業

環境にやさしい工事と廃棄物の再生資源化を目指します

株式会社庄司興業所
キャビネット幹事 （青森まほろばLC）L庄　司　　　肇

〒039-1107 八戸市櫛引字井ヶ月1-44
TEL 0178-27-1328 ・ FAX 0178-27-3576

【URL】 https://www.syouji.jp

クラブ名 食　品 備考 クラブ名 食　品 備考

〈
大
会
式
典・ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
〉

　
５
月
19
日
㈰
大
会
式
典
が
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
森
に
於
い
て
、大
会
登
録
約

5
6
8
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
前
・

式
典
中
の
演
奏
を
青
森
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
様
に
力
強
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

頂
き
、式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　 

午
後
１
時
半
、両
司
会
よ
り
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
入
場
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
頂
き
、大
会

長
・
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
よ
り
開
会
宣

言
並
び
に
開
会
ゴ
ン
グ
を
行
い
、開
会
さ
れ

ま
し
た
。国
旗
に
敬
礼
並
び
に
国
歌
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
を
斉
唱
、物
故
会
員
へ
の

追
悼
・
黙
祷
、ご
来
賓
・
地
区
役
員
・
及
び
参
加

ク
ラ
ブ
の
紹
介
。大
会
委
員
長
Ｌ
平
川 

五
十

吉
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
大
会
長
挨
拶
並
び
に
年
次
報
告（
大
会
記
念

誌
Ｐ
28
〜
41
参
照
）を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り

頂
き
、活
動
テ
ー
マ
、今
期
の
重
点
目
標
と
成

果
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、周
年
行
事
・
記
念

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
状
況
を
説
明
・
報
告
致
し
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
祝
辞
を
青
森
県
知
事 

宮
下
宗
一

郎
様（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）、青
森
市
長 

西 

秀

記
様
、（
一
社
）日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
・
地

区
常
任
名
誉
顧
問 

Ｌ
田
名
部
智
之
よ
り
頂

き
ま
し
た
。

　
名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
岡
田 

殉
よ
り
、午
前

中
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
名
選
挙
委
員
会
の
結

果
報
告
を
頂
き
、ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
Ｌ
吉

澤
俊
寿
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄

哉
、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
、国

際
理
事
立
候
補
者
推
薦
と
し
て
Ｌ
田
名
部
智

之
理
事
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
幹
事
Ｌ
庄
司 

肇
よ
り
、代
議
員
会
決

議
報
告
の
決
議
委
員
会
・
第
一
か
ら
第
五
分

科
会
の
全
26
議
案
が
原
案
通
り
承
認
致
し
ま

し
た
事
の
報
告
と
次
期
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ

（
い
つ
く
し
み
の
心
で
）」・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
L
e
t
's 

Ｅｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

Ａｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
記
念
事
業
発
表
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・

災
害
支
援
委
員
長
Ｌ
花
部 

訓
よ
り
頂
き
、地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ａ
ｉ
Ｗ
ａ
ｉ
は
う

す
コ
ス
モ
ス
施
設
改
修
工
事
を
報
告（
大
会

記
念
誌
Ｐ
22
〜
23
参
照
）、重
度
心
身
障
害
者

へ
の
活
動
拠
点
の
改
修
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支

援
交
付
金
・
各
支
援
金
に
て
実
施
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
目
録
贈
呈
、代
表 

谷
川
幸
子
様

よ
り
感
謝
状
贈
呈
・
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
想
い
と
歩
み
に
、涙
を
誘
い
ま
し

た
。

　
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
を

国
際
協
調
・
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
委
員
長
Ｌ

太
田
浩
幸
よ
り
、ガ
バ
ナ
ー
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
優

秀
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
最
優
秀
賞
の
３
名
の
受
賞

者
の
紹
介
と
ご
家
族
が
登
壇
さ
れ
、Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
、花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
総
決
算
と

し
て
、国
際
会
長
ア
ワ
ー
ド
・
ガ
バ
ナ
ー
ア

ワ
ー
ド
発
表
並
び
に
表
彰（
大
会
記
念
誌
Ｐ

９
７
〜
１
０
３
）を
引
き
続
き
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
、受
賞
を
代
表
し
て
青
森
中
央
Ｌ

Ｃ 

Ｌ
来
海
伸
博
へ
表
彰
状
・
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、ま
た
各
賞
受
賞
さ
れ
ま
し
た
各
ク
ラ

ブ
へ
の
記
念
品
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、栄
え
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
大
賞
は
、弘
前
東
奥

Ｌ
Ｃ
が
受
賞
さ
れ
、記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
地
区
三
役
に
記
念
品
贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
よ

り
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
岡
田 

殉
・
前
地
区

幹
事
Ｌ
工
藤
守
久
・
前
地
区
会
計
Ｌ
木
村
文

俊
へ
、感
謝
と
共
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
Ｌ
吉
澤
俊
寿
夫
妻
・
次
期
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄
哉
・
次
期
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
が
入
場
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
３
名
を
ウ
イ
ッ
ト
に
ま
た
力
強

く
紹
介
さ
れ
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

へ
ガ
バ
ナ
ー
ズ
キ
ー
を
引
き
継
ぎ
致
し
ま
し

た
。続
い
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
挨
拶
、

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
会
計
を
紹

介
。次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
太
田

浩
幸
・
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
奈

良
岡
隆
人
よ
り
一
言
頂
き
ま
し
た
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
加
賀
谷
栄
徳
よ
り
、来
年
の

年
次
大
会
開
催
地
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
弘
前

市
・
２
Ｒ
９
ク
ラ
ブ
１
支
部
と
発
表
さ
れ
、次

期
大
会
Ｐ
Ｒ
へ
と
移
り
ま
し
た
。次
に
、花
束

贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
来
期
へ
の
期

待
を
込
め
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
・
Ｌ
藤
田
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

Ｌ
田
頭
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。皆
様
来
期
よ
り
、宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。続
い
て
、Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問

会
議
長
よ
り
今
期
活
躍
さ
れ
ま
し
た
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
期
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
三
唱
を
Ｌ
岡
田
名

誉
顧
問
会
議
長
よ
り
頂
き
、閉
会
宣
言
並
び

に
閉
会
ゴ
ン
グ
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
、予
定
よ
り
15
分
程
延
長
の
上
盛
り
上
が

り
ま
し
た
大
会
式
典
も
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　
年
次
大
会
期
間
中
、同
会
場
２
Ｆ
大
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
に
て
、国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
48

作
品
・
年
次
大
会
記
念
事
業
・
ア
ラ
ー
ト
委
員

会
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
、前
日
の

L
I
O
N
S
　
D
A
Y
・
S
C
P
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
、沢
山
の
メ
ン

バ
ー
や
一
般
の
皆
様
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
・
中
古
メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
提
供

の
受
付
を
併
設
、ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
は
、同
日
午
後
四
時
半

よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
青
森
へ
移
し
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。世
直
し
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
水

戸
黄
門
一
家（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
・
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）の
サ
プ

ラ
イ
ズ
入
場
。大
会
参
加
委
員
長
Ｌ
天
内
清

一
よ
り
開
会
の
挨
拶
。大
会
式
典
よ
り
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
紹
介
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
平
川

大
会
委
員
長
よ
り
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
吉
澤
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
挨
拶
・
乾
杯
を
頂
き

332-A地区 第70回年次大会　フードドライブ一覧

332-A地区 第70回年次大会　中古メガネ回収一覧
クラブ名

青森ZERO LC
青森LC
青森うとうLC
弘前中央LC
十和田おいらせLC
八戸きれい海LC

青森LC 甘口ポークカレー 60個・中辛ポークカレー 60個

青森はまなすLC カップ麺2箱・米20㎏

青森かもめLC

青森まほろばLC

米（はれわたり）5㎏×3袋・水500㎖5本・カップ麺
（出前一丁どんぶりほか6個）・インスタントカリー
（銀座カリー 3個）・缶詰さばみそ他3個
インスタント味噌汁12食入り2個
インスタントご飯5パック2個
米4袋・そうめん（300g）5袋・レトルトカレー
（250g×5）2セット・味噌汁（36袋入り）2個
カップ麺（24個入り）3箱・米（10㎏）1袋
アルファ米（12食入）2個・カップ麺（12個入）2箱
いわし味噌煮30個・パスタソース37個
パスタ700g15個・カップうどん（12食入）1個

青森中央LC プロテイン2袋・エースコック担々麺1箱

青森八甲LC 即席めん14箱（168個）・カップ麺（12個入）14箱
レトルトカレー（30食入）3箱・ビーフシチュー（60食入）1箱

青森みちのくLC 米20㎏

弘前チェリー LC カップ麺2箱

弘前中央LC 米（はれわたり）2㎏×3袋

弘前津軽LC シーチキンフレーク缶詰24個・健康さば味付缶詰24個

五所川原中央LC カップ麺1箱

鰺ヶ沢LC 白神山地の水（2L×6本）10箱

三沢LC カップ麺2箱

八戸城北LC カップ麺3箱

三戸LC 即席めん（袋）2箱

八戸白鷗LC カップ麺（12個入）2箱

※段ボール
　4箱分

※5/8
　事務局着

十和田LC 青森県産まっしぐら（5kg×4袋）2箱
干し冷麦（2㎏×10袋）2箱

平賀LC 白米10㎏×2袋

十和田稲生LC 米はれわたり（10kg×2袋）2箱

十和田おいらせLC カップ麺（12個入）6箱

弘前西LC 即席めん（12食入）1箱

五所川原津軽LC カップ焼きそば（12食入）×3箱
カップ麺（12食入）×3箱

岩木LC

八戸中央LC

カップ麺（12食入）×7箱・袋ラーメン30袋
ジュース・（20本）×1箱・その他レトルト

カップ麺20個・仙台麩5袋・のり（10枚入）×10袋

八戸まべちLC 米（5kg）×2袋

ひらないDream LC 米（5kg）×1袋・水（2L）2本

八戸LC カップ麺（12個入）×9箱・サバ缶1箱
レトルトカレー (10袋)　3個

弘前LC カップ麺（12食入）×3箱

弘前東奥LC カップ麺（12食入）×3箱・ジュース（30本入）1箱

青森みらいLC カップ麺（12食入）×2箱

黒石烏城LC リンゴジュース（12本入）×3箱

黒石LC リンゴジュース（1L×6本入）×5箱・米10kg

4
1
27
3
23
38

つがるLC
弘前東奥LC
八戸LC
十和田稲生LC
弘前つがるLC
弘前チェリー LC

57
7
10
10
10
23

五所川原LC
三沢木崎野LC
野辺地LC
黒石LC
十和田LC

10
10
21
10
16

数　量 クラブ名 数　量 クラブ名 数　量

ま
し
た
。宴
は
、会
食
が
落
ち
着
き
ま
し
た
頃

に「
と
も
リ
ン
ズ
」に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
と
大

矢
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
の

披
露
に
よ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。続
い
て
、

次
年
度
６
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の

Ｐ
Ｒ
。同
会
場
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発

表
を
Ｓ
Ｃ
Ｐ
・
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
よ
り
、沢
山
の
善
意
の
合
計

を
報
告
頂
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
の
発
声
は
Ｌ
藤
田

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
き
、ま

た
会
う
日
ま
で
の
歌
を
常
任
名
誉
顧
問
Ｌ
土

田 

謙
よ
り
頂
き
、閉
会
を
Ｌ
田
頭
次
期
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
挨
拶
を
頂
き
、３
日
間

に
及
ぶ
第
70
回
年
次
大
会
の
全
日
程
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
年
次
大
会
組
織
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
約
４
か
月
半
に
わ
た
る
準
備

と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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代表取締役

建設リサイクル対応企業・特定建設業

環境にやさしい工事と廃棄物の再生資源化を目指します

株式会社庄司興業所
キャビネット幹事 （青森まほろばLC）L庄　司　　　肇

〒039-1107 八戸市櫛引字井ヶ月1-44
TEL 0178-27-1328 ・ FAX 0178-27-3576

【URL】 https://www.syouji.jp

クラブ名 食　品 備考 クラブ名 食　品 備考

〈
大
会
式
典・ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
〉

　
５
月
19
日
㈰
大
会
式
典
が
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
青
森
に
於
い
て
、大
会
登
録
約

5
6
8
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
前
・

式
典
中
の
演
奏
を
青
森
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
様
に
力
強
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

頂
き
、式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　 

午
後
１
時
半
、両
司
会
よ
り
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
入
場
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
頂
き
、大
会

長
・
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
大
矢 

進
よ
り
開
会
宣

言
並
び
に
開
会
ゴ
ン
グ
を
行
い
、開
会
さ
れ

ま
し
た
。国
旗
に
敬
礼
並
び
に
国
歌
・
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歌
を
斉
唱
、物
故
会
員
へ
の

追
悼
・
黙
祷
、ご
来
賓
・
地
区
役
員
・
及
び
参
加

ク
ラ
ブ
の
紹
介
。大
会
委
員
長
Ｌ
平
川 

五
十

吉
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
大
会
長
挨
拶
並
び
に
年
次
報
告（
大
会
記
念

誌
Ｐ
28
〜
41
参
照
）を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り

頂
き
、活
動
テ
ー
マ
、今
期
の
重
点
目
標
と
成

果
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、周
年
行
事
・
記
念

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活

動
状
況
を
説
明
・
報
告
致
し
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
祝
辞
を
青
森
県
知
事 

宮
下
宗
一

郎
様（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）、青
森
市
長 

西 

秀

記
様
、（
一
社
）日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
理
事
長
・
地

区
常
任
名
誉
顧
問 

Ｌ
田
名
部
智
之
よ
り
頂

き
ま
し
た
。

　
名
誉
顧
問
会
議
長
Ｌ
岡
田 

殉
よ
り
、午
前

中
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
名
選
挙
委
員
会
の
結

果
報
告
を
頂
き
、ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
Ｌ
吉

澤
俊
寿
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄

哉
、第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
、国

際
理
事
立
候
補
者
推
薦
と
し
て
Ｌ
田
名
部
智

之
理
事
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
幹
事
Ｌ
庄
司 

肇
よ
り
、代
議
員
会
決

議
報
告
の
決
議
委
員
会
・
第
一
か
ら
第
五
分

科
会
の
全
26
議
案
が
原
案
通
り
承
認
致
し
ま

し
た
事
の
報
告
と
次
期
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ

（
い
つ
く
し
み
の
心
で
）」・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
L
e
t
's 

Ｅｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

Ａｃ
ｔ
ｉｖ
ｉ
ｔｙ
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
記
念
事
業
発
表
を
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・

災
害
支
援
委
員
長
Ｌ
花
部 

訓
よ
り
頂
き
、地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ａ
ｉ
Ｗ
ａ
ｉ
は
う

す
コ
ス
モ
ス
施
設
改
修
工
事
を
報
告（
大
会

記
念
誌
Ｐ
22
〜
23
参
照
）、重
度
心
身
障
害
者

へ
の
活
動
拠
点
の
改
修
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
人
道
支

援
交
付
金
・
各
支
援
金
に
て
実
施
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
目
録
贈
呈
、代
表 

谷
川
幸
子
様

よ
り
感
謝
状
贈
呈
・
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
想
い
と
歩
み
に
、涙
を
誘
い
ま
し

た
。

　
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
を

国
際
協
調
・
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
委
員
長
Ｌ

太
田
浩
幸
よ
り
、ガ
バ
ナ
ー
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
優

秀
賞
・
ガ
バ
ナ
ー
最
優
秀
賞
の
３
名
の
受
賞

者
の
紹
介
と
ご
家
族
が
登
壇
さ
れ
、Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
、花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
総
決
算
と

し
て
、国
際
会
長
ア
ワ
ー
ド
・
ガ
バ
ナ
ー
ア

ワ
ー
ド
発
表
並
び
に
表
彰（
大
会
記
念
誌
Ｐ

９
７
〜
１
０
３
）を
引
き
続
き
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
、受
賞
を
代
表
し
て
青
森
中
央
Ｌ

Ｃ 

Ｌ
来
海
伸
博
へ
表
彰
状
・
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、ま
た
各
賞
受
賞
さ
れ
ま
し
た
各
ク
ラ

ブ
へ
の
記
念
品
も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、栄
え
あ
る
ガ
バ
ナ
ー
大
賞
は
、弘
前
東
奥

Ｌ
Ｃ
が
受
賞
さ
れ
、記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
地
区
三
役
に
記
念
品
贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
よ

り
、前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
岡
田 

殉
・
前
地
区

幹
事
Ｌ
工
藤
守
久
・
前
地
区
会
計
Ｌ
木
村
文

俊
へ
、感
謝
と
共
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
Ｌ
吉
澤
俊
寿
夫
妻
・
次
期
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
藤
田
鉄
哉
・
次
期
第
二
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
田
頭
初
美
が
入
場
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
３
名
を
ウ
イ
ッ
ト
に
ま
た
力
強

く
紹
介
さ
れ
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

へ
ガ
バ
ナ
ー
ズ
キ
ー
を
引
き
継
ぎ
致
し
ま
し

た
。続
い
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
挨
拶
、

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
会
計
を
紹

介
。次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
太
田

浩
幸
・
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
奈

良
岡
隆
人
よ
り
一
言
頂
き
ま
し
た
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
加
賀
谷
栄
徳
よ
り
、来
年
の

年
次
大
会
開
催
地
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
が
弘
前

市
・
２
Ｒ
９
ク
ラ
ブ
１
支
部
と
発
表
さ
れ
、次

期
大
会
Ｐ
Ｒ
へ
と
移
り
ま
し
た
。次
に
、花
束

贈
呈
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
来
期
へ
の
期

待
を
込
め
て
、Ｌ
吉
澤
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

夫
妻
・
Ｌ
藤
田
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

Ｌ
田
頭
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。皆
様
来
期
よ
り
、宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。続
い
て
、Ｌ
岡
田
名
誉
顧
問

会
議
長
よ
り
今
期
活
躍
さ
れ
ま
し
た
Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。今
期
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
三
唱
を
Ｌ
岡
田
名

誉
顧
問
会
議
長
よ
り
頂
き
、閉
会
宣
言
並
び

に
閉
会
ゴ
ン
グ
を
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂

き
、予
定
よ
り
15
分
程
延
長
の
上
盛
り
上
が

り
ま
し
た
大
会
式
典
も
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　
年
次
大
会
期
間
中
、同
会
場
２
Ｆ
大
ホ
ー

ル
ロ
ビ
ー
に
て
、国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
48

作
品
・
年
次
大
会
記
念
事
業
・
ア
ラ
ー
ト
委
員

会
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
、前
日
の

L
I
O
N
S
　
D
A
Y
・
S
C
P
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
、沢
山
の
メ
ン

バ
ー
や
一
般
の
皆
様
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、沢
山
の
メ
ン
バ
ー
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
・
中
古
メ
ガ
ネ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
提
供

の
受
付
を
併
設
、ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
は
、同
日
午
後
四
時
半

よ
り
会
場
を
ホ
テ
ル
青
森
へ
移
し
、開
催
さ

れ
ま
し
た
。世
直
し
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
水

戸
黄
門
一
家（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
現
三
役
・
ガ
バ

ナ
ー
エ
レ
ク
ト
・
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）の
サ
プ

ラ
イ
ズ
入
場
。大
会
参
加
委
員
長
Ｌ
天
内
清

一
よ
り
開
会
の
挨
拶
。大
会
式
典
よ
り
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
紹
介
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
平
川

大
会
委
員
長
よ
り
感
謝
の
挨
拶
。Ｌ
吉
澤
ガ

バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
挨
拶
・
乾
杯
を
頂
き

332-A地区 第70回年次大会　フードドライブ一覧

332-A地区 第70回年次大会　中古メガネ回収一覧
クラブ名

青森ZERO LC
青森LC
青森うとうLC
弘前中央LC
十和田おいらせLC
八戸きれい海LC

青森LC 甘口ポークカレー 60個・中辛ポークカレー 60個

青森はまなすLC カップ麺2箱・米20㎏

青森かもめLC

青森まほろばLC

米（はれわたり）5㎏×3袋・水500㎖5本・カップ麺
（出前一丁どんぶりほか6個）・インスタントカリー
（銀座カリー 3個）・缶詰さばみそ他3個
インスタント味噌汁12食入り2個
インスタントご飯5パック2個
米4袋・そうめん（300g）5袋・レトルトカレー
（250g×5）2セット・味噌汁（36袋入り）2個
カップ麺（24個入り）3箱・米（10㎏）1袋
アルファ米（12食入）2個・カップ麺（12個入）2箱
いわし味噌煮30個・パスタソース37個
パスタ700g15個・カップうどん（12食入）1個

青森中央LC プロテイン2袋・エースコック担々麺1箱

青森八甲LC 即席めん14箱（168個）・カップ麺（12個入）14箱
レトルトカレー（30食入）3箱・ビーフシチュー（60食入）1箱

青森みちのくLC 米20㎏

弘前チェリー LC カップ麺2箱

弘前中央LC 米（はれわたり）2㎏×3袋

弘前津軽LC シーチキンフレーク缶詰24個・健康さば味付缶詰24個

五所川原中央LC カップ麺1箱

鰺ヶ沢LC 白神山地の水（2L×6本）10箱

三沢LC カップ麺2箱

八戸城北LC カップ麺3箱

三戸LC 即席めん（袋）2箱

八戸白鷗LC カップ麺（12個入）2箱

※段ボール
　4箱分

※5/8
　事務局着

十和田LC 青森県産まっしぐら（5kg×4袋）2箱
干し冷麦（2㎏×10袋）2箱

平賀LC 白米10㎏×2袋

十和田稲生LC 米はれわたり（10kg×2袋）2箱

十和田おいらせLC カップ麺（12個入）6箱

弘前西LC 即席めん（12食入）1箱

五所川原津軽LC カップ焼きそば（12食入）×3箱
カップ麺（12食入）×3箱

岩木LC

八戸中央LC

カップ麺（12食入）×7箱・袋ラーメン30袋
ジュース・（20本）×1箱・その他レトルト

カップ麺20個・仙台麩5袋・のり（10枚入）×10袋

八戸まべちLC 米（5kg）×2袋

ひらないDream LC 米（5kg）×1袋・水（2L）2本

八戸LC カップ麺（12個入）×9箱・サバ缶1箱
レトルトカレー (10袋)　3個

弘前LC カップ麺（12食入）×3箱

弘前東奥LC カップ麺（12食入）×3箱・ジュース（30本入）1箱

青森みらいLC カップ麺（12食入）×2箱

黒石烏城LC リンゴジュース（12本入）×3箱

黒石LC リンゴジュース（1L×6本入）×5箱・米10kg

4
1
27
3
23
38

つがるLC
弘前東奥LC
八戸LC
十和田稲生LC
弘前つがるLC
弘前チェリー LC

57
7
10
10
10
23

五所川原LC
三沢木崎野LC
野辺地LC
黒石LC
十和田LC

10
10
21
10
16

数　量 クラブ名 数　量 クラブ名 数　量

ま
し
た
。宴
は
、会
食
が
落
ち
着
き
ま
し
た
頃

に「
と
も
リ
ン
ズ
」に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
と
大

矢
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歌
の

披
露
に
よ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。続
い
て
、

次
年
度
６
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
の

Ｐ
Ｒ
。同
会
場
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
発

表
を
Ｓ
Ｃ
Ｐ
・
Ｆ
Ｗ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Ｌ
鳴
海
ひ
と
み
よ
り
、沢
山
の
善
意
の
合
計

を
報
告
頂
き
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
の
発
声
は
Ｌ
藤
田

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
き
、ま

た
会
う
日
ま
で
の
歌
を
常
任
名
誉
顧
問
Ｌ
土

田 

謙
よ
り
頂
き
、閉
会
を
Ｌ
田
頭
次
期
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
挨
拶
を
頂
き
、３
日
間

に
及
ぶ
第
70
回
年
次
大
会
の
全
日
程
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。多
く
の
年
次
大
会
組
織
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
約
４
か
月
半
に
わ
た
る
準
備

と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。皆
様
、大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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台
湾
市
３
０
０-

Ａ
２
區
友
好
交
流
訪
問

３
月
４
日
〜
３
月
８
日
　

　
昨
年
４
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
の
台
北
市

３
０
０

‒
Ａ
２
區
歓
迎
会
並
び
に
式
典
・
歓

迎
晩
餐
会
を
五
所
川
原
市
に
て
お
受
け
し
、

こ
の
度
３
月
４
日
㈪
〜
３
月
８
日
㈮
に
Ｌ
大

矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
全
37
名
に
て
、

台
北
市
３
０
０
Ａ

‒

２
區
の
歓
迎
会
〜
交
流

ツ
ア
ー
〜
式
典
・
晩
餐
会
へ
友
好
交
流
訪
問

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、３
月
５
日
㈫
昼
頃
に
台
北
松

山
空
港
に
到
着
し
、３
０
０

‒

Ａ
２
區
の
皆

様
に
同
空
港
に
て
お
出
迎
え
の
歓
迎
を
頂

き
ま
し
た
。昼
食
会
場
へ
バ
ス
移
動
の
際
、

台
北
市
滞
在
期
間
中
お
世
話
に
な
り
ま
す

添
乗
員
の
馬
瑩
潔
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
・
旅

程
に
つ
き
ま
し
て
、説
明
頂
き
ま
し
た
。昼

食
後
、「
故
宮
博
物
館
」を
見
学
し
、台
湾
王

家
の
歴
史
を
学
び
。３
日
間
の
宿
泊
先
・

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
／
式
典
・
晩
餐
会

会
場
と
な
り
ま
す
台
北
福
華
大
酒
店
へ
到

着
致
し
ま
し
た
。

　
台
北
１
日
目
、ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
を

３
０
０

‒

Ａ
２
區
の
Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫

妻
を
は
じ
め
歴
代
の
ガ
バ
ナ
ー
や
現
役
員
の

皆
様
方
に
開
催
頂
き
ま
し
た
。両
幹
事
よ
り
、

出
席
者
紹
介
。Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ

り
歓
迎
の
挨
拶
を
頂
き
、そ
の
後
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
感
謝
と
こ
の
度
の
友
好
交

流
訪
問
に
つ
き
ま
し
て
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、Ｌ
林
子
奕
前
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
・
Ｌ
岡

田
前
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、友
好
と
感
謝
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
活
動
寄
付
金
目
録
の
贈
呈
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、Ｌ
庄
司
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、Ｌ
加
賀

谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
へ
贈
り
物
の
贈
呈
を

頂
き
ま
し
た
。余
興
は
カ
ラ
オ
ケ
を
行
い
、楽

し
い
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
は
終
了
致
し

ま
し
た
。

　
台
北
２
日
目
、日
中
は
Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
は
じ
め
３
０
０

‒

Ａ
２
區
の
皆
様

に
台
北
市
内
ツ
ア
ー
を
案
内
頂
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、台
北
最
強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

に
て
ご
利
益
で
有
名
な「
龍
山
寺
」を
見
学
・

参
拝
致
し
ま
し
た
。漢
民
族
の
移
民
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
中
国
宮
殿
式
廟
宇
建
築
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
続
い
て
、淡
水
地
区
の「
漁
人
碼
頭
」に
案
内
頂
き
、ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

楽
し
み
な
が
ら
台
湾
家
庭
料
理
や
地
元
の
お
酒
の
お
も
て
な
し
を
頂
き

堪
能
致
し
ま
し
た
。食
事
も
落
ち
着
き
ま
し
た
所
、カ
ラ
オ
ケ
に
て
盛
り

上
が
り
、式
典
・
晩
餐
会
会
場
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　
式
典
・
晩
餐
会
が
始
ま
り
、両
幹
事
よ
り
改
め
て
出
席
者
紹
介
の
後
、

Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
挨
拶
頂
き
、Ｌ
Ｃ
Ｔ
Ｆ（
台
湾
版
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

の
準
備
中
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
更
な
る
力
強
い
事
業
・
支
援
を

計
画
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。次
に
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
挨

拶
頂
き
、連
日
の
お
も
て
な
し
と
友
好
の
感
謝
と
来
年
10
月
の
弘
前
地
区

交
流
訪
問
の
歓
迎
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。続
い
て
、Ｌ
田
名
部
理
事
長
の

紹
介
・
国
際
理
事
へ
の
声
援
を
頂
き
、今
後
の
改
革
・
取
組
・
友
好
に
つ
き

ま
し
て
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ

め
Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

か
ら
贈
り
物
の
贈
呈
を
致
し
ま
し
た
。余
興
は
皆
さ
ん
で
カ
ラ
オ
ケ
を
行

い
、式
典
・
晩
餐
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
台
北
３
日
目
、日
中
は
ゴ
ル
フ
・「
九
份
＆
十
份
」観
光
コ
ー
ス
等
に
分
か

れ
て
過
ご
し
、夕
食
は
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
３
３
２

‒

Ａ
地
区
参
加
者

へ
晩
餐
会
を
開
催
。と
て
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
台
北
４
日
目
、台
北
松
山
空
港
出
発
の
際
、到
着
と
同
様
に
３
０
０

‒

Ａ
２

區
の
皆
様
が
お
見
送
り
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
感
謝
と
友
好
を
述
べ
ら
れ

て
、３
３
２

‒

Ａ
地
区
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
を
惜
し
み
出
発
と
な
り
、再

会
を
約
束
し
て
羽
田
〜
青
森
へ
無
事
に
帰
路
さ
れ
ま
し
た
。

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

台湾東部沖大地震被災者支援
募金活動報告書

●日時／2024年4月13日㈯・午前10時～午後１時　●場所／八食センター

　八戸三八城ライオンズクラブ（会長L立花敬之）は、台湾東部沖大地震での被災者へ資金援助するために、
クラブ単独で募金活動を実施いたしました。
　まだ、各クラブへの支援金要請がありませんでしたが、募金活動を実施しようということを臨時理事会で決
定となり、例会で承認を得、実施いたしました。
　以前「トルコ・シリア大地震」の際の募金活動でもお世話になった、当クラブメンバーの八食センター理事長
Ｌ上平靖文へお願いをし、日程及び場所の確保に尽力いただきました。
　当日は、メンバー７名の協力を戴き実行いたしました。募金活動の最中に、偶然に八食センターへ来られた
台湾の観光客が募金活動を見て大変感激をし、お礼を言っていただいたことが印象的でした。
　能登半島沖大地震では、様々な理由で募金活動ができませんでしたので、この度のアクティビティが無事
に終了しホッとしております。
　　□参加者・7人（総合計アクティビティ時間／21時間）
　　□募金合計金額／42,075円

八戸三八城ライオンズクラブ　幹事　Ｌ一戸　朋久
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台
湾
市
３
０
０-

Ａ
２
區
友
好
交
流
訪
問

３
月
４
日
〜
３
月
８
日
　

　
昨
年
４
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
の
台
北
市

３
０
０

‒

Ａ
２
區
歓
迎
会
並
び
に
式
典
・
歓

迎
晩
餐
会
を
五
所
川
原
市
に
て
お
受
け
し
、

こ
の
度
３
月
４
日
㈪
〜
３
月
８
日
㈮
に
Ｌ
大

矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
全
37
名
に
て
、

台
北
市
３
０
０
Ａ

‒

２
區
の
歓
迎
会
〜
交
流

ツ
ア
ー
〜
式
典
・
晩
餐
会
へ
友
好
交
流
訪
問

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、３
月
５
日
㈫
昼
頃
に
台
北
松

山
空
港
に
到
着
し
、３
０
０

‒

Ａ
２
區
の
皆

様
に
同
空
港
に
て
お
出
迎
え
の
歓
迎
を
頂

き
ま
し
た
。昼
食
会
場
へ
バ
ス
移
動
の
際
、

台
北
市
滞
在
期
間
中
お
世
話
に
な
り
ま
す

添
乗
員
の
馬
瑩
潔
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
・
旅

程
に
つ
き
ま
し
て
、説
明
頂
き
ま
し
た
。昼

食
後
、「
故
宮
博
物
館
」を
見
学
し
、台
湾
王

家
の
歴
史
を
学
び
。３
日
間
の
宿
泊
先
・

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
／
式
典
・
晩
餐
会

会
場
と
な
り
ま
す
台
北
福
華
大
酒
店
へ
到

着
致
し
ま
し
た
。

　
台
北
１
日
目
、ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
を

３
０
０

‒

Ａ
２
區
の
Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫

妻
を
は
じ
め
歴
代
の
ガ
バ
ナ
ー
や
現
役
員
の

皆
様
方
に
開
催
頂
き
ま
し
た
。両
幹
事
よ
り
、

出
席
者
紹
介
。Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ

り
歓
迎
の
挨
拶
を
頂
き
、そ
の
後
Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
感
謝
と
こ
の
度
の
友
好
交

流
訪
問
に
つ
き
ま
し
て
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、Ｌ
林
子
奕
前
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
・
Ｌ
岡

田
前
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、友
好
と
感
謝
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
活
動
寄
付
金
目
録
の
贈
呈
。Ｌ
大
矢
ガ

バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、Ｌ
庄
司
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、Ｌ
加
賀

谷
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
へ
贈
り
物
の
贈
呈
を

頂
き
ま
し
た
。余
興
は
カ
ラ
オ
ケ
を
行
い
、楽

し
い
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
は
終
了
致
し

ま
し
た
。

　
台
北
２
日
目
、日
中
は
Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ

ナ
ー
夫
妻
は
じ
め
３
０
０

‒
Ａ
２
區
の
皆
様

に
台
北
市
内
ツ
ア
ー
を
案
内
頂
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、台
北
最
強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

に
て
ご
利
益
で
有
名
な「
龍
山
寺
」を
見
学
・

参
拝
致
し
ま
し
た
。漢
民
族
の
移
民
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
中
国
宮
殿
式
廟
宇
建
築
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
続
い
て
、淡
水
地
区
の「
漁
人
碼
頭
」に
案
内
頂
き
、ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

楽
し
み
な
が
ら
台
湾
家
庭
料
理
や
地
元
の
お
酒
の
お
も
て
な
し
を
頂
き

堪
能
致
し
ま
し
た
。食
事
も
落
ち
着
き
ま
し
た
所
、カ
ラ
オ
ケ
に
て
盛
り

上
が
り
、式
典
・
晩
餐
会
会
場
へ
と
戻
り
ま
し
た
。

　
式
典
・
晩
餐
会
が
始
ま
り
、両
幹
事
よ
り
改
め
て
出
席
者
紹
介
の
後
、

Ｌ
楊
崇
銘
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
挨
拶
頂
き
、Ｌ
Ｃ
Ｔ
Ｆ（
台
湾
版
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

の
準
備
中
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
更
な
る
力
強
い
事
業
・
支
援
を

計
画
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。次
に
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
よ
り
挨

拶
頂
き
、連
日
の
お
も
て
な
し
と
友
好
の
感
謝
と
来
年
10
月
の
弘
前
地
区

交
流
訪
問
の
歓
迎
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。続
い
て
、Ｌ
田
名
部
理
事
長
の

紹
介
・
国
際
理
事
へ
の
声
援
を
頂
き
、今
後
の
改
革
・
取
組
・
友
好
に
つ
き

ま
し
て
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
を
は
じ

め
Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
夫
妻
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

か
ら
贈
り
物
の
贈
呈
を
致
し
ま
し
た
。余
興
は
皆
さ
ん
で
カ
ラ
オ
ケ
を
行

い
、式
典
・
晩
餐
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
台
北
３
日
目
、日
中
は
ゴ
ル
フ
・「
九
份
＆
十
份
」観
光
コ
ー
ス
等
に
分
か

れ
て
過
ご
し
、夕
食
は
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
３
３
２

‒

Ａ
地
区
参
加
者

へ
晩
餐
会
を
開
催
。と
て
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
台
北
４
日
目
、台
北
松
山
空
港
出
発
の
際
、到
着
と
同
様
に
３
０
０

‒

Ａ
２

區
の
皆
様
が
お
見
送
り
に
駆
け
つ
け
て
頂
き
感
謝
と
友
好
を
述
べ
ら
れ

て
、３
３
２

‒

Ａ
地
区
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
を
惜
し
み
出
発
と
な
り
、再

会
を
約
束
し
て
羽
田
〜
青
森
へ
無
事
に
帰
路
さ
れ
ま
し
た
。

Close up ACTIVITY クローズアップ アクティビティ 八戸三八城ライオンズクラブ5R1Z

台湾東部沖大地震被災者支援
募金活動報告書

●日時／2024年4月13日㈯・午前10時～午後１時　●場所／八食センター

　八戸三八城ライオンズクラブ（会長L立花敬之）は、台湾東部沖大地震での被災者へ資金援助するために、
クラブ単独で募金活動を実施いたしました。
　まだ、各クラブへの支援金要請がありませんでしたが、募金活動を実施しようということを臨時理事会で決
定となり、例会で承認を得、実施いたしました。
　以前「トルコ・シリア大地震」の際の募金活動でもお世話になった、当クラブメンバーの八食センター理事長
Ｌ上平靖文へお願いをし、日程及び場所の確保に尽力いただきました。
　当日は、メンバー７名の協力を戴き実行いたしました。募金活動の最中に、偶然に八食センターへ来られた
台湾の観光客が募金活動を見て大変感激をし、お礼を言っていただいたことが印象的でした。
　能登半島沖大地震では、様々な理由で募金活動ができませんでしたので、この度のアクティビティが無事
に終了しホッとしております。
　　□参加者・7人（総合計アクティビティ時間／21時間）
　　□募金合計金額／42,075円

八戸三八城ライオンズクラブ　幹事　Ｌ一戸　朋久
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■
青
森
か
も
め
L
C
■

4
月
28
日　
国
道
４
号
青
森
環
状
線
の
清

掃
奉
仕
。参
加
Ｌ
11
人
・
22
時
間
。

■
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
■

4
月
2
日　
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
、１
名

分
を
提
供
。

4
月
11
日　
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・

フ
ェ
ロ
ー
献
金（
Ｌ
庄
司 

肇
）18
回
目

（
１
，０
０
０
㌦
）、メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
・
フ
ェ
ロ
ー
献
金（
Ｌ
加
賀
谷
栄

徳
）６
回
目（
１
，０
０
０
㌦
）。

4
月
25
日　
日
本
盲
導
犬
協
会
へ

４
，５
７
５
円
を
寄
付
。

■
青
森
ね
ぶ
た
L
C
■

4
月
26
日　
「
緑
の
募
金
」協
力
。

３
，２
０
０
円
。

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
金
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
務
局
に
委
託
。

金
額
６
４
，０
０
０
円
。

■
青
森
Z
E
R
O 

L
C
■

4
月
9
日　
青
森
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
書

き
損
じ
は
が
き
２
９
６
枚
を
寄
贈（
社

会
奉
仕
）。

4
月
9
日　
藤
聖
母
園
に
図
書
費

３
０
，０
０
０
円
を
寄
贈（
青
少
年
育
成
）。

4
月
12
日
〜
21
日　
弘
前
市
観
光
物
産
館

広
場
に
て
能
登
半
島
地
震
災
害
募
金
活

動
を
行
い
４
４
，８
３
３
円
の
募
金
が

集
ま
っ
た（
社
会
奉
仕
）。

4
月
14
日　
ク
ラ
ブ
農
園
の
片
づ
け
作

業
。参
加
L
７
名
、家
族
１
名
×
２
時
間

＝
16
時
間（
青
少
年
育
成
）。

4
月
27
日　
ク
ラ
ブ
農
園
区
割
り
作
業
。

参
加
L
2
名
×
3
時
間
＝
延
べ
６
時
間

（
青
少
年
育
成
）。

4
月
28
日　
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
の

為
、第
一
回
青
森
Z
E
R
O
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
。２
４
３
，７
７
６
円
の
募
金

が
集
ま
っ
た（
社
会
奉
仕
）。

■
青
森
B
L
U
E 

L
C
■

4
月
20
日　
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
、青
森

ネ
ク
ス
ト
L
C
、青
森
B
L
U
E 

L
C
、

3
ク
ラ
ブ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

W
a
i
W
a
i
は
う
す
物
資
搬
入
作
業
。

■
青
森
中
央
L
C
■

4
月
30
日　
緑
の
羽
根
募
金
協
力
。

６
，９
５
６
円
。

■
青
森
み
ち
の
く
L
C
■

4
月
3
日　
2
月
22
日
に
開
催
の「
第
13

回
青
森
県
産
酒
・
新
酒
を
楽
し
む
夕
べ
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
、薬
物

乱
用
防
止「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」国
連
支

援
募
金
に
協
力
。５
０
，０
０
０
円
。

4
月
3
日　
2
月
22
日
に
開
催
の「
第
13

回
青
森
県
産
酒
・
新
酒
を
楽
し
む
夕
べ
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
、能
登

半
島
地
震
災
害
支
援
金
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に

送
金
。７
１
，３
１
８
円
。

■
青
森
外
ヶ
浜
L
C
■

4
月
13
日　
野
木
和
公
園
の
枝
払
い
・
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、お
よ
び
応
援

の
た
め
飲
料
を
提
供
。５
，０
０
０
円

（
環
境
保
全
・
市
民
）。参
加
Ｌ
６
人（
６

時
間
）（
環
境
保
全
・
市
民
・
青
少
年
）。

■
青
森
L
C
■

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
を
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
送
金
。６
０
，０
０
０
円（
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
公
衆
安
全
・
災
害
支

援
）。

■
青
森
う
と
う
L
C
■

4
月
26
日　
「
緑
の
募
金
」協
力
。

１
，７
０
０
円
。

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震
に

関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
金
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
事
務
局
に
委
託
。金
額
３
４
，０
０
０
円

■
青
森
は
ま
な
す
L
C
■

4
月
15
日　
45
周
年
式
典
記
念
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
、生
理
の
貧
困
対
策
と

し
て
青
森
市
内
各
高
校
へ
生
理
用
品

１
，０
０
０
パ
ッ
ク
、金
額
に
し
て
50
万

円
を
寄
贈
。

※
詳
細
は
機
関
誌
8
頁
に
記
載

名
、４
０
０
㎖
・
58
名
、他
に
比
重
不
足

等
で
献
血
で
き
な
か
っ
た
方
６
名
、合

計
65
名
の
方
々
に
当
ク
ラ
ブ
よ
り
お
米

４
合
差
し
上
げ
た
。参
加
Ｌ
12
名
。　

￥
４
８
，６
０
０
。

CLUB
ACTIVITY

2024

6月
マンスリーレポートの報告で、記念式典や諸
会合出席、チャリティを伴わない大会参加
等は、アクティビティになりません。
本「みちのく誌」のアクティビティ欄には記載
されませんのでご了承ください。

クラブ・アクティビティ
1
R

2
R

■
黒
石
L
C
■

4
月
13
日　
東
公
園
に
桜
植
樹
。

１
０
，０
０
０
円
。

4
月
14
日　
第
38
回
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
黒
石
烏
城
Ｌ
Ｃ
・
黒
石
商
工
会
議
所

と
３
団
体
合
同
で
開
催
。２
０
０
㎖
・
１

3
R

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
支
援
金
送
金
。金

額
３
８
，０
０
０
円（
国
際
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
災
害
支
援
）。

■
青
森
縄
文
L
C
■

4
月
13
日　
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

実
施
の「
野
木
和
公
園
枝
拾
い
」に
協

賛
。５
，０
０
０
円
。

■
青
森
O
c
e
a
n 

L
C
■

4
月
13
日　
野
木
和
公
園
の
枝
払
い
・
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。参
加
L
7
名
。

■
弘
前
東
奥
L
C
■

4
月
7
日　
F
W
T
委
員
会「
美
容
＆
健

康
フ
ェ
ス
タ
」無
料
開
催
。場
所
・
ヒ
ロ

ロ
３
階
①
ピ
ラ
テ
ィ
ス
10
：
00
〜
11
：
00

②
筋
ト
レ
11
：
30
〜
12
：
30
③
筋
膜
リ

リ
ー
ス
13
：
00
〜
14
：
00
④
ヨ
ガ
14
：
30

〜
15
：
30
。総
参
加
人
数
・
82
名
。事
業
費

2
7
，6
3
0
円
。

4
月
18
日　
5
ク
ラ
ブ
合
同「
絆
の
さ
く

ら
」交
流
会
。場
所
・
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
。参
加
ク
ラ
ブ
3
3
2

-

B
地
区
陸

中
山
田
L
C
、北
上
国
見
L
C
、江
釣
子

L
C
、弘
前
S
D
G
s 

L
C
。L
大
矢
地

区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
、東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
陸
中
山
田
地
区
で
炊

出
し
や
、心
の
支
援「
花
嵐
桜
組
」の
演

舞
と
支
援
を
続
け
2
0
1
7
年
5
月
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
1
0
0
周
年
の
際

「
絆
の
さ
く
ら
」と
称
し
、3
3
2

-

B

地
区
3
ク
ラ
ブ
と
共
に
さ
く
ら
の
植
樹

を
行
っ
た
同
志
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

よ
り
深
く
絆
を
深
め
た
。「
花
嵐
桜
組
」

も
駆
け
つ
け
、演
舞
を
披
露
し
た
。

事
業
費
1
0
6
，3
7
0
円
。

■
弘
前
チ
ェ
リ
ー
L
C
■

4
月
12
日　
陸
奥
新
報
社「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」協
賛
。

事
業
費
1
1
，0
0
0
円
。

■
岩
木
L
C
■

4
月
1
日　
古
都
ひ
ろ
さ
き
花
火
の
集
い

（
6
月
15
日
実
施
予
定
）協
賛
。事
業
費

2
5
，0
0
0
円
。

4
月
9
日
〜
11
日　
「
新
入
学
児
童
交
通

安
全
指
導
」。参
加
L
11
名
、F
M
2
名
。

奉
仕
時
間
3
時
間
。

4
月
30
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震
に

関
す
る
L
C
I
F
寄
付
を 

3
3
2

-

A

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
。事
業

費
3
0
，0
0
0
円

（
正
L
15
名
×
2
，0
0
0
円
）。

■
弘
前
中
央
L
C
■

4
月
12
日　
陸
奥
新
報
社「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」協
賛
。

事
業
費
1
1
，0
0
0
円
。

4
月
30
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
。事
業
費

2
2
，0
0
0
円（
2
，0
0
0
円
×
正

会
員
11
名
）。

■
弘
前
津
軽
L
C
■

4
月
15
日　
河
川
占
用
料
納
入
、土
渕
川

河
川
沿
い「
川
を
き
れ
い
に
」看
板
2
枚

設
置
更
。事
業
費
2
2
5
円
。

4
月
21
日　
弘
前
市
下
堅
田
橋
付
近
に
於

い
て「
春
季
河
川
清
掃
」。参
加
者
17
名
、

延
べ
奉
仕
時
間
17
時
間
。

事
業
費
9
，3
0
2
円
。

　
こ
れ
ま
で
、長
年
、黒
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
実
施
し
て
き
た
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、

黒
石
烏
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
定
例
会

等
の
機
会
を
通
じ
て
会
員
へ
献
血
協
力
呼
び

か
け
や
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
日
に
は
献
血
協
力

者
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
初
め
て
、黒
石
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
黒
石
商
工
会
議
所
福
祉

厚
生
部
会
と
３
団
体
共
催
で
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
献
血
受
付
人
数
65
名
の
内
、採
血
者

は
４
０
０
㎖
が
58
名
と
２
０
０
㎖
が
１
名
の

59
名
で
し
た
。献
血
受
付
協
力
者
へ
３
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
品
を
準
備
し
、当
ク
ラ
ブ
は

玉
子
10
個
入
り
２
パ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、会
員
メ
ン
バ
ー
２
名
が
受
付
ス
タ
ッ
フ

協
力
の
他
、４
０
０
㎖
献
血
に
も
２
名
が
協
力

し
ま
し
た
。献
血
不
足
の
中
、こ
れ
ま
で
の

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

黒
石
L
C・黒
石
烏
城
L
C

黒
石
商
工
会
議
所
福
祉
厚
生
部
　
共
催

4
月
14
日

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
内
で
、こ
の
受
付
人
数

は
多
い
方
だ
と
大
変
喜
ば
れ
、今
後
も
ク
ラ
ブ

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。（
玉
子
代
ほ
か
２
３
，８
９
５
円
）

黒
石
烏
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事
　
Ｌ
泉
　
　
充
彦

■
黒
石
烏
城
L
C
■

■
田
舎
館
L
C
■

4
月
28
日
　
4
月
第
2
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。事
業
資
金
獲
得
額

6
，0
0
0
円
。参
加
Ｌ
6
名
。

■
五
所
川
原
L
C
■

4
月
20
日
　
C
N
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
軽
ワ
ゴ
ン
車

「
げ
ん
き
号
」１
台

（
1
，4
5
0
，0
0
0
円
）を
寄
贈
。

■
鶴
田
L
C
■

4
月
10
日
　
春
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓

発
。通
学
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
を
呼
び
か
け
た
。参
加
Ｌ
３
名
。

4
月
13
日
　
鶴
田
ク
リ
ー
ン
運
動
に
参
加 

本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
散
乱
が

目
立
つ
、冬
期
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を

拾
い
、鶴
田
町
鶴
寿
公
園
周
辺
で
活
動
。

参
加
Ｌ
５
名
。

■
五
所
川
原
中
央
L
C
■

3
月
7
日・8
日
　
3
月
7
日
・
8
日
の
卒

業
式
に
、五
所
川
原
市
内
中
学
校
4
校

に
卒
業
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
。事
業
費

8
6
，0
7
5
円
。

■
つ
が
る
L
C
■

4
月
　
成
分
献
血
１
名
・
１
回

（
L
小
山
内
）。

■
中
泊
L
C
■

4
月
24
日
　
台
湾
花
蓮
及
び
東
部
地
震

L
C
I
F
寄
付
と
し
て
正
会
員
20
名
×

2
，0
0
0
円
で
合
計
4
0
，0
0
0
円

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
し
た
。
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■
青
森
か
も
め
L
C
■

4
月
28
日　
国
道
４
号
青
森
環
状
線
の
清

掃
奉
仕
。参
加
Ｌ
11
人
・
22
時
間
。

■
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
■

4
月
2
日　
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
、１
名

分
を
提
供
。

4
月
11
日　
メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・

フ
ェ
ロ
ー
献
金（
Ｌ
庄
司 

肇
）18
回
目

（
１
，０
０
０
㌦
）、メ
ル
ビ
ン
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
・
フ
ェ
ロ
ー
献
金（
Ｌ
加
賀
谷
栄

徳
）６
回
目（
１
，０
０
０
㌦
）。

4
月
25
日　
日
本
盲
導
犬
協
会
へ

４
，５
７
５
円
を
寄
付
。

■
青
森
ね
ぶ
た
L
C
■

4
月
26
日　
「
緑
の
募
金
」協
力
。

３
，２
０
０
円
。

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
金
。キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
務
局
に
委
託
。

金
額
６
４
，０
０
０
円
。

■
青
森
Z
E
R
O 

L
C
■

4
月
9
日　
青
森
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
書

き
損
じ
は
が
き
２
９
６
枚
を
寄
贈（
社

会
奉
仕
）。

4
月
9
日　
藤
聖
母
園
に
図
書
費

３
０
，０
０
０
円
を
寄
贈（
青
少
年
育
成
）。

4
月
12
日
〜
21
日　
弘
前
市
観
光
物
産
館

広
場
に
て
能
登
半
島
地
震
災
害
募
金
活

動
を
行
い
４
４
，８
３
３
円
の
募
金
が

集
ま
っ
た（
社
会
奉
仕
）。

4
月
14
日　
ク
ラ
ブ
農
園
の
片
づ
け
作

業
。参
加
L
７
名
、家
族
１
名
×
２
時
間

＝
16
時
間（
青
少
年
育
成
）。

4
月
27
日　
ク
ラ
ブ
農
園
区
割
り
作
業
。

参
加
L
2
名
×
3
時
間
＝
延
べ
６
時
間

（
青
少
年
育
成
）。

4
月
28
日　
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
の

為
、第
一
回
青
森
Z
E
R
O
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
。２
４
３
，７
７
６
円
の
募
金

が
集
ま
っ
た（
社
会
奉
仕
）。

■
青
森
B
L
U
E 

L
C
■

4
月
20
日　
青
森
ま
ほ
ろ
ば
L
C
、青
森

ネ
ク
ス
ト
L
C
、青
森
B
L
U
E 

L
C
、

3
ク
ラ
ブ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

W
a
i
W
a
i
は
う
す
物
資
搬
入
作
業
。

■
青
森
中
央
L
C
■

4
月
30
日　
緑
の
羽
根
募
金
協
力
。

６
，９
５
６
円
。

■
青
森
み
ち
の
く
L
C
■

4
月
3
日　
2
月
22
日
に
開
催
の「
第
13

回
青
森
県
産
酒
・
新
酒
を
楽
し
む
夕
べ
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
、薬
物

乱
用
防
止「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」国
連
支

援
募
金
に
協
力
。５
０
，０
０
０
円
。

4
月
3
日　
2
月
22
日
に
開
催
の「
第
13

回
青
森
県
産
酒
・
新
酒
を
楽
し
む
夕
べ
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
、能
登

半
島
地
震
災
害
支
援
金
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に

送
金
。７
１
，３
１
８
円
。

■
青
森
外
ヶ
浜
L
C
■

4
月
13
日　
野
木
和
公
園
の
枝
払
い
・
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、お
よ
び
応
援

の
た
め
飲
料
を
提
供
。５
，０
０
０
円

（
環
境
保
全
・
市
民
）。参
加
Ｌ
６
人（
６

時
間
）（
環
境
保
全
・
市
民
・
青
少
年
）。

■
青
森
L
C
■

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
を
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
送
金
。６
０
，０
０
０
円（
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
公
衆
安
全
・
災
害
支

援
）。

■
青
森
う
と
う
L
C
■

4
月
26
日　
「
緑
の
募
金
」協
力
。

１
，７
０
０
円
。

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震
に

関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
金
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
事
務
局
に
委
託
。金
額
３
４
，０
０
０
円

■
青
森
は
ま
な
す
L
C
■

4
月
15
日　
45
周
年
式
典
記
念
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
、生
理
の
貧
困
対
策
と

し
て
青
森
市
内
各
高
校
へ
生
理
用
品

１
，０
０
０
パ
ッ
ク
、金
額
に
し
て
50
万

円
を
寄
贈
。

※
詳
細
は
機
関
誌
8
頁
に
記
載

名
、４
０
０
㎖
・
58
名
、他
に
比
重
不
足

等
で
献
血
で
き
な
か
っ
た
方
６
名
、合

計
65
名
の
方
々
に
当
ク
ラ
ブ
よ
り
お
米

４
合
差
し
上
げ
た
。参
加
Ｌ
12
名
。　

￥
４
８
，６
０
０
。

CLUB
ACTIVITY

2024

6月
マンスリーレポートの報告で、記念式典や諸
会合出席、チャリティを伴わない大会参加
等は、アクティビティになりません。
本「みちのく誌」のアクティビティ欄には記載
されませんのでご了承ください。

クラブ・アクティビティ
1
R

2
R

■
黒
石
L
C
■

4
月
13
日　
東
公
園
に
桜
植
樹
。

１
０
，０
０
０
円
。

4
月
14
日　
第
38
回
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
黒
石
烏
城
Ｌ
Ｃ
・
黒
石
商
工
会
議
所

と
３
団
体
合
同
で
開
催
。２
０
０
㎖
・
１

3
R

4
月
26
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
支
援
金
送
金
。金

額
３
８
，０
０
０
円（
国
際
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
災
害
支
援
）。

■
青
森
縄
文
L
C
■

4
月
13
日　
油
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

実
施
の「
野
木
和
公
園
枝
拾
い
」に
協

賛
。５
，０
０
０
円
。

■
青
森
O
c
e
a
n 

L
C
■

4
月
13
日　
野
木
和
公
園
の
枝
払
い
・
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
。参
加
L
7
名
。

■
弘
前
東
奥
L
C
■

4
月
7
日　
F
W
T
委
員
会「
美
容
＆
健

康
フ
ェ
ス
タ
」無
料
開
催
。場
所
・
ヒ
ロ

ロ
３
階
①
ピ
ラ
テ
ィ
ス
10
：
00
〜
11
：
00

②
筋
ト
レ
11
：
30
〜
12
：
30
③
筋
膜
リ

リ
ー
ス
13
：
00
〜
14
：
00
④
ヨ
ガ
14
：
30

〜
15
：
30
。総
参
加
人
数
・
82
名
。事
業
費

2
7
，6
3
0
円
。

4
月
18
日　
5
ク
ラ
ブ
合
同「
絆
の
さ
く

ら
」交
流
会
。場
所
・
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
。参
加
ク
ラ
ブ
3
3
2

-

B
地
区
陸

中
山
田
L
C
、北
上
国
見
L
C
、江
釣
子

L
C
、弘
前
S
D
G
s 

L
C
。L
大
矢
地

区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
て
、東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
陸
中
山
田
地
区
で
炊

出
し
や
、心
の
支
援「
花
嵐
桜
組
」の
演

舞
と
支
援
を
続
け
2
0
1
7
年
5
月
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
1
0
0
周
年
の
際

「
絆
の
さ
く
ら
」と
称
し
、3
3
2

-

B

地
区
3
ク
ラ
ブ
と
共
に
さ
く
ら
の
植
樹

を
行
っ
た
同
志
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と

よ
り
深
く
絆
を
深
め
た
。「
花
嵐
桜
組
」

も
駆
け
つ
け
、演
舞
を
披
露
し
た
。

事
業
費
1
0
6
，3
7
0
円
。

■
弘
前
チ
ェ
リ
ー
L
C
■

4
月
12
日　
陸
奥
新
報
社「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」協
賛
。

事
業
費
1
1
，0
0
0
円
。

■
岩
木
L
C
■

4
月
1
日　
古
都
ひ
ろ
さ
き
花
火
の
集
い

（
6
月
15
日
実
施
予
定
）協
賛
。事
業
費

2
5
，0
0
0
円
。

4
月
9
日
〜
11
日　
「
新
入
学
児
童
交
通

安
全
指
導
」。参
加
L
11
名
、F
M
2
名
。

奉
仕
時
間
3
時
間
。

4
月
30
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震
に

関
す
る
L
C
I
F
寄
付
を 

3
3
2

-

A

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
。事
業

費
3
0
，0
0
0
円

（
正
L
15
名
×
2
，0
0
0
円
）。

■
弘
前
中
央
L
C
■

4
月
12
日　
陸
奥
新
報
社「
新
一
年
生
お

め
で
と
う
特
集
」協
賛
。

事
業
費
1
1
，0
0
0
円
。

4
月
30
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
。事
業
費

2
2
，0
0
0
円（
2
，0
0
0
円
×
正

会
員
11
名
）。

■
弘
前
津
軽
L
C
■

4
月
15
日　
河
川
占
用
料
納
入
、土
渕
川

河
川
沿
い「
川
を
き
れ
い
に
」看
板
2
枚

設
置
更
。事
業
費
2
2
5
円
。

4
月
21
日　
弘
前
市
下
堅
田
橋
付
近
に
於

い
て「
春
季
河
川
清
掃
」。参
加
者
17
名
、

延
べ
奉
仕
時
間
17
時
間
。

事
業
費
9
，3
0
2
円
。

　
こ
れ
ま
で
、長
年
、黒
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
実
施
し
て
き
た
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、

黒
石
烏
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
定
例
会

等
の
機
会
を
通
じ
て
会
員
へ
献
血
協
力
呼
び

か
け
や
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
日
に
は
献
血
協
力

者
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
初
め
て
、黒
石
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
黒
石
商
工
会
議
所
福
祉

厚
生
部
会
と
３
団
体
共
催
で
献
血
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
献
血
受
付
人
数
65
名
の
内
、採
血
者

は
４
０
０
㎖
が
58
名
と
２
０
０
㎖
が
１
名
の

59
名
で
し
た
。献
血
受
付
協
力
者
へ
３
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
品
を
準
備
し
、当
ク
ラ
ブ
は

玉
子
10
個
入
り
２
パ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、会
員
メ
ン
バ
ー
２
名
が
受
付
ス
タ
ッ
フ

協
力
の
他
、４
０
０
㎖
献
血
に
も
２
名
が
協
力

し
ま
し
た
。献
血
不
足
の
中
、こ
れ
ま
で
の

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

黒
石
L
C・黒
石
烏
城
L
C

黒
石
商
工
会
議
所
福
祉
厚
生
部
　
共
催

4
月
14
日

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
の
内
で
、こ
の
受
付
人
数

は
多
い
方
だ
と
大
変
喜
ば
れ
、今
後
も
ク
ラ
ブ

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。（
玉
子
代
ほ
か
２
３
，８
９
５
円
）

黒
石
烏
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事
　
Ｌ
泉
　
　
充
彦

■
黒
石
烏
城
L
C
■

■
田
舎
館
L
C
■

4
月
28
日
　
4
月
第
2
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。事
業
資
金
獲
得
額

6
，0
0
0
円
。参
加
Ｌ
6
名
。

■
五
所
川
原
L
C
■

4
月
20
日
　
C
N
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
軽
ワ
ゴ
ン
車

「
げ
ん
き
号
」１
台

（
1
，4
5
0
，0
0
0
円
）を
寄
贈
。

■
鶴
田
L
C
■

4
月
10
日
　
春
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓

発
。通
学
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
を
呼
び
か
け
た
。参
加
Ｌ
３
名
。

4
月
13
日
　
鶴
田
ク
リ
ー
ン
運
動
に
参
加 

本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
散
乱
が

目
立
つ
、冬
期
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を

拾
い
、鶴
田
町
鶴
寿
公
園
周
辺
で
活
動
。

参
加
Ｌ
５
名
。

■
五
所
川
原
中
央
L
C
■

3
月
7
日・8
日
　
3
月
7
日
・
8
日
の
卒

業
式
に
、五
所
川
原
市
内
中
学
校
4
校

に
卒
業
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
。事
業
費

8
6
，0
7
5
円
。

■
つ
が
る
L
C
■

4
月
　
成
分
献
血
１
名
・
１
回

（
L
小
山
内
）。

■
中
泊
L
C
■

4
月
24
日
　
台
湾
花
蓮
及
び
東
部
地
震

L
C
I
F
寄
付
と
し
て
正
会
員
20
名
×

2
，0
0
0
円
で
合
計
4
0
，0
0
0
円

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
し
た
。
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■
三
沢
L
C
■

4
月
18
日　
三
沢
市
商
工
会
青
年
部
総
会

へ
第
一
副
会
長
出
席
。

協
賛
6
，0
0
0
円
。

4
月
21
日　
三
沢
市
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

合
わ
せ
、三
沢
市
中
央
公
園
日
時
計
付

近
を
清
掃
整
備
し
た
。午
前
8
時
〜
11

時
、参
加
者
10
名（
環
境
奉
仕
活
動
）。

■
十
和
田
L
C
■

4
月
24
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
へ
協
力
、寄

付
額
5
0
，0
0
0
円（
2
，0
0
0
円

×
正
会
員
25
名
分
）。

■
八
戸
L
C
■

4
月
12
日　
５
R
合
同
献
血
運
動
Ｌ
4
名

参
加
。献
血
は
会
員
紹
介
者
も
含
め
8

名
。ク
ラ
ブ
負
担
金
1
3
，7
4
8
円
。

4
月
21
日　
蕪
島
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
屋
台
に
出
店
し
た
八
戸
う
み
ね

こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
協
賛
。協
賛

金
1
0
，0
0
0
円
。

■
八
戸
三
八
城
L
C
■

4
月
4
日　
Ｃ
Ｎ
45
周
年
記
念
事
業
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、八
戸
市
へ
孫
内
あ
つ
し

氏
作
品「
ク
レ
ヨ
ン
画
」贈
呈
。

４
０
０
，０
０
０
円
。贈
呈
式
へ
Ｌ
３
名

出
席
。

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
Ｌ
３
名

参
加
。負
担
金
４
，６
６
４
円
。

4
月
13
日　
台
湾
東
部
沖
大
地
震
支
援
の

た
め
の
募
金
活
動
を
八
食
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
４
２
，０
７
５
円
送
金
。

※
詳
細
は
機
関
誌
15
頁
に
記
載

■
八
戸
城
北
L
C
■

4
月　
５
R
合
同
献
血
運
動
参
加
。ク
ラ

ブ
負
担
金
4
，9
1
0
円
。

八
戸
う
み
ね
こ
L
C
蕪
島
ま
つ
り
お
祝

金
1
0
，0
0
0
円
。

■
八
戸
う
み
ね
こ
L
C
■

4
月
12
日　
八
戸
市
庁
本
館
前
広
場
に
お

い
て
５
R
合
同
献
血
が
開
催
さ
れ
、当

ク
ラ
ブ
よ
り
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

L
泉
会
長
、L
市
澤
、L
大
坂
、L
豊
田
、

4
R

5
R

■
十
和
田
稲
生
L
C
■

4
月
27
日　
献
血
運
動
実
施
。場
所
・
イ
オ

ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
十
和
田
店
。時

間
・
10
時
〜
16
時
。

■
十
和
田
湖
L
C
■

4
月
17
日　
十
和
田
市
役
所「
十
和
田
市

子
供
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」へ
寄
付
。寄

付
額
5
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
18
日　
「
十
和
田
市
立
沢
田
小
学
校
」

へ
寄
付
。寄
付
額
1
0
0
，0
0
0
円
。

「
十
和
田
市
立
西
小
学
校
」へ
寄
付
。寄

付
額
2
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
19
日　
「
十
和
田
市
子
ど
も
食
堂
」へ

寄
付
。寄
付
額
3
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
25
日　
「
十
和
田
市
立
法
奥
小
学
校
」

へ
寄
付
。寄
付
額
1
0
0
，0
0
0
円
。

※
写
真
は
機
関
誌
5
月
号
表
紙
に
記
載

4
月
24
日　
「
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地

震
に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
」へ
協
力
。

4
月
24
日　
「
十
和
田
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
北
里
大
学
生
献
血
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」へ
協
力
。

事
業
費
3
0
，0
0
0
円（
献
血
協
力
し

た
北
里
大
学
生
へ
2
，0
0
0
円
×
15
口

商
品
券
）。内
容
・
次
年
度
の
献
血
事
業
と

し
て
十
和
田
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
へ
寄
付
。

4
月
24
日　
「
中
古
眼
鏡
回
収
事
業
」へ
協

力
。個
数
・
約
80
個
。内
容
・
グ
ロ
ー
バ
ル
重

点
分
野
の
一
つ『
視
力
保
護
』の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
へ
参
加
。弐
萬
圓
堂
に
あ
る
中
古

眼
鏡
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
持
参
し
ま
し
た
。

鏡
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
持
参
し
ま
し
た
。

■
十
和
田
お
い
ら
せ
L
C
■

4
月
14
日　
「
家
族
清
掃
奉
仕
事
業（
2
回

目
）」実
施
。時
間
・
11
：
00
〜
12
：
00
。清

掃
場
所
・
4
号
線
バ
イ
パ
ス
の
歩
道
。事

業
費
2
0
，0
5
7
円
。参
加
L
11
名
。

内
容
・
国
道
4
号
線
バ
イ
パ
ス
周
辺
の

歩
道
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
清
掃
い
た
し

ま
し
た
。お
花
見
に
十
和
田
市
に
来
る

観
光
客
の
方
を
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
で
き
れ
ば
と
願
い
実
施
し
ま
し

た
。わ
ず
か
な
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
量
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
一
同
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。終
了
後
は
、参
加
し
た
皆
さ
ん

と
楽
し
く
昼
食
会
を
い
た
し
ま
し
た
。

4
月
24
日　
「
献
血
運
動
協
力
奉
仕
・
2
回

目
」実
施
。時
間
・
13
：
00
〜
16
：
00
。場
所
・

十
和
田
東
病
院
。参
加
L
10
名
。内
容
・
今

年
度
2
回
目
の
献
血
奉
仕
運
動
を
行
い

ま
し
た
。一
般
の
方
々
へ
献
血
ご
協
力
の

呼
び
か
け
を
行
い
、協
力
者
に
は
玉
子
を

進
呈
し
ま
し
た
。結
果
・
献
血
協
力
者
数

36
名
、採
血
者
数
4
0
0
㎖
30
名
、合
計

1
2
，0
0
0
㎖
。事
業
費
1
2
，3
1
2
円

（
献
血
者
へ
の
玉
子
代
等
）。

L
西
川
に
は
4
0
0
㎖
献
血
に
も
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。

4
月
15
日　
5
R
合
同
花
見
の
会
が
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、当
ク
ラ

ブ
よ
り
11
名
が
出
席
、５
R
全
体
で
73

名
が
出
席
し
ま
し
た
。本
年
は
八
戸
東

L
C
と
八
戸
う
み
ね
こ
L
C
が
担
当
ク

ラ
ブ
と
し
て
準
備
、企
画
を
進
め
ま
し

た
。

※
詳
細
は
機
関
誌
5
月
号
4
頁
に
記
載

4
月
20
日・21
日　
蕪
島
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、本
年
も
鮫
地
域
の
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
る
べ
く
テ
ナ
ン
ト
を
２
日
間
出

店
し
ま
し
た
。初
日
は
風
が
強
い
た
め

か
人
の
出
が
少
な
く
、売
上
も
今
一
つ

伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、２
日
目
は
晴

天
で
風
も
弱
ま
り
、多
く
の
人
が
訪
れ

盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

終
了
後
は
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

■
三
戸
L
C
■

4
月
　南
部
町
・
三
戸
町
・
田
子
町
の
新
小

学
1
年
生
へ
図
書
カ
ー
ド（
1
5
5
名

分
1
，0
0
0
円
／
人
）を
各
町
の
教
育

委
員
会
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

■
八
戸
き
れ
い
海
L
C
■

4
月
7
日　
月
度
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン（
市
川

海
岸
） 

大
人
13
名
、子
供
8
名
参
加
。

■
八
戸
ゴ
ル
フ
L
C
■

4
月
26
日　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
の
収
益
金
1
0
5
，9
2
0
円
を
八
戸

市
の
児
童
養
護
施
設「
浩
々
学
園
」に
寄

付
し
ま
し
た
。

■
八
戸
中
央
L
C
■

4
月
17
日　
5
R
合
同
献
血
運
動
負
担
金

1
0
，5
5
6
円
。

■
八
戸
白
鴎
L
C
■

4
月
12
日　
５
R
合
同「
献
血
運
動
」に
Ｌ

３
名
参
加
。負
担
金
３
，９
２
８
円
。

4
月
20
日　
八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ「
蕪
島
ま
つ
り
」に
協
賛
。協
賛

金
５
，０
０
０
円
。

4
月
24
日　
当
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕
活
動
実

施
。長
者
山
新
羅
神
社
境
内
を
清
掃
。参

加
Ｌ
９
名
。

■
八
戸
東
L
C
■

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
に
Ｌ
4

名
参
加
。負
担
金
9
，5
7
4
円
。

■
八
戸
田
名
部
組
L
C
■

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
参
加
。

東奥日報記事

デーリー東北記事

■
田
舎
館
L
C
■

4
月
28
日
　
4
月
第
2
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。事
業
資
金
獲
得
額

6
，0
0
0
円
。参
加
Ｌ
6
名
。

■
五
所
川
原
L
C
■

4
月
20
日　
C
N
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
軽
ワ
ゴ
ン
車

「
げ
ん
き
号
」１
台

（
1
，4
5
0
，0
0
0
円
）を
寄
贈
。

■
鶴
田
L
C
■

4
月
10
日　
春
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓

発
。通
学
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
を
呼
び
か
け
た
。参
加
Ｌ
３
名
。

4
月
13
日　
鶴
田
ク
リ
ー
ン
運
動
に
参
加 

本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
散
乱
が

目
立
つ
、冬
期
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を

拾
い
、鶴
田
町
鶴
寿
公
園
周
辺
で
活
動
。

参
加
Ｌ
５
名
。

■
五
所
川
原
中
央
L
C
■

3
月
7
日・8
日　
3
月
7
日
・
8
日
の
卒

業
式
に
、五
所
川
原
市
内
中
学
校
4
校

に
卒
業
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
。事
業
費

8
6
，0
7
5
円
。

■
つ
が
る
L
C
■

4
月　
成
分
献
血
１
名
・
１
回

（
L
小
山
内
）。

■
中
泊
L
C
■

4
月
24
日　
台
湾
花
蓮
及
び
東
部
地
震

L
C
I
F
寄
付
と
し
て
正
会
員
20
名
×

2
，0
0
0
円
で
合
計
4
0
，0
0
0
円

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
し
た
。

　
２
０
２
３
年
８
月
に
、Ｌ
田
名
部
常
任

名
誉
顧
問
が
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ

ン
ズ
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
事
を
祝

し
て
、10
月
４
日
㈬
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、多
く
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役

員
・
構
成
員
、ク
ラ
ブ
会
長
・
会
員
の
参
加

を
頂
き
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、当

地
区
か
ら
の
就
任
の
お
祝
い
と
感
謝
。今

後
の
改
革
・
在
り
方
へ
の
手
腕
を
大
い
に

期
待
し
た
い
と
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
次
に
、Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
Ｌ
田
名
部
理
事
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
紹
介
を
頂
き
、２
０
０
２
年
・
八
戸
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
〜
ク
ラ
ブ
三
役
・
八

戸
う
み
ね
こ
Ｌ
Ｃ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

〜
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
各
委
員
長
・
幹
事
〜
地

区
ガ
バ
ナ
ー
・
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議

会
議
長
〜
今
期
常
任
名
誉
顧
問
を
歴
任
さ

れ
、本
就
任
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
旨
、説
明

頂
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、Ｌ
田
名
部
理
事
長
よ
り
就
任

祝
賀
会
の
お
礼
と
感
謝
、今
後
の
改
革
へ

の
決
意
を
説
明
・
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。続
い

て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
記
念
品
の
贈

呈
、Ｌ
太
田
Ｇ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

よ
り
花
束
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
乾
杯
は
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
頂
き
、本
会
の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て

の
余
興
と
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
て
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、Ｌ
岡
田
前
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
を
発
声
頂
き
、盛
会
な

お
祝
い
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

「
理
事
長
就
任
祝
賀
会
」
報
告

令
和
５
年 

10
月
4
日
㈭
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■
三
沢
L
C
■

4
月
18
日　
三
沢
市
商
工
会
青
年
部
総
会

へ
第
一
副
会
長
出
席
。

協
賛
6
，0
0
0
円
。

4
月
21
日　
三
沢
市
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

合
わ
せ
、三
沢
市
中
央
公
園
日
時
計
付

近
を
清
掃
整
備
し
た
。午
前
8
時
〜
11

時
、参
加
者
10
名（
環
境
奉
仕
活
動
）。

■
十
和
田
L
C
■

4
月
24
日　
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地
震

に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
へ
協
力
、寄

付
額
5
0
，0
0
0
円（
2
，0
0
0
円

×
正
会
員
25
名
分
）。

■
八
戸
L
C
■

4
月
12
日　
５
R
合
同
献
血
運
動
Ｌ
4
名

参
加
。献
血
は
会
員
紹
介
者
も
含
め
8

名
。ク
ラ
ブ
負
担
金
1
3
，7
4
8
円
。

4
月
21
日　
蕪
島
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
屋
台
に
出
店
し
た
八
戸
う
み
ね

こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
協
賛
。協
賛

金
1
0
，0
0
0
円
。

■
八
戸
三
八
城
L
C
■

4
月
4
日　
Ｃ
Ｎ
45
周
年
記
念
事
業
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、八
戸
市
へ
孫
内
あ
つ
し

氏
作
品「
ク
レ
ヨ
ン
画
」贈
呈
。

４
０
０
，０
０
０
円
。贈
呈
式
へ
Ｌ
３
名

出
席
。

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
Ｌ
３
名

参
加
。負
担
金
４
，６
６
４
円
。

4
月
13
日　
台
湾
東
部
沖
大
地
震
支
援
の

た
め
の
募
金
活
動
を
八
食
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
寄
付
４
２
，０
７
５
円
送
金
。

※
詳
細
は
機
関
誌
15
頁
に
記
載

■
八
戸
城
北
L
C
■

4
月　
５
R
合
同
献
血
運
動
参
加
。ク
ラ

ブ
負
担
金
4
，9
1
0
円
。

八
戸
う
み
ね
こ
L
C
蕪
島
ま
つ
り
お
祝

金
1
0
，0
0
0
円
。

■
八
戸
う
み
ね
こ
L
C
■

4
月
12
日　
八
戸
市
庁
本
館
前
広
場
に
お

い
て
５
R
合
同
献
血
が
開
催
さ
れ
、当

ク
ラ
ブ
よ
り
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

L
泉
会
長
、L
市
澤
、L
大
坂
、L
豊
田
、

4
R

5
R

■
十
和
田
稲
生
L
C
■

4
月
27
日　
献
血
運
動
実
施
。場
所
・
イ
オ

ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
十
和
田
店
。時

間
・
10
時
〜
16
時
。

■
十
和
田
湖
L
C
■

4
月
17
日　
十
和
田
市
役
所「
十
和
田
市

子
供
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」へ
寄
付
。寄

付
額
5
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
18
日　
「
十
和
田
市
立
沢
田
小
学
校
」

へ
寄
付
。寄
付
額
1
0
0
，0
0
0
円
。

「
十
和
田
市
立
西
小
学
校
」へ
寄
付
。寄

付
額
2
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
19
日　
「
十
和
田
市
子
ど
も
食
堂
」へ

寄
付
。寄
付
額
3
0
0
，0
0
0
円
。

4
月
25
日　
「
十
和
田
市
立
法
奥
小
学
校
」

へ
寄
付
。寄
付
額
1
0
0
，0
0
0
円
。

※
写
真
は
機
関
誌
5
月
号
表
紙
に
記
載

4
月
24
日　
「
台
湾
花
蓮
お
よ
び
東
部
地

震
に
関
す
る
L
C
I
F
寄
付
」へ
協
力
。

4
月
24
日　
「
十
和
田
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
北
里
大
学
生
献
血
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」へ
協
力
。

事
業
費
3
0
，0
0
0
円（
献
血
協
力
し

た
北
里
大
学
生
へ
2
，0
0
0
円
×
15
口

商
品
券
）。内
容
・
次
年
度
の
献
血
事
業
と

し
て
十
和
田
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
へ
寄
付
。

4
月
24
日　
「
中
古
眼
鏡
回
収
事
業
」へ
協

力
。個
数
・
約
80
個
。内
容
・
グ
ロ
ー
バ
ル
重

点
分
野
の
一
つ『
視
力
保
護
』の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
へ
参
加
。弐
萬
圓
堂
に
あ
る
中
古

眼
鏡
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
持
参
し
ま
し
た
。

鏡
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
持
参
し
ま
し
た
。

■
十
和
田
お
い
ら
せ
L
C
■

4
月
14
日　
「
家
族
清
掃
奉
仕
事
業（
2
回

目
）」実
施
。時
間
・
11
：
00
〜
12
：
00
。清

掃
場
所
・
4
号
線
バ
イ
パ
ス
の
歩
道
。事

業
費
2
0
，0
5
7
円
。参
加
L
11
名
。

内
容
・
国
道
4
号
線
バ
イ
パ
ス
周
辺
の

歩
道
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
清
掃
い
た
し

ま
し
た
。お
花
見
に
十
和
田
市
に
来
る

観
光
客
の
方
を
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
で
き
れ
ば
と
願
い
実
施
し
ま
し

た
。わ
ず
か
な
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
量
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
一
同
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。終
了
後
は
、参
加
し
た
皆
さ
ん

と
楽
し
く
昼
食
会
を
い
た
し
ま
し
た
。

4
月
24
日　
「
献
血
運
動
協
力
奉
仕
・
2
回

目
」実
施
。時
間
・
13
：
00
〜
16
：
00
。場
所
・

十
和
田
東
病
院
。参
加
L
10
名
。内
容
・
今

年
度
2
回
目
の
献
血
奉
仕
運
動
を
行
い

ま
し
た
。一
般
の
方
々
へ
献
血
ご
協
力
の

呼
び
か
け
を
行
い
、協
力
者
に
は
玉
子
を

進
呈
し
ま
し
た
。結
果
・
献
血
協
力
者
数

36
名
、採
血
者
数
4
0
0
㎖
30
名
、合
計

1
2
，0
0
0
㎖
。事
業
費
1
2
，3
1
2
円

（
献
血
者
へ
の
玉
子
代
等
）。

L
西
川
に
は
4
0
0
㎖
献
血
に
も
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。

4
月
15
日　
5
R
合
同
花
見
の
会
が
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、当
ク
ラ

ブ
よ
り
11
名
が
出
席
、５
R
全
体
で
73

名
が
出
席
し
ま
し
た
。本
年
は
八
戸
東

L
C
と
八
戸
う
み
ね
こ
L
C
が
担
当
ク

ラ
ブ
と
し
て
準
備
、企
画
を
進
め
ま
し

た
。

※
詳
細
は
機
関
誌
5
月
号
4
頁
に
記
載

4
月
20
日・21
日　
蕪
島
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、本
年
も
鮫
地
域
の
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
る
べ
く
テ
ナ
ン
ト
を
２
日
間
出

店
し
ま
し
た
。初
日
は
風
が
強
い
た
め

か
人
の
出
が
少
な
く
、売
上
も
今
一
つ

伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、２
日
目
は
晴

天
で
風
も
弱
ま
り
、多
く
の
人
が
訪
れ

盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

終
了
後
は
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

■
三
戸
L
C
■

4
月
　南
部
町
・
三
戸
町
・
田
子
町
の
新
小

学
1
年
生
へ
図
書
カ
ー
ド（
1
5
5
名

分
1
，0
0
0
円
／
人
）を
各
町
の
教
育

委
員
会
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

■
八
戸
き
れ
い
海
L
C
■

4
月
7
日　
月
度
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン（
市
川

海
岸
） 

大
人
13
名
、子
供
8
名
参
加
。

■
八
戸
ゴ
ル
フ
L
C
■

4
月
26
日　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
の
収
益
金
1
0
5
，9
2
0
円
を
八
戸

市
の
児
童
養
護
施
設「
浩
々
学
園
」に
寄

付
し
ま
し
た
。

■
八
戸
中
央
L
C
■

4
月
17
日　
5
R
合
同
献
血
運
動
負
担
金

1
0
，5
5
6
円
。

■
八
戸
白
鴎
L
C
■

4
月
12
日　
５
R
合
同「
献
血
運
動
」に
Ｌ

３
名
参
加
。負
担
金
３
，９
２
８
円
。

4
月
20
日　
八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ「
蕪
島
ま
つ
り
」に
協
賛
。協
賛

金
５
，０
０
０
円
。

4
月
24
日　
当
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕
活
動
実

施
。長
者
山
新
羅
神
社
境
内
を
清
掃
。参

加
Ｌ
９
名
。

■
八
戸
東
L
C
■

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
に
Ｌ
4

名
参
加
。負
担
金
9
，5
7
4
円
。

■
八
戸
田
名
部
組
L
C
■

4
月
12
日　
５
Ｒ
合
同
献
血
運
動
参
加
。

東奥日報記事

デーリー東北記事

■
田
舎
館
L
C
■

4
月
28
日
　
4
月
第
2
例
会
で
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
獲
得
。事
業
資
金
獲
得
額

6
，0
0
0
円
。参
加
Ｌ
6
名
。

■
五
所
川
原
L
C
■

4
月
20
日　
C
N
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
軽
ワ
ゴ
ン
車

「
げ
ん
き
号
」１
台

（
1
，4
5
0
，0
0
0
円
）を
寄
贈
。

■
鶴
田
L
C
■

4
月
10
日　
春
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
啓

発
。通
学
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
を
呼
び
か
け
た
。参
加
Ｌ
３
名
。

4
月
13
日　
鶴
田
ク
リ
ー
ン
運
動
に
参
加 

本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
散
乱
が

目
立
つ
、冬
期
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を

拾
い
、鶴
田
町
鶴
寿
公
園
周
辺
で
活
動
。

参
加
Ｌ
５
名
。

■
五
所
川
原
中
央
L
C
■

3
月
7
日・8
日　
3
月
7
日
・
8
日
の
卒

業
式
に
、五
所
川
原
市
内
中
学
校
4
校

に
卒
業
祝
い
の
花
束
を
贈
呈
。事
業
費

8
6
，0
7
5
円
。

■
つ
が
る
L
C
■

4
月　
成
分
献
血
１
名
・
１
回

（
L
小
山
内
）。

■
中
泊
L
C
■

4
月
24
日　
台
湾
花
蓮
及
び
東
部
地
震

L
C
I
F
寄
付
と
し
て
正
会
員
20
名
×

2
，0
0
0
円
で
合
計
4
0
，0
0
0
円

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
へ
送
金
し
た
。

　
２
０
２
３
年
８
月
に
、Ｌ
田
名
部
常
任

名
誉
顧
問
が
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ

ン
ズ
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
事
を
祝

し
て
、10
月
４
日
㈬
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、多
く
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役

員
・
構
成
員
、ク
ラ
ブ
会
長
・
会
員
の
参
加

を
頂
き
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、当

地
区
か
ら
の
就
任
の
お
祝
い
と
感
謝
。今

後
の
改
革
・
在
り
方
へ
の
手
腕
を
大
い
に

期
待
し
た
い
と
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　
次
に
、Ｌ
吉
澤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
Ｌ
田
名
部
理
事
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
紹
介
を
頂
き
、２
０
０
２
年
・
八
戸
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
入
会
〜
ク
ラ
ブ
三
役
・
八

戸
う
み
ね
こ
Ｌ
Ｃ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

〜
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
各
委
員
長
・
幹
事
〜
地

区
ガ
バ
ナ
ー
・
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議

会
議
長
〜
今
期
常
任
名
誉
顧
問
を
歴
任
さ

れ
、本
就
任
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
旨
、説
明

頂
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、Ｌ
田
名
部
理
事
長
よ
り
就
任

祝
賀
会
の
お
礼
と
感
謝
、今
後
の
改
革
へ

の
決
意
を
説
明
・
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。続
い

て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
記
念
品
の
贈

呈
、Ｌ
太
田
Ｇ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

よ
り
花
束
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
乾
杯
は
、Ｌ
藤
田
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
頂
き
、本
会
の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
て

の
余
興
と
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
て
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、Ｌ
岡
田
前
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
ロ
ー
ア
を
発
声
頂
き
、盛
会
な

お
祝
い
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

「
理
事
長
就
任
祝
賀
会
」
報
告

令
和
５
年 

10
月
4
日
㈭
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　昨年11月から今年２月にかけて、県・市の首長４ヶ所へ表敬訪問をキャビネット４役にて、今期のキャビネット
４役のご挨拶と今期のアクティビティの近況報告を行いました。Ｌ大矢ガバナーより、バナー・バッジ・ネクタイが
贈呈されました。
　重度心身障害者・医療的ケア者のＷａｉＷａｉはうすコスモス様への施設改修工事事業のチャレンジ。災害支
援として、アラート特別委員会と県社会福祉協議会様と連携し、物資の提供・被災地への様 な々人的支援（炊き
出し・傾聴等）を行っている事。“人・物・お金”を提供している事。ライオンズクラブ会員皆様によるアクティビテイ
として報告し、感謝頂きました。また、ウクライナ支援として地区年次大会前夜祭の日にウクライナ歌手のコンサー
トを行い、人道支援の計画している旨を伝えました。
　そして、要望として青森市長 西 秀記様には、地区年次大会開催会場のリンクステーションホール青森大ホール
の投影装置の見直しをお願いいたしました。
　それぞれ短時間でしたが、ライオンズクラブのアクティビティへのご理解と感謝を頂く、表敬訪問となりました。

表敬訪問報告 　
2
0
2
4
年
年
明
け
、能
登
沖
地
震
が
発

生
し
E
S
T（
ア
ラ
ー
ト
で
繋
が
る
友
好
ク

ラ
ブ
）が
支
援
P
L
A
N 

M
i
s
s
i
o
n 

2
0
，0
0
0
を
旗
揚
げ
し
約
半
年
間
支
援

活
動
を
続
け
た
。支
援
は
食
支
援
と
し
て
避

難
所
・
在
宅
避
難
者
に
向
け
2
0
，0
0
0

食
の
炊
出
し
支
援
を
行
っ
た
。こ
の

M
i
s
s
i
o
n 

に
は
E
S
T
だ
け
で

は
な
く
多
く
の
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
や

N
P
O
、そ
し
て
一
般
の
方
々
が
参
加
さ

M
i
s
s
i
o
n 

2
0
，0
0
0 

レ
ポ

れ
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
枠
を
超
え
て

の
支
援
と
な
っ
た
。

　
第
1
ク
ル
ー
で
は
能
登
町
、第
2
ク

ル
ー
〜
第
4
ク
ル
ー
迄
輪
島
市
、第
5
ク

ル
ー
で
珠
洲
市
に
入
り
支
援
活
動
を
続
け

た
。最
終
ク
ル
ー
で
3
3
4
D
地
区
主
催

の
復
興
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時
は
、こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
感
極
ま
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
今
回
の
支
援

を
通
し
新
た
な
出
会
い
も
あ
り
、今
後
起

こ
り
う
る
災
害
に
備
え
た
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、更
に
強
化
で
き
た
事
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
組

織
ゆ
え
の
難
し
さ
を
新
た
に
感
じ
た
支
援

で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、思
い
や
目
的

は
一
緒
で
あ
る
者
同
志
、い
ず
れ
連
携
の

取
れ
た
良
い
チ
ー
ム
が
で
き
る
事
を
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
能
登
は
ま
だ
ま
だ
復
興
途
中
、断
水
が

続
く
エ
リ
ア
も
少
な
く
は
な
い
。 

仮
設
へ

の
移
動
が
始
ま
っ
て
も
未
来
に
対
す
る
不

安
が
、被
災
者
を
苦
し
め
て
い
る
。 

そ
ん

な
方
々
の
為
に
来
期
も
E
S
T
で
は
継
続

し
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く
事
に
な
り
ま

す
。全
国
に
繋
が
る
ア
ラ
ー
ト
戦
士
が
、効

果
的
な
活
動
を
続
け
る
為
に
、こ
れ
か
ら

も
情
報
発
信
し
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

参
り
ま
す
。

　
一
先
ず
今
期
は
こ
れ
で
終
了
し
ま
す

が
、ま
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ（
来
期
）で
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
い
レ

ポ
ー
ト
と
し
ま
す
。

　
こ
の
M
i
s
s
i
o
n 

に
関
わ
っ
て
く

れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Mission 20,000 収支決算書

Mission 20,000 支援金リスト

令和5年11月～令和6年2月• 青森市長〈西  秀記 様 〉　• 青森県知事〈宮下  宗一郎 様 〉
• 弘前市長〈櫻田  宏 様 〉　• 八戸市長〈熊谷  雄一 様 〉

11月24日・青森市長　西 秀記 様

2月6日・弘前市長　櫻田 宏 様

11月27日・青森県知事　宮下 宗一郎 様

2月27日・八戸市長　熊谷 雄一 様
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。

　
第
1
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ー
で
は
能
登
町
、第
2
ク
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〜
第
4
ク
ル
ー
迄
輪
島
市
、第
5
ク

ル
ー
で
珠
洲
市
に
入
り
支
援
活
動
を
続
け

た
。最
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ク
ル
ー
で
3
3
4
D
地
区
主
催

の
復
興
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ベ
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ト
に
参
加
し
た
時
は
、こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
感
極
ま
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
今
回
の
支
援

を
通
し
新
た
な
出
会
い
も
あ
り
、今
後
起

こ
り
う
る
災
害
に
備
え
た
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、更
に
強
化
で
き
た
事
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
組

織
ゆ
え
の
難
し
さ
を
新
た
に
感
じ
た
支
援

で
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、思
い
や
目
的

は
一
緒
で
あ
る
者
同
志
、い
ず
れ
連
携
の

取
れ
た
良
い
チ
ー
ム
が
で
き
る
事
を
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
能
登
は
ま
だ
ま
だ
復
興
途
中
、断
水
が

続
く
エ
リ
ア
も
少
な
く
は
な
い
。 

仮
設
へ

の
移
動
が
始
ま
っ
て
も
未
来
に
対
す
る
不

安
が
、被
災
者
を
苦
し
め
て
い
る
。 

そ
ん

な
方
々
の
為
に
来
期
も
E
S
T
で
は
継
続

し
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く
事
に
な
り
ま

す
。全
国
に
繋
が
る
ア
ラ
ー
ト
戦
士
が
、効

果
的
な
活
動
を
続
け
る
為
に
、こ
れ
か
ら

も
情
報
発
信
し
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

参
り
ま
す
。

　
一
先
ず
今
期
は
こ
れ
で
終
了
し
ま
す

が
、ま
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ（
来
期
）で
皆

さ
ん
と
共
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
い
レ

ポ
ー
ト
と
し
ま
す
。

　
こ
の
M
i
s
s
i
o
n 

に
関
わ
っ
て
く

れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Mission 20,000 収支決算書

Mission 20,000 支援金リスト

令和5年11月～令和6年2月• 青森市長〈西  秀記 様 〉　• 青森県知事〈宮下  宗一郎 様 〉
• 弘前市長〈櫻田  宏 様 〉　• 八戸市長〈熊谷  雄一 様 〉

11月24日・青森市長　西 秀記 様

2月6日・弘前市長　櫻田 宏 様

11月27日・青森県知事　宮下 宗一郎 様

2月27日・八戸市長　熊谷 雄一 様
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c 相手の「携帯番号」または
　「LINE ID」を入力、検索
　して登録します。

LINEの使い方 ★まずは「友だち」を追加する

ライオンズクラブ用語講座

①LINEアイコンを
　叩いて起動！

②「ホーム」画面

※「ホーム」ボタンで
　いつでもホーム
　画面に戻れる。

※「トーク」ボタンを
　押してトーク画面の
　右上隅の吹き出しを
　叩く。

※「グループ」ボタンを押して友だちリストから
　グループに招待したい友だちを選択（複数）。

※グループ名登録、「※友だちをグループに
　自動で追加」のオン／オフの設定をすれば
　登録完了。※オンにした場合は招待された
　友だちは自動的にグループに参加されます。

※基本は「トーク」ボタンを
　押して「トーク」画面から
　友だちを選んでメッセージの
　やりとりをします。
　また、未読のトークがある
　場合は赤字で未読件数が
　表示されます。
　（※写真は8件の未読あり）

□「ホーム」画面から「友だち追加」ボタンを押して追加方法を
　選択します。（下記画面ではa.b.cの3種類で登録）

「b」の「QRコード」を
押すとカメラが起動し、
相手のQRコードを読み
込むことで登録できます。

IDまたは電話番号を
入力して検索、登録
します。

そのほか自分の端末の連絡先（アドレス帳）から友だち
を自動追加する設定もあります。詳しくは
「LINEみんなの使い方ガイド」をご覧ください！！

「友だち」の追加方法

★「グループ」で複数の友だちとトークしよう！

□トークタブを開き、右上の「吹き出しマーク」を叩く。
　「トークルームを作成」を押してグループに招待したい友だちを選択。

複数でトークできる「グループ」。スケジュールや確認事項をみんなで共有！

※「友だち追加」
　ボタンから
　友だちを追加！

a b

b 相手にQRコードを
　表示させてもらい、
　カメラで読み取って
　登録します。

a 「招待」ボタンを押して
　SMSかメールで相手を
　LINEに招待することが
　できます。
　
　

c

※「マイQRコード」を押すと自分の
　QRコードがスマホに表示されます。
　相手に登録させるときは
　このボタンを押してQRコードを
　表示させて読み取ってもらいます。

※「SMS」か「メールアドレス」
　を押すと利用端末のメール
　機能が起動し、対象の相手先
　を選択し送信します。

URL  https://guide.line.me/ja/

有限会社 二唐刃物鍛造所
350年の伝統を受け継いで

〒036-8245 青森県弘前市金属町4-1
TEL.0172-88-2881・FAX.0172-88-2882　URL https://nigara.jp/

第一副地区ガバナー
GLTコーディネーター

L吉澤 俊寿
（弘前津軽LC）

代表取締役

高級刃物製造販売・建築鉄骨設計施工・金物工事一式
代表取締役

株式会社 フジタ不動産
お探しの物件見つけます！

第二副地区ガバナー・LCIF副コーディネーター

L 藤 田  鉄 哉〈むつLC〉

〒035-0061 むつ市下北町5-17
TEL 0175-23-0909 ・ FAX 0175-23-0910
e-mail : yu1001me@eagle.ocn.ne.jp

　
６
月
18
日
㈫
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
２
階
・

多
目
的
室
２
Ｂ
に
於
い
て
、年
次
大
会
に

て
皆
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
食
品
等（
約
６
２
０
㎏
）と
前
Ｌ
岡
田

ガ
バ
ナ
ー
の
時
に
寄
付
金
を
集
め
ら
れ
ま

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ‘
ｓ
募
金（
１
６
１
，４
２
４

円
）を
寄
付
金
と
し
て
合
わ
せ
て
、Ｌ
大
矢

ガ
バ
ナ
ー
よ
り
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長 

高
杉
金
之
助
様
へ
目
録
が
贈
呈
さ

れ
、感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。各
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
、ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、食
品
等
と
寄

付
金
を
災
害
支
援
や
人
道
支
援
と
し
て
の

活
用
と
今
後
も
慈
善
団
体
で
は
な
く
、支

援
団
体
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
事
と

共
に
様
々
な
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。高
杉
会
長
よ
り
、物
価

高
騰
の
影
響
よ
り
支
援
を
求
め
る
人
も
増

加
。ま
と
ま
っ
た
量
の
寄
贈
は
非
常
に
有

難
い
と
感
謝
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
、報
道
１
社
取
材
頂
き
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
贈
呈
式
は
終
え
て
、こ
れ
ま

で
以
上
に
今
後
の
継
続
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
取
り
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

3
3
2
‐
A
地
区 

第
70
回
年
次
大
会
記
念
事
業

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
寄
贈
・Ｓ
Ｄ
Ｇ‘
ｓ
寄
付
金
贈
呈
式6

月
18
日
㈫

今回は、皆様が普段良く耳にしている名称（今期332-Ａ地区組織表）を用語集として掲載いたします。
活用お願いいたします。

　グローバル・アクション・チームの略。ファシリテーター
が、ライオンズの三つの重要な分野「指導力育成」「会員増
強」「奉仕」を統合し、GLT・GMT・GST・LCIF・FWTが連
携しながら、一体となってクラブの成長と奉仕に相乗効果
をもたらし新しい機会を創出する。人道奉仕拡大、会員増
強達成、将来のリーダーの育成に向けた組織的な計画を
策定し、実行するチーム。

GAT
　グローバル・サービス・チームの略。奉仕活動を通じて
奉仕の喜びを分かち合い、受益者からの感謝の言葉を直
接受け取りライオンズクラブメンバーとしての本来の喜び
を共有することで会員拡大へ繫げられるよう、有意義な
奉仕活動への助言を提供し、主導するチーム。

GST

　スペシャルティクラブ・プログラムと家族及び女性チー
ムの略。これまでの支部拡大、奉仕を通じての家族会員、
女性会員拡大の経験を繋げ、女性会員の更なる活躍を支
援するほか多様な会員拡大を支援するチーム。

SCP・FWT 　グローバル・リーダーシップ・チームの略。新たに迎え
たメンバーに対する質の高いオリエンテーションの提供
と、リーダーシップ育成により更にライオンズクラブメン
バーとして多くの事を学び、成長できる機会を提供する
チーム。

GLT

　グローバル・エクステンション・チームとグローバル・メ
ンバーシップ・チームの略。チーム全員が新会員の勧誘を
行い、新クラブの結成に向けてアクションを起こし、奉仕
の喜びを受け取ったメンバーが更に会員増強へ繫げられ
るよう支援するチーム。

GET・GMT
　ライオンズ・クラブ・インターナショナル・ファンデー
ションの略。ライオンズクラブ国際財団の意。寄贈を受け
た基金を運用して、大災害や緊急事態の救済その他全世
界的に人類の福祉に貢献することを目的とする。

LCIF

Global Action Team Global Service Team

Global Leadership Team

Lions Clubs International Foundation

Specialty Clubs Program

Global Extension Team
Global Membership Team

Family and Women Team
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c 相手の「携帯番号」または
　「LINE ID」を入力、検索
　して登録します。

LINEの使い方 ★まずは「友だち」を追加する

ライオンズクラブ用語講座

①LINEアイコンを
　叩いて起動！

②「ホーム」画面

※「ホーム」ボタンで
　いつでもホーム
　画面に戻れる。

※「トーク」ボタンを
　押してトーク画面の
　右上隅の吹き出しを
　叩く。

※「グループ」ボタンを押して友だちリストから
　グループに招待したい友だちを選択（複数）。

※グループ名登録、「※友だちをグループに
　自動で追加」のオン／オフの設定をすれば
　登録完了。※オンにした場合は招待された
　友だちは自動的にグループに参加されます。

※基本は「トーク」ボタンを
　押して「トーク」画面から
　友だちを選んでメッセージの
　やりとりをします。
　また、未読のトークがある
　場合は赤字で未読件数が
　表示されます。
　（※写真は8件の未読あり）

□「ホーム」画面から「友だち追加」ボタンを押して追加方法を
　選択します。（下記画面ではa.b.cの3種類で登録）

「b」の「QRコード」を
押すとカメラが起動し、
相手のQRコードを読み
込むことで登録できます。

IDまたは電話番号を
入力して検索、登録
します。

そのほか自分の端末の連絡先（アドレス帳）から友だち
を自動追加する設定もあります。詳しくは
「LINEみんなの使い方ガイド」をご覧ください！！

「友だち」の追加方法

★「グループ」で複数の友だちとトークしよう！

□トークタブを開き、右上の「吹き出しマーク」を叩く。
　「トークルームを作成」を押してグループに招待したい友だちを選択。

複数でトークできる「グループ」。スケジュールや確認事項をみんなで共有！

※「友だち追加」
　ボタンから
　友だちを追加！

a b

b 相手にQRコードを
　表示させてもらい、
　カメラで読み取って
　登録します。

a 「招待」ボタンを押して
　SMSかメールで相手を
　LINEに招待することが
　できます。
　
　

c

※「マイQRコード」を押すと自分の
　QRコードがスマホに表示されます。
　相手に登録させるときは
　このボタンを押してQRコードを
　表示させて読み取ってもらいます。

※「SMS」か「メールアドレス」
　を押すと利用端末のメール
　機能が起動し、対象の相手先
　を選択し送信します。
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高級刃物製造販売・建築鉄骨設計施工・金物工事一式
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株式会社 フジタ不動産
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Global Leadership Team

Lions Clubs International Foundation

Specialty Clubs Program

Global Extension Team
Global Membership Team

Family and Women Team



25 24

MICHINOKU  MONTHLY MICHINOKU  MONTHLY

332-A地区会員動向 2024年4月30日付

R Z クラブ名 3月末 4月末 増減内家族会員 内賛助会員 R Z クラブ名 3月末 4月末 増減内家族会員 内賛助会員

4

2

2

2

1

5

1

2

3

1

2

1

1

3
3

1

2

青 森

青 森 う と う

青 森 は ま な す

青 森 か も め

青 森 ま ほ ろ ば

青 森 ね ぶ た

青 森 Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ

青 森 Ｂ Ｌ Ｕ Ｅ

青森ネクストリーダー

50

33

28

16

55

36

27

17

24

286

41

29

17

20

14

28

30

26

205

491

87

59

24

21

191

43

18

17

42

23

143

334

45

38

92

13

188

66

30

5

35

28

164

50

33

28

17

55

36

27

17

24

287

41

29

17

19

14

28

30

26

204

491

86

57

24

21

188

44

18

17

42

23

144

332

45

38

92

13

188

66

30

5

35

28

164

6

10

0

0

9

0

1

0

0

26

3

4

3

0

2

4

8

1

25

51

27

18

6

6

57

9

3

3

5

7

27

84

8

11

33

0

52

4

0

0

0

4

8

4

5

2

0

8

4

4

0

0

27

0

0

2

1

1

2

0

0

6

33

7

2

0

0

9

2

0

3

2

1

8

17

0

2

0

0

2

9

0

1

0

1

11

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

-1

0

0

0

0

-1

0

-1

-2

0

0

-3

1

0

0

0

0

1

-2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

22

26

22

70

422

36

41

19

11

17

25

52

201

61

31

16

10

27

145

346

65

22

30

57

26

28

38

14

280

52

20

9

52

16

21

170

450

2,042 

22

26

22

70

422

36

40

19

11

17

25

52

200

61

31

16

10

27

145

345

65

22

30

57

26

28

38

14

280

52

20

9

49

16

21

167

447

2,036 

0

6

2

8

68

8

10

5

3

5

1

17

49

18

11

4

2

0

35

84

6

2

8

2

1

3

0

0

22

7

2

0

13

0

0

22

44

331 

0

0

0

0

13

1

4

4

1

2

5

1

18

8

0

1

0

0

9

27

3

1

2

0

5

0

0

0

11

4

2

0

0

0

0

6

17

107

0

0

0

0

0

0

-1

0

0

0

0

0

-1

0

0

0

0

0

0

-1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-3

0

0

-3

-3

-6

つ が る

鯵 ヶ 沢

中 泊

三 沢

十 和 田

十 和 田 稲 生

野 辺 地

十 和 田 湖

十和田おいらせ

三 沢 木 崎 野

む つ

東 通

大 間

む つ み ら い

下 北 ネ ク ス ト

八 戸

八 戸 三 八 城

八 戸 城 北

八 戸 う み ね こ

三 戸

八 戸 き れ い 海

八 戸 ゴ ル フ

八戸工大ばんらぼ

八 戸 中 央

八 戸 白 鷗

八 戸 ま べ ち

八 戸 東

五 戸 お 祭 り

八 戸 田 名 部 組

弘 前

弘 前 東 奥

弘 前 S D G s

弘 前 A L E R T

弘 前 チ ェ リ ー

岩 木

弘 前 中 央

弘 前 津 軽

弘 前 西

黒 石

平 賀

黒 石 烏 城

田 舎 館

五 所 川 原

鶴 田

深 浦

五所川原東日流

五 所 川 原 中 央

青 森 中 央

青 森 八 甲

青 森 み ち の く
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合　　　計

小　　計

小　　計

小　　計
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合　　　計

総　　　　計

ServannA(基本集計表）による LC数／64

332-A地区 新入会員紹介 2024年4月入会・合計5名

正会員 クラブ名 会員名（ふりがな） スポンサー職　　　業

佐 藤　尚 人（さとう　なおと） 貸家業 L 平野　直人青森かもめLC

佐 藤　　 健（さとう　たける） 自動車販売・整備業 L 伊藤　正美弘前チェリーLC
黒 石 烏 城 L C
黒 石 烏 城 L C
大 間 L C

重 倉　 　崇（しげくら　たかし） 生命保険 L 加藤　正彦

渋 川　 　悟（しぶかわ　さとる） 銀　行 L 泉　　充彦

坂 見　 　建（さかみ　たける） 海運業 L 下山　宣行

その他の献金

台湾花蓮・東部地震に関するLCIF寄付

メルビン・ジョーンズ・フェロー献金
送金日 氏　　　名 献金額（円） 回数所属LC

L庄　司　　　肇 151,228 18青森まほろば4月11日
L加賀谷　栄　徳 151,228 6青森まほろば4月11日
L椛　澤　睦　子 156,985 2弘前西5月21日

Melvin Jones 
Fellowship

送金日 ク　ラ　ブ　名 献金額（円）
八戸きれい海LC 30,0003月  6日

青森みらいLC
中泊LC
八戸三八城LC
十和田LC
十和田湖LC
青森LC
十和田おいらせLC
青森ねぶたLC
青森うとうLC
青森外ヶ浜LC
岩木LC
弘前中央LC
八戸LC
三戸LC
三沢LC

44,000
40,000
42,075
50,000
20,000
60,000
38,000
64,000
34,000
38,000
30,000
22,000
110,000
30,000
56,000

4月22日
4月23日
4月23日
4月24日
4月24日
4月25日
4月25日
4月26日
4月26日
4月26日
4月30日
4月30日
5月02日
5月02日
5月08日

日 付 クラブ名 献金額（円） 日 付 クラブ名 献金額（円） 日 付 クラブ名 献金額（円）
青森はまなすLC
八戸うみねこLC
十和田稲生LC
つがるLC
青森八甲LC
弘前チェリー LC
ひらないDream LC
黒石LC
弘前東奥LC
青森BLUE LC
八戸東LC
弘前LC
青森まほろばLC
青森中央LC
青森みちのくLC

50,000
10,000
20,000
42,000
48,000
64,000
23,000
68,000
58,000
50,328
20,000
110,000
182,327
43,000
24,000

5月08日
5月09日
5月09日
5月10日
5月10日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日

弘前東奥LC ※追加
鶴田LC
八戸白鷗LC
平賀LC
弘前津軽LC
黒石烏城LC
むつLC
東通LC
むつみらいLC
下北ネクストLC
八戸中央LC
332ｰA地区

2,000
60,000
16,000
50,000
64,000
104,000
75,700
40,000
10,000
12,000
72,000

1,000,000

5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日

青森みちのくLC 71,3184月  3日

物故会員

謹んで哀悼の意を表し

ご冥福をお祈り申し上げます（弘前西LC）
2024年5月22日 ご逝去

あぼ きよただ

阿　保　清　忠
（享年81歳）

送金日 ク　ラ　ブ　名 献金額（円）
鯵ヶ沢LC 151,2284月25日
青森Ocean LC 20,5005月13日

5月16日　OSEALへ送金
総額2,996,430円（19,087.48㌦）

無料査定・買取も致します。

借りたい 貸したい 買いたい 売りたい
詳しくはホームページにて！

☎0172-31-8131

アート不動産　弘前

夢・人・街… （公社）青森県宅地建物取引業協会会員

株式会社アート不動産
代表取締役2R2Z ゾーン・チェアパーソン
弘前市本町34番地1

椛　澤　睦　子
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ServannA(基本集計表）による LC数／64

332-A地区 新入会員紹介 2024年4月入会・合計5名

正会員 クラブ名 会員名（ふりがな） スポンサー職　　　業

佐 藤　尚 人（さとう　なおと） 貸家業 L 平野　直人青森かもめLC

佐 藤　　 健（さとう　たける） 自動車販売・整備業 L 伊藤　正美弘前チェリーLC
黒 石 烏 城 L C
黒 石 烏 城 L C
大 間 L C

重 倉　 　崇（しげくら　たかし） 生命保険 L 加藤　正彦

渋 川　 　悟（しぶかわ　さとる） 銀　行 L 泉　　充彦

坂 見　 　建（さかみ　たける） 海運業 L 下山　宣行

その他の献金

台湾花蓮・東部地震に関するLCIF寄付

メルビン・ジョーンズ・フェロー献金
送金日 氏　　　名 献金額（円） 回数所属LC

L庄　司　　　肇 151,228 18青森まほろば4月11日
L加賀谷　栄　徳 151,228 6青森まほろば4月11日
L椛　澤　睦　子 156,985 2弘前西5月21日

Melvin Jones 
Fellowship

送金日 ク　ラ　ブ　名 献金額（円）
八戸きれい海LC 30,0003月  6日

青森みらいLC
中泊LC
八戸三八城LC
十和田LC
十和田湖LC
青森LC
十和田おいらせLC
青森ねぶたLC
青森うとうLC
青森外ヶ浜LC
岩木LC
弘前中央LC
八戸LC
三戸LC
三沢LC

44,000
40,000
42,075
50,000
20,000
60,000
38,000
64,000
34,000
38,000
30,000
22,000
110,000
30,000
56,000

4月22日
4月23日
4月23日
4月24日
4月24日
4月25日
4月25日
4月26日
4月26日
4月26日
4月30日
4月30日
5月02日
5月02日
5月08日

日 付 クラブ名 献金額（円） 日 付 クラブ名 献金額（円） 日 付 クラブ名 献金額（円）
青森はまなすLC
八戸うみねこLC
十和田稲生LC
つがるLC
青森八甲LC
弘前チェリー LC
ひらないDream LC
黒石LC
弘前東奥LC
青森BLUE LC
八戸東LC
弘前LC
青森まほろばLC
青森中央LC
青森みちのくLC

50,000
10,000
20,000
42,000
48,000
64,000
23,000
68,000
58,000
50,328
20,000
110,000
182,327
43,000
24,000

5月08日
5月09日
5月09日
5月10日
5月10日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月14日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日

弘前東奥LC ※追加
鶴田LC
八戸白鷗LC
平賀LC
弘前津軽LC
黒石烏城LC
むつLC
東通LC
むつみらいLC
下北ネクストLC
八戸中央LC
332ｰA地区

2,000
60,000
16,000
50,000
64,000
104,000
75,700
40,000
10,000
12,000
72,000

1,000,000

5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月15日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日
5月16日

青森みちのくLC 71,3184月  3日

物故会員

謹んで哀悼の意を表し

ご冥福をお祈り申し上げます（弘前西LC）
2024年5月22日 ご逝去

あぼ きよただ

阿　保　清　忠
（享年81歳）

送金日 ク　ラ　ブ　名 献金額（円）
鯵ヶ沢LC 151,2284月25日
青森Ocean LC 20,5005月13日

5月16日　OSEALへ送金
総額2,996,430円（19,087.48㌦）

無料査定・買取も致します。

借りたい 貸したい 買いたい 売りたい
詳しくはホームページにて！

☎0172-31-8131

アート不動産　弘前

夢・人・街… （公社）青森県宅地建物取引業協会会員

株式会社アート不動産
代表取締役2R2Z ゾーン・チェアパーソン
弘前市本町34番地1

椛　澤　睦　子



スマホや
タブレットで
QRコードを
スキャン!!
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ライオンズクラブ国際協会
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L田名部 智之

一般社団法人日本ライオンズ理事長
332-A地区常任名誉顧問

http
s://lions332a.jp/

　
今
期
最
後
の
独
り
言
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、一
年
を
通
し
ま
し
て
、本
誌
発
行
日
・
記
事

の
報
告
遅
延
に
つ
き
ま
し
て
、当
方
の
原
稿
入
稿
遅
れ

に
よ
り
、会
員
の
皆
様
に
遅
い
お
届
け
に
な
り
ま
し
た

事
、申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
コ
ー
ナ
ー

を
お
借
り
し
て
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
誌
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー

の
目
標
達
成
の
為
、本
誌
を
Ｉ
Ｔ
・
機
関
誌
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
共
に
一
新
致
し
ま
し
た
。表
紙
は
、ク
ラ
ブ
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
イ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
似

顔
絵
が
表
紙
を
飾
り
、頁
を
め
く
り
ま
す
と
毎
月
寄
せ

て
頂
き
ま
し
た
青
森
中
央
Ｌ
Ｃ 

Ｌ
長
尾
幸
治
よ
り

〝
洋
蘭
に
魅
せ
ら
れ
て
〞の
コ
ー
ナ
ー
が
本
誌
に
花
を

添
え
て
頂
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、Ｌ
大
矢
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
・
想
い
を
不

定
期
に
掲
載
し
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
部
メ
ン
バ
ー
の

ご
挨
拶
、地
区
行
事
・
会
議
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ク
ラ
ブ
合
同
例
会
・
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
、〝
Ｃ
ｌ
ｏ
ｓ
ｅ 

ｕ
ｐ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
〞・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｙ〝
と

会
員
の
皆
様
の
活
動
や
取
材
に
ご
協
力
を
頂
き
、多
種

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
掲
載
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
ク
ラ
ブ
・
リ
ジ
ョ
ン
内
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
リ
ジ
ョ
ン
別
会
員
名
簿
も
、２
Ｒ
〜
５
Ｒ
の
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、作
成
・
提
供
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、私
は
来
期
よ
り
、ク
ラ
ブ
役
員
の
一
人
と

な
り
ま
す
。一
年
間
本
誌
に
て
、お
伝
え
し
て
き
ま
し

た
様
々
な
ク
ラ
ブ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
Ｌ
大
矢
ガ
バ

ナ
ー
が
強
く
推
し
て
ま
い
り
ま
し
た
ク
ラ
ブ
活
性
化

の
為
の
合
同
例
会
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
参
考
・

活
用
し
、ク
ラ
ブ
運
営
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。会

員
の
皆
様
、Ｉ
Ｔ
・
機
関
誌
委
員
会
・
機
関
誌
特
派
員
の

皆
様
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、一
年
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
長
の
独
り
言

I
T
・
機
関
誌
委
員
長L

菊
池

　剛
志

ライオンみちのく誌の広告を募集しております。
ご協力お願いします。

※掲載希望の方はキャビネット事務局へお申し込みください。

46㎜（タテ）×57㎜（ヨコ）広告サイズA

46㎜（タテ）×175㎜（ヨコ）広告サイズC

料金

46㎜（タテ）×86.5㎜（ヨコ）広告サイズB
3,000円

料金

料金

5,000円

10,000円

〒030-0801 青森県青森市新町2-8-26 県火災あおもりビル4F
TEL.017-718-8121・FAX.017-718-8122     E-mail cab-332a@abeam.ocn.ne.jp

ライオンズクラブ国際協会332-A地区　キャビネット事務局

ライオンみちのく編集局

広 告 募 集

「第2回 サステナフェス2024」「第2回 サステナフェス2024」

　5月5日、八戸駅西口にて開催された東北最大トランポリンパーク誕生記念イ
ベントにおいて、八戸きれい海ライオンズクラブとして「第2回 サステナフェス
2024」を開催いたしました。サステナフェスは、普段廃棄されてしまう身近な
物を再利用して、新たな形で楽しむサステナビリティを、子供たちに遊びや食
を通して楽しく経験して学んでもらおうというイベント。会場では「ダンボール
アートコーナー」や、畳の端材からつくる「いぐさオーナメントづくり」、紙を断
裁した際にでる廃棄される部分を利用した「紙相撲」や「筆圧王決定戦」に「レト
ロゲーム」などが並び、新鮮な体験に目を輝かせる子供から、懐かしさに目を細
める大人まで幅広く楽しんでもらえるイベントとなりました。

（八戸きれい海LC）（八戸きれい海LC）

地区ホームページで
機関誌を
ご覧になれます！

URL https://lions332a.jp/

編
集
後
記

IT・機関誌委員（青森みらいLC）

株式会社  東 電
電 材 卸

代表取締役
IT・機関誌委員長

（青森まほろばLC）
 L 菊 池　剛 志

〒030-0112  青森市八ッ役字芦谷273-13
TEL 017-739-8153㈹　FAX 017-739-8269

代表取締役

GET副コーディネーター

L　八重樫　勝
（青森LC）

※「第70回年次大会・大会誌」訂正のお願い
・青森市野木和公園内野木和湖へニシキゴイ約270匹の放流お手伝い。
・青森市立油川小学校へお米550㎏フードドライブ寄贈（18万円相当）。

1R2Z青森外ヶ浜LC CN40周年記念事業追
加〈大会誌33頁（332-A地区 周年行事・記念アクティビティ）〉

右記の記載漏れがありました。深くお詫び申し上げます。

MICHINOKU  MONTHLY

26

国際理事も
 がんばります！！

総合建設業 一級建築士事務所

TEL（741）8451㈹　FAX（742）5218

株式
会社黄金工務店

代表取締役 （青森LC）L 黄金﨑　勉

専務取締役
1R2Z ゾーンチェアパーソン

（青森みらいLC）L 黄金﨑　亨
〒030-0911　青森市造道二丁目10番17号

L 出 町  時 彦
（青森LC会長）

青森出張所
所　　　長

〒030-0802 青森市本町４丁目2番16号
（ヤマイシ本町マンション1F）

TEL.017（762）7495  FAX:017（762）7496

携帯.090-6220-0394
E-mail  t.demachi@nisshin-kenko.co.jp

総合防水工事

日新建工株式会社
東北支店
NISSHIN KENKO CO., LTD


